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1は じ め に

　 モ ン ゴル族 に は,古 くか ら幡 類 を祭 る 習慣 が あ る。幡 類 の 呼 び 名 に は,ス ゥル デ

(stilde)と トゥク(tuγ 轟),ダ ルバ ー(dalbγ 一a)の3つ が あ る。 ウ ラ ジ ミル ツ ォ フ

は,ス ゥル デ とは,人 間 の魂(stir)が や ど って い る神 器 で あ ろ う とみ な して い る(ウ

ラ ジ ミル ツ ォ フ1941:330)。 モ ス タ ー ル トは,ス ゥル デ を 「守 護 神 」 とす る

(Mostaert　 1942:598)。 エル ケセ チ ェ ンは,ス ゥル デ と トゥクの 区別 を厳 密 に述 べ て

い る。 そ れ は,大 ハ ーン の 旗 幡 を ス ゥル デ と いい,父 系 親 族集 団(oboγtordil)や 軍
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隊,諸 種 の 団 体 機 関 の 旗 類 を ト ゥ ク,個 人 が 立 て る 旗 類 を ダ ル バ ー と い う

(Erkese6en　 1991:7)。 現 代 モ ン ゴル 国 憲 法 で は,ス ゥル デ は,国 家 徽 章(tdirdi-yin

sablde)を 意 味 す る(rMongγol　 Ulus-un　 Ond廿s廿n　Qauli』1992:43)。

　 内蒙 古 自治 区 の オ ル ドス地 域 に3種 の ス ゥル デ が あ る。 そ れ は 「黒 い ス ゥル デ」

(qar-a・sde'lde),「まだ らの ス ゥル デ 」(α1αγ5鋸de),「 白い ス ゥル デ」(baγan　sdilde)で

あ る。 「黒 い ス ゥル デ」 は現 在 同地 域 の エ ジン ・ホ ロ ー旗(旧 ジ ュン ・ワ ン旗)に あ

り(Sayinjirγal&Saraldai　 l983:280-329;楊1995b:41-49),「 まだ ら の ス ゥル デ」

は か つ て オ トク旗 の ナンン ク寺 の 近 くに あ った(Van　 Hecken　 l963:150;Sayinjirγal

&Saraldai　 l　983:334-340;Qur6abaγatur&uji'm-e　 1991:74-83)が,1956年 以 降 祭

祀 は 中 断 され た ま まで あ る。 「白 い ス ゥル デ」 は ウ ー シ ン旗 に あ る。 「黒 い ス ゥル デ」

に つ い て は,す でに 詳 しい記 述 報 告 が あ り(Sayinjirγal&Saraldai　 1983),私 もそ の

祭 祀 に 関 す る若 干 の 試 論 を お こ な った(楊1995b)。 「まだ ら の ス ゥル デ 」 に つ い て

は,い まだに 簡 単 な報 告 に とど ま って い る(Qur6abaγatur&Ojum-e　 1991:74-83)。

本 論文 では 「白い ス ゥル デ」 を と りあ げ る1も

　 オ ル ドス の 民 間 伝承 で は,「 黒 い ス ゥル デ」 は チ ンギ ス ・ハ ー ンの軍 神 で,ハ ーン

は 戦 争 に赴 く際 に そ れ を 携 え た。 平 和 な と きに は 「白 い ス ゥル デ」 を 立 て た とい う

(Sayinjirγa1&Saraldai　 1983:280-281)。 「ま だ らの ス ゥル デ 」 は チ ンギ ス ・ハ ーン

の 弟,ハ ブ ト ・ハサ ル のス ゥル デ で あ った と伝 え られ てい る(Sayinjirγal&Saraldai

l983:334-335)。 こ こで は 「黒 と軍 」,「白 と平 和 」,「まだ ら と特定 人 物 」 を そ れ ぞ れ

結 び つ け て い る。

　 オ ル ドス ・モ ン ゴル族 は,日 常 生 活 の なか で,ス ゥル デ と トゥクを 同一 の 意 味 で使

用 す る こ とが 多 い 。 「黒 い ス ゥル デ」 と 「白い ス ゥル デ 」 をそ れ ぞ れ 「黒 い トゥ ク」,

「白い トゥ ク」 と も呼 ぶ。 研 究 者 に よる 幡類 名称 の使 用 区 分 を 見 る と,エ ル ケ セチ ェ

ンは,1989年 の論文 で は,「 白い ト ゥク」 と表現 し(Erkese6en　 1989:43-53),1991年

の 報 告 で は,「 白い ス ゥル デ」 に 統 一 して い る(Erkese6en　 l991)一 方,サ イン ジ ャ

ラ ガル は,「 白い ス ゥル デ 」 と して い る(Sayinjirγal　 l　992:29-38)。 本 論 文 で は,原

則 と して 「白い ス ゥル デ」 に統 一 し,原 著 者 の ニ ュア ンスに 関 わ る とこ ろは 原著 ど う

りとす る。

　 「白 い トゥク」 につ い て,rモンゴル 秘 史』 第202節 に記 述 が あ る。 そ れ は,1206年

に テ ム ジ ンが オ ノ ン河 の ほ と りで 「白 い トゥク」 を立 て て 大 ハ ーン の位 に即 き,チン

ギ ス ・ハ ーン の称 号 を 与 え られ た,と い うと ころ に 登 場 す る(Eldengtei&Ardajab

1986:660)。 「白 い トゥ ク」 は 大 ハ ーン の即 位 とか さな って お り,モ ン ゴル 史 上,き
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わ め て重 要 な 存在 で あ った こ とが わか る。rモ ンゴル 秘 史 』 以 来,モ ン ゴル人 が編 著

した史 書 で は,ほ とん どチン ギ ス ・ハ ーン 即 位 時 の 「白 い トゥ ク」 に言 及 して い る2㌔

　 チ ンギ ス ・ハ ーン の祭 殿 「八 白宮」 の祭 祀 は,お そ く とも フ ビライ ・ハ ーン 治 世下

の 元朝 時代 に,勅 命 に 基 づ い て制 度 化 され た と見 られ て い る(Sayinjirγal&Saraldai

1983:23-27)。 近 年 の研 究 に よ って,フ ビ ライ ・ハ ー ンや ホ トクタ イ ・セ チ ェン ・ホ

ン・タイ ジ らが編 纂 した と され る 『十善 白史 』 が ,チ ンギ ス ・ハ ーン 祭祀 の理 論 的 根

拠 とな って い る こ とが 明 らか に な った(井 上1992:14;楊1995b:27-54)。 『十 善 白

史 』 が 「9大 象 徴 」(yistin　yeke　belge)と す る聖 物(留 金 鎖1981:85)に は,「 黒 い

トゥ ク」 が 筆 頭 に あが って い る。 私 は,「9大 象 徴 」 は お そ ら く現 在 まで 維 持 され て

きた チ ンギ ス ・ハ ーン の8つ の遺 品か らな る祭 殿 「八 白宮 」 と軍 神 「黒 い ス ゥル デ」

(黒い トゥク)の 原 型 であ ろ うと想 定 してい る。「9大 象徴 」 には,「 白い ス ゥル デ」

は含 まれ て お らず,『 十 善 白史 』 に も 「白い ス ゥル デ 」 の祭 祀 に 関す る記 述 は な い の

で あ る。

　 八 白宮 の祭 祀 者 は,「 五 百 戸 の黄 色 い ダル ハ ト」 と称 し,東 西2つ の グル ー プに分

か れ る(Sayinjirγa1&Saraldai　 1983:413-462;楊1995b:31-34)。 祭 祀 者 ダル ハ トは

チ ンギ ス ・ハ ーン の8つ の遺 品 だ け で な く,軍 神 「黒 い ス ゥル デ」 も含 め,9つ の聖

物 を祭 る(Sayinjirγal&Saraldai　 1983;楊1995b)。 ダル ハ トの約 半 分 は 軍 神 「黒 い

ス ゥル デ 」 の 専属 祭 祀 者 で あ る。 「黒 い ス ゥル デ」 の祭 祀 活 動 は,チン ギ ス ・ハ ー ン

祭 祀 体 系 の な か で も大 きな 比 重 を 占め て い る。 こ の よ うな八 白宮 の祭 祀 構 成 は,「9

大 象徴 」 の1つ で あ る 「黒 い ス ゥルデ 」 が八 白宮 に吸 収 された 形 に な って い る。

　 オル ドス ・モンゴル 族 は,古 くか らチン ギ ス ・ハ ーン の祭 殿 八 白宮 と軍神 「黒 い ス

ゥル デ」 の 祭祀 活 動 を 維 持 して きた 。 換 言す れ ぽ,八 白宮 と 「黒 い ス ゥル デ」 の祭 祀

を挙 行 す るた め に,オ ル ドス ・モンゴル 族 とい う特 別 な集 団が 形 成 され た の であ る(楊

1995a)。

　 「白 いス ゥル デ」 の祭 祀 者 集 団 は,現 在 で は 誰 もが 「オル ドス ・モンゴル 」 と 自称

して い るが,オ ル ドス ・モンゴル 族 とは異 な った歴 史 を もつ 。 か れ らは チ ャハ ル ・モ

ンゴル族 の子 孫 で あ る。 チ ャハ ル ・モンゴル 族 は モ ン ゴル最 後 の 大 ハ ーン,リ ク ダ ン

・ハ ー ン直 属 の万 戸集 団で ,満 州族 の後 金 国 に も っ とも激 し く抵 抗 した集 団 であ った 。

か れ らは17世 紀 前半 に,モンゴル 各部 が あ いつ いで 後 金 国 の支 配 下 に 入 った 時 点 で,

オル ドス地 域 に住 む よ うに な り,現 在 に 至 っ て い る。 この よ うに,現 在 では オ ル ドス

地 域 ウー シ ン旗 で維 持 され て い る 「白い ス ゥル デ」 に は,八 白宮 や 「黒 い ス ゥル デ」

とは 完 全 に別 の歴 史 的 背 景 が あ る。
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　モンゴルにおける政治祭祀を研究するにあたって,チ ンギス ・ハーンの祭殿八白宮

と軍神 「黒いス ゥルデ」に注目するのは当然のことであろう。それだけでなく,「白

いスゥルデ」祭祀を研究 し,究 明することも,同 じく重要な意義をもつ。以下では,

オル ドス地域出身の民俗学者の諸記述報告をふまえながら,私 自身が1991年 から1992

年にかけておこなった実地調査 と1997年春の調査を中心に,「 白いスゥルデ」の祭祀

者集団およびかれらが維持 している祭祀活動の実態について,試 論を展開 したい。「ま

だらのスゥルデ」に関する研究は,私 のつぎの課題 としたい。

2　 「白いス ゥルデ」 の歴史 的背景 とそれ に関す る従来 の見解

　 エ ル ケ セ チ ェンは 「白 い ス ゥル デ」 の祭 祀 者 集 団 の1人 で,長 年 にわ た って 「白い

ス ゥル デ」 祭 祀 に つ い て調 査 を か さね て きた 。 エル ケセ チ ェン に よる と,17世 紀 半 ば

以 降,モ ンゴル 人歴 史 家 た ちは 「白い ス ゥル デ」 に 注 目す る よ うに な り,18世 紀 以 降

は と くに 「白 い ス ゥル デ」 の原 型 に つ い て各 種 多様 な推 論 が 出 され る よ うにな った と

い う(Erkese6en　 l989:43)。 こ こで は エ ル ケ セチ ェン の見 識 を 紹 介 しなが ら,モン ゴ

ル 人歴 史家 の筆 下 に登 場 す る 「白い ス ゥル デ」 に つ い て通 観 して み た い。

2.1史 書 に見 る 「白い ス ゥル デ」

　 オ ル ドス の 歴 史 家 サ ガ ン ・セ チ ェ ン ・ホン ・タ イ ジ の 『蒙 古 源 流 』 に は 「9脚 の 白

い ト ゥ ク 」(yiStin　 kδ1-tti　baγan　 tuγ)と あ る(Saγang　 Se6en　 1956:71)3)。 ま た,1635

年4)こ ろ に 書 か れ た 『黄 金 史 』(Altan　 Tob6i)に も 「9脚 の 白 い ト ゥ ク 」(加 伽

kδttdi　baγan　tuγ)と あ る(Coyiji　 l　983:160)。1677年 こ ろ に 成 書 し たrア サ ラ ク チ 史 』

(Asaraγ6i　 NeretU-yin　 TeUke)に は,チ ン ギ ス ・ハ ー ンが 「9脚 の 白 い ト ゥ ク」 を ジ

ャ ラ イ ル 部 の ム カ ラ イ 国 王 に 授 け た,と あ る(Baγan-a　 1984:47)。1834年 か ら1837

年 の あ い だ に 書 か れ た と され る 『水 晶 鑑 』(Bulur　 Toli)に は 「8脚 の 白 い ト ゥ ク 」 と

し て い る(Jimbadorji　 1984:404)。 ま た,1835年 こ ろ に 書 か れ たr水 晶 珠 』(Bulur

Erike)に は 「9つ の マン ジ ラ ガ を も つ 白 い ト ゥ ク」(yestin　 maniilγatu　 baγan　 tuγ)と

の 語 句 が 見 ら れ る(Rasipungsuγ1985:54)。 「マン ジ ラ ガ 」(maniilγ 一a)と は 垂 れ 房

の こ とで あ ろ う。1817年 に 書 か れ た 宗 教 史 的 性 格 が 強 いr金 墾 』(Altan　 Erike)に は

「9つ の グ ク ー ル を も つ 白 い ス ゥ ル デ 」 と あ る(Na　 Ta　 1989:24)。 「グ ク ー ル 」

(kδgelあ る い はkbgab'1)と は ウ マ の た て が み で 造 っ た 垂 れ 房 の こ と で あ ろ う。 以 上 の

諸 記 述 か ら,2点 の 相 違 を 発 見 で き る 。1つ は,「 白 い ト ゥ ク」 の 「脚 」 で,9と も
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8と もあ る。 も う1つ は,「 脚 」 で は な く,「 マ ンジ ラガ」,「グ クール 」や 「ク グール 」

との描 写 で あ る。 エ ル ケ セチ ェン の分 析 で は,17世 紀 ま で の歴 史 家 の記 述 はほ とん ど

が 「9脚 の 白い ト ゥク」 と して い るのに 対 し,そ れ 以降 は しだ い に 多様 化 しは じめ た

とい う　(Erkese6en　 1989:51)。

　 以上 の よ うな 「白 い ス ゥル デ」(白 い トゥク)に 関 す る記 述 の不 一 致 もあ って,後

世 の研 究 者 た ち の あ いだ で も,と くに 「白い ス ゥル デ」 の原 型 に つ い て の見解 が分 か

れ る よ うに な った 。村 上 は 「9脚 」 の 「9」 は モ ン ゴル の吉 数 で あ る と した うえ,「 九

つ の吹 流 しの尾 を つ け た 白い 施 旗 」 と訳 して い る(村 上1977:342 ,347)。 サ イ ンジ

ャラ ガル が 「8脚 」 と見 て い るの は,中 心 の 主 要 な ス ゥル デ を除 いて い るか らで あ る。

す な わ ち,周 囲に 立 つ8本 の小 ス ゥル デ か らの命 名 であ る。歴 史家 のあ い だ で この よ

うな 混 乱 が 発 生 した の は,「 白い ス ゥル デ」 の祭 祀 儀 礼,祭 祀 者 集 団 の職 掌 を 知 らな

い うえ,な に よ りも 「黒 い ス ゥル デ」,「白 い ス ゥル デ」,「まだ らの ス ゥル デ」 の3者

の 区別 が つか ない こ とか ら生 じた もの と見 て い る(Sayinjirγal　 1992:29-30)。

　 r黄 金 史 』 に は 「赤 褐 色 の種 雄 ウマ の た てが み で つ く った あ なた(チン ギ ス ・ハ ー

ン)の トゥク とス ゥル デ」(keger　 aiirγan-u　kδgtil-iyer　kigsen　tuγsdildeろinu)と あ る

(Coyiji　1983:506)こ とか ら,「 白 い ス ゥル デ 」 の 「脚 」 は,ウ マ のた て が み か 尻 尾

で つ くった と見 られ る よ うに な った(Mostaert　 1957:548-549)。

　 エ ル ケ セチ ェ ンは,現 在 オル ドス ・ウー シ ン旗 に あ る 「白 い ス ゥル デ」 の形 とそ の

祭 祀 を詳 細 に記 述 し,チ ンギ ス ・ハ ーン が 「白い トゥク」 を即 位 の 際 に立 て た こ とか

ら,八 白宮 よ りも早 く 「白い トゥ ク祭 祀 」 が 存 在 して い た は ず で あ る と唱 え て い る

(Erkese6en　 l989:52)。 「9脚 の 白い ス ゥル デ 」 とは,物 体 と しての9本 の支 え柱 や9

本 の引 き綱 で は な く,9人 の 将 軍 の鼎 力 を 借 りて建 て られ た モ ンゴル帝 国 の国 旗 で あ

った た め,「9脚 」 と結 びつ け て 表 現す る よ うに な った。 「9脚 」 とは9人 の将 軍 を象

徴 す る もの で あ っ た とい う(Erkese6en　 1989:52)。 エル ヶセ チ ェン は さ らに,上 述 の

歴 史 家 の うち,オ ル ドス 出身 の サ ガ ン ・セ チ ェ ン ・ホン ・タイ ジは 「白い ス ゥル デ」

の 歴 史 を 当然 知 っ て いた で あ ろ うのに,そ の著 作 の なか で一 切触 れ て いな い の は た い

へ ん不 思議 で あ る との 疑 問 を示 してい る(Erkese6en　 1989:51)
。

2.2　 モ ンゴル各地 に存在 した 「白い ス ゥルデ」

　 「白 い ス ゥル デ 」 は,か つ て モ ンゴル の各 地 で祭 られ て い た。 ロシ アのモンゴル 学

者 ウ ラジ ミル ツ ォフは ハ ル ハ ・モ ンゴル の西 部 にあ った 「白い ス ゥル デ 」 の祭 祀 を観

察 して い る(ウ ラ ジ ミル ツ ォ フ1941:331)。 ウ ラジ ミル ツ ォフが 見 た の は,ジ ャサ
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ク ト ・ハン 部 の ロ ー ・ジ ャ ン ジ ュ ン ・グ ン旗(lubsangdandub　 jangjun　 gUng-Un

qosiγU)に あ った 「白 いス ゥル デ」 で あ る。 現 在 こ こは,モ ン ゴル 国 ウブス県 南 東 部

の ウ ン ドゥル ・ハ ンガ イ ・ン ム とな って い る5㌔

　 私 は,1993年8月 に ウン ドゥル ・ハン ガイ 地 域 を訪 れ,ン ム政 府 の長 官 らか ら この

地 に あ った 「白い ス ゥル デ」 に 関す る情 報 を 得 る こ とがで きた 。「白い ス ゥル デ」 は,

「8脚 の 白 い トゥク」 と呼 ば れ て お り,ト ゥク とス ゥル デ を同 じ意 味 で使 って い た。

3年 に一 度 秋 に 大 祭 が あ り,祭 祀 の こ とを 「ス ゥル デ を 喜 ぽ せ,ト ゥ クを 祭 る」

(stilde～ienggekti　tuγtakiqu)　 とい う。

　 「白い ス ゥル デ 」 には か つ て世 襲 の祭 祀 者 が32人 お り,祭 の 日に は み な 白い服 装 を

身 に ま とい,白 馬 に跨 った とい う(Ttimenjirγal　 l　989:33-36;Cingel　 l　992:161)。 『モ

ン ゴル風 俗 習 慣 大 辞典 』 では,「 白 い トゥク」 を 「白い ス ゥル デ」 と呼 ん で い る。 「白

い ス ゥル デ」 は チ ンギ ス ・ハ ーン の 息子,チ ャガ ダイ の ス ゥル デで,モンゴル 帝 国 の

首 都 カ ラ ・コル ムの 近 くか ら ウ ン ドゥル ・ハン ガイ 地域 へ 移 され た とい う。 そ の 祭祀

者 には つ ぎ の よ うな職 掌 が あ った(Cingel　 l992:161)。

旗 手(tuγ6i)

儀式 の進 行 係?(s6ng6in)

木碗 もち6)(ayaγa6in)

　 「白い ス ゥル デ」 は現 在 モ ンゴ ル国 の 国立 歴 史 民 族 博物 館 に保 存 され て い る。 そ の

うち最 後 の 旗 手 は 「天 」 を氏 族 とす る(tengri　 oboγ),ムン ク ダ ライ とい う人物 で あ

った(Cingel　 l992:161)。 別 の資 料 では,ムン ク ダ ライ は1963年 に 「白 い ス ゥル デ 」

祭 祀 に 関す る文 書 を モ ンゴ ル 国 の 中 央博 物 館 に提 出 した と い う(TUmenjirγal　 1989:

33-34)。

　 ま た,リン チン が 編 集 した シ ャ マ ニズ ム関 係 の テ キ ス トに は,「 ロー ・ジ ャン ジ ュ

ンの 旗 に あ る ス ゥル デ を喜 ば せ る 作 法 お よび 祭 史 」(加 ル η8鈎η覗qosirun・u　 sdi　lde

benggekti　yosun　 Obig)と い うテキ ス トが収 録 され て い る(Rintchen　 1975:45-48)。 テ

キ ス トに は,祭 祀 のや り方 や 祭 祀 者 の職 掌 に関 す る内 容 が あ る。 具 体 的 に は以 下 の 職

掌 が見 られ る(Rintchen　 l　975:48)。

旗 手(tuγ6i)1人

尻 繋役?(qudurγa6i)1人
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英 雄(baγatur)8人

槍 者?(6e6ed)4人

先 鋒(qosiγu6i)4人

相 撲 の 行 司?(jasaγul)4人

先 鋒 歩 哨(mangnai　 qaraγu16i)2人

　 この ほか に,サ イ ンノ ヤン ・ハ ン部 の エ ル デ ニ ・ジ ョー寺 の近 く,そ の南 のバ ル ー

ン ・ク レー とい うとこ ろで も 「白 い ス ゥル デ」 が祭 られ て い た。 こ こで は 「白 い ス ゥ

ル デ」 のほ か に ま た チ ンギス ・ハ ー ンの 軍 隊 の劇 夙 と され る ものを 保 存 して い た。 そ

の 祭 祀 者 は ラ マ僧 で あ った(Cingel　 l992:160-161)7)。 エ ル デ ニ ・ジ ョー寺 は カ ラ ・

コル ム の跡 地 に建 て られ て い る。 カ ラ ・コル ム の近 くか ら ウン ドゥル ・ハ ンガ イ地 域

へ移 され た 「白い ス ゥル デ」 と,エ ル デ ニ ・ジ ョー寺 近 くで祭 られ てい た 「白 い トゥ

ク」 が,ど うい う関 係 に あ るか,私 は まだ確 認 で きて い な い。

　 内モンゴル で は,オ ル ドス の ウー シ ン旗 の ほか,シ リーン ・ゴル盟 の アバ ガ旗 に も

「白 い ス ゥ ル デ 」 が 祭 ら れ て い た(Sayinjirγal&Saraldai　 1983:342-344;

Sayinjirγal　1992:31)。 現 在 の と ころ,こ の アバ ガ旗 の 「白 い ス ゥル デ 」 に 関 す る詳

しい情 報 は 得 られ て い な い。な お,現 在 祭 祀 が お こなわ れ て い る のは,オ ル ドス ・ウー

シ ン旗 の 「白い ス ゥル デ」 の み で あ る。

2.3　 「白い ス ゥル デ」 に関す る報 告 と研究

　 ロ シア の ブ リヤ ー ト ・モンゴル 人 学 者 ジ ャ ム ツ ァラ ー ノが1909年 か ら1910年 にか け

て オ ル ドスを 旅 行 した際,「8脚 の 白 いス ゥル デの 祭 祀 」(naiman　 kδltdi　baγan　stilde-

yin　takitγ一a　inu)と 題 す る祭 祀 文 書 を 収 集 して い る(Rintchen　 1959:71-73)。 オ ル ド

ス で は ウー シン 旗 以外 に 「白い ス ゥル デ」 が 存在 しない こ とか ら,ジ ャム ツ ァ ラー ノ

の文 書 を現 在 ウ ー シ ン旗 に あ る 「白 い ス ゥル デ」と結 び つ け て考 え る こ とが で き よ う。

　 近年,ウ ー シ ン旗 の 「白い ス ゥル デ」 に つ い て,い くつ か の調 査 報 告 が 出 され て い

る。 なか で もエ ル ケ セ チ ェンの報 告 は きわ め て価 値 の高 い もの で あ る。 エ ル ケ セ チ ェ

ンは まず1989年 に雑 誌r内 蒙 古 社 会 科 学 』 に 「白 い トゥ ク」(白 い ス ゥル デ)に 関す

る論 文 を公 表 して い る(Erkese6en　 1989)。 これ は か れ 自身 の 幼 少 期 以 来 の経 験 と長

年 に わ た る ウー シ ン旗 の祭 祀 者 た ち に イン タ ヴ ュー した 成 果 で あ る。 エ ル ケセ チ ェ ン

は,「 白 い トゥク」 祭 祀 に お け る各 種 儀 礼 を考 察 した 後,ウ ー シ ン旗 の 「白い トゥク」

は ま さに チ ンギス ・ハ ーン が 大 ハ ーン の位 に つ い た とき に立 て た 国旗 た る 「白 い トゥ
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ク」か,も し くは それ の 「直 系変 種 」 であ ろ うと結 論 して い る(Erkeseこen　 l989:49)。

そ の 後 エ ル ケ セ チ ェン は,1991年 に 『黄 金 ス ゥル デ の祭 祀 』(Altan　 SUIde-yin　 Tayi1γ一

a)と 題 す る ガ リ版 印刷 の報 告 書 を ウー シン 旗 文 史 資 料 の 第15輯 と して公 開 して い る

(Erkese6en　 1991)。 報 告 書 には 「白い ス ゥル デ」 の 祭祀 者 集 団 の歴 史,祭 祀 状 況,そ

れ に 各種 祭 詞 な どが 含 まれ て い る。

　 サ イ ン ジ ャ ラ ガ ル も1992年 に 「白 い ス ゥ ル デ 」 に 関 す る 論 文 を 発 表 し て い る

(Sayinjirγal　1992)。 サ イン ジ ャ ラ ガル は,エ ル ケ セ チ ェ ンの調 査 報 告 を 参 照 しな が

ら,み ず か らの実 地 調 査 資料 も加 え,エ ル ケセ チ ェ ン と同 じよ うに,「 白い ス ゥル デ」

はモンゴル 帝 国 の国 旗 で あ った と位 置づ け て い る(Sayinjirγal　 1992:31-35)。

　 ベル ギ ー出身 の モ ンゴル学 者 モス ター ル ト神 父 は,オ ル ドス西部 の オ トク旗 と ウー

シ ン旗 に20年 間居 住 した(Frangoise　 1972:218-220;Poppe　 1971:164-169)。 モ ス タ ー

ル トは,ウ ー シ ン旗 の ナ リーン ・ゴル河 に住 む ドガ ール ・ジ ャブ ・タイ ジ とい う人 物

か ら文 書 を 収集 してい る(Mostaert　 1956:61)。 「白い ス ゥル デ」 は,こ の ドガ ー ル ・

ジ ャブ ・タイ ジの家 か ら約15キ ロメ ー トル離 れ た と ころ に あ る。 モス タ ール トは,オ

ル ドス ・モ ン ゴル族 の 父 系親 族 集 団(oboγ)に 関す る論 文 の な か で,「 白 い ス ゥル デ 」

の祭 祀 者 集 団旗 手 トゥクチ を そ の複数 形 トゥ クチ ナ ル と表 現 した うえ,旗 手 を 八 白宮

の祭 祀 者 集 団 ダル ハ トの な か の1ク ラ ンで あ る と して い る(Mostaert　 1934:24,39)。

確 か に ダル ハ トの なか に も旗 手 と称 す る職 掌 は あ った が,オ ル ドス で は,ト ゥ クチ ナ

ル とい えぽ,通 常 は 「白い ス ゥル デ」 の祭 祀 者 を指 す の で あ る。 モ ス タ ー ル ドは また,

「白 い ス ゥル デ」 の祭 祀 者 集 団 チ ャハ ル ・ハ ラーのモンゴル 人 に も言 及 して い る が,

これ ら の祭 祀者 集 団が 直 接 「白 い ス ゥル デ」 を 祭 って い る こ とに は触 れ て い な い。 か

れ は また 『蒙 古源 流 』 の 作者 サ ガン ・セ チ ェ ン ・ホ ン ・タイ ジ とそ の祖 父 ホ トクタ イ

・セチ ェン ・ホン ・タイ ジの祭祀 に関 す る論 文 の なか で
,「 サ ガン ・セ チ ェ ン ・ホ ン ・

タ イ ジ の ス ゥル デ」 に つ い て は記 述 して お り,オ ル ドス に は他 に も 「黒 い ス ゥル デ」,

「ま だ らの ス ゥル デ」 と 「白 い ス ゥル デ 」,あ わ せ て3種 の ス ゥル デが あ る と記 して

い る。 「白 い ス ゥル デ 」 が どの 旗 に あ るか は 知 らな い と認 め て い る(Mostaert　 1957:

548)。 当時 「白い ス ゥル デ 」 は モ ス タ ール トの観 察 した サ ガ ン ・セチ ェ ン ・ホン ・タ

イ ジ の ス ゥル デ か ら東 へ 約50キ ロメ ー トル離 れ た と ころ に あ った 。 モス タ ール トの収

集 した 数 多 くの オル ドス関 係 の文 書(Serruys　 1975:191-208)の な か に は,「 白い ス

ゥル デ」 祭 祀 に関 す る文 書 は な い よ うで あ る8も
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2.4　 現在 の 「白いス ゥルデ」 の実態

　 「白い ス ゥル デ 」 は現 在 ウー シ ン旗 の ム ー ・ブ ラ ク9)に あ る。 高 さ13尺 の 鉄 製 の 三

叉 を 中心 に,両 側 を高 さ9尺 の小 ス ゥル デ と槍(iida)で か こみ,灌 木 で つ くった 垣

内 に立 て て あ る。 垣 の 外側 に は キ ・モ リが1本 立 て られ て あ る。 キ ・モ リとは 「空 気

の ウマ 」,「希 望 の ウマ」 の意 味 であ る。 キ ・モ リは,鉄 器 の ス ゥル デに 雄 ウマ の た て

が み を つ け,チ ベ ッ ト語 の 呪 文 を刷 った 布 切 れ を 掲 げ た も の で あ る(Sonom　 1984:

152-170)o

　 「白 い ス ゥル デ 」 の 外 観 に つ い て,旗 手 で あ る エ ル ケ セ チ ェ ンの 記 述(Erkese6en

l989:45-46)を 要 約 す る と,以 下 の とお りで あ る。

　 東 西一 列 に並 ん だ ス ゥル デ と槍 の 相互 間 の距 離 は約1尺 で あ る。 中 心 の 大 きな ス ゥ

ル デ の形 と して は,竿 の先 に 鉄 製 金鍍 金 の ス ゥル デを つ け,ス ゥル デ の下 に は木 製 の

円盤 を つ け た もの で あ る。 円盤 の 直径 は約1尺 で,厚 さは1寸 で あ る。 円盤 の外 側 に

白 い種 雄 ウマ のた てが み を 巻 き,さ らに そ の うえに 白い フ ェル トを 巻 きつ け る。 白 い

フ ェル トは銅 製 の 円環 で固 定 させ る。 この 円盤 は 「帽 子 」(〃zalaγ一a)と い う。 エ ル ケ

セ チ ェン が 記 録 した 他 の 祭 祀者 旗 手 た ち の見 方 で は,中 心 の ス ゥル デ の 高 さ を13尺 に

す るの は,「 チ ンギ ス ・ハ ー ンが 平 和 な と きに 宮 帳 オ ル ドの前 に立 て て い た と きか ら

13尺 で あ った 」 伝 統 を 守 るた め で あ る とい う。 「白 い ス ゥル デ」 が ム ー ・ブ ラ クの地

を離 れ て 各地 を巡 回す る際 に は,小 ス ゥル デだ け を 旗 手 た ち が も って 出 か け る。 こ の

際,小 ス ゥル デは 中心 の大 きな ス ゥル デ の使 者(elbi)に な る。 小 ス ゥル デ と槍 は チ

ンギ ス ・ハ ー ンの9人 の将 軍 が手 に して いた の で,そ の 高 さは9尺 に して い る との解

釈 で あ る(Erkese6en　 1989:45-46)。13と9はモンゴル に お け る聖数 で あ る。 「白い ス

ゥル デ」 の寸 法 は,聖 数概 念 と結 びつ いて い る。

　 槍 の 方 に は 青 色 で縁 と りを した幅 約3尺 の 白い 幡 が 掲 げ て あ った とい う。 この 白い

幡 は 元 来 中 心 の ス ゥル デか ら掲 げ て いた よ うで あ るが,現 在 で は代 わ りに仏 画 を 掲 げ

る こ とに な って い る(Erkese6en　 1989:45-46)。

　 「白い ス ゥル デ」 の近 くには1つ の 簡 易 テ ン トが あ った。 なか には 弓1張,赤 い 矢

13本,白 い 矢13本,古 代 の 剣1振,鎧1領,火 縄 銃1挺,招 福 用 の 矢(dalalγan

su〃lu)1本,そ れ に 祭 祀 用 の文 書 と 『紅 史 』,『 白史 』 な ど 「五 色 の 史書10)」が 保 存

され て い た とい う。 火 縄 銃 は1870年 代 に オ ル ドス に侵 攻 した 回 族 反 乱 軍 を撃 退 す るの

に 使 用 され た もの で あ る(Erkese乙en　 l991:29-30)。 こ の こ とか ら見 れ ぽ,祭 祀 に使

用 され る道 具 と神 聖 視 され る遺 品 は つ ぎ か らつ ぎへ と変 化 した こ とが わ か る。
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写真1　 エルヶセチ ェンが復元 させ た 「神 の肖像」

　 エ ル ケ セ チ ェ ンの1991年 の報 告 に よ る と,「 白 い ス ゥル デ 」 の遺 品 の な か に は も う

1枚 古 代 の絵 が 保 存 され て い た とい う。 そ れ は,幅1尺,長 さ約2尺 あ ま りの 布 地 に

鎧 甲 と剣 で武 装 した騎 馬 将 軍 を 中 心 に,そ の前 方 に は 「白い ス ゥル デ」 を手 に淡 黄 色

の ウマ(シ ャル ガ)に 跨 った 人 物 が 描 か れ た もの で あ った 。 武 装 人物 の前 後 に は 無 数

の 兵 士 た ち の 行 軍 姿 が描 か れ て い た 既 この 絵 は 祭 祀 の 日に だ け ス ゥル デに 掲 げ て い

た 。 旗 手 た ち は こ の 絵 を 「神 の 肖 像 」(burqan　 kdirtig)と 呼 ん で い た(Erkese6en

1991:29-30)。 「神 の 肖像 」 と上 述 の 「仏 画 」 とは 異 な る もの で あ った 。1992年 春 に

私 が 調 査 して いた と き,「 神 の 肖像 」 は,1960年 代 の文 化 大 革 命 の ころ に没 収 され た

との 情 報 を 聞 いた 。1997年3月 に,エ ル ヶセ チ ェ ンを 訪 ね た と ころ,「 神 の 肖像 」 は

エ ル ヶセ チ ェン ら に よ って 復 元 され て い た(写 真1参 照)。

　 以上 述 べ て きた よ うに,エ ル ケセ チ ェ ン らは,歴 史 上 の 「白 い ス ゥル デ」 に 関す る

モ ン ゴル 人 歴 史 家 の さ ま ざ ま な記 録 を検 討 しな が ら,「 白 い ス ゥル デ」 の形 態 お よび

そ の祭 祀 を詳 細 に 報 告 して い る。 次章 で は,私 自身 の 調 査 資料 を も とに,上 述 の報 告

資料 を参 考 しなが ら,現 在 オ ル ドス ・ウー シ ン旗 に あ る 「白 い ス ゥル デ」 に つ い て論

じた い。 また,チ ャハ ル ・モ ン ゴル族 を 出 自 とす る これ らの祭 祀 者 集 団 に 関す る資 料

と伝 承 を検 討 し,か れ ら とオ ル ドス ・モ ン ゴル の ガル ハ タ ン部 と の関 係 に 注 目す る。

祭 祀 者 集 団 を 構 成 す る父 系親 族 集 団 とそ の職 掌 を 整理 す る。
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3　 「白いス ゥルデ」 の祭祀者集 団

　 オ ル ドス では 「白 い ス ゥル デ」 を また 「チ ャハル 部 の 白 い ス ゥル デ」 あ るい は 「旗

手 た ち の 白 い ス ゥル デ 」 と呼 ぶ(Erkese6en　 l989:44)。 これ は,旗 手 た ちは チ ャハ ル

・モンゴル 族 を 出 自 とす る集 団 で あ る こ とを表 してい る
。本 章 では,旗 手 と称 す るチ ャ

ハ ル ・モ ン ゴル 人 の歴 史 的 背 景 に つ い て検 討 す る
。

3.1チ ャ ハ ル ・モンゴル 族 と し て の 出 自

　 エ ル ケ セ チ ェンの報 告 で は,旗 手 と称 す るチ ャハ ル ・モンゴル 人た ちは チン ギ ス ・

ハ ー ンの時 代 か ら 「白 い ス ゥル デ 」 を祭 り,も とは 大 ハ ー ンの 親 衛部 隊 ケ シ クの一 部

で あ った とい う(Erkese6en　 1991:5)。 祭 祀 者 旗 手 た ちは 八 白宮 の祭 祀 者 集 団 ダ ル ハ

トと同 じ く,大 ハ ー ンか ら特 別 の 恩 賜 ヤ ム(ya〃lu)を 授 与 され て い た人 び と,す な

わ ち ヤ ム タ ンで あ った とい う(Erkese6en　 1991:30-31)。 ヤ ム とは,「 尊 い 食 べ物 」 と

の 意 味 で あ る。 チン ギ ス ・ハ ーン の八 白宮 祭 祀(Qur6abilig　 1994;楊1995b),チン

ギ ス ・ハ ーン の末 子 トロイ ・エ ジ ンの祭 祀 に お い て,ヤ ムは 特別 の恩 賜 と して祭 祀 者

に 分配 され る(楊1997:660-663)。

　 これ らの チ ャハ ル ・モンゴル 人 が,ど の よ うな経 緯 で オル ドス部 に 組 み こまれ た か

に つ いて ま と ま った 記 録 は な い。 モ ス タ ール トは,か れ らは お そ ら く1627年 に オ ル ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

ス部 と リクダン ・ハ ー ンの チ ャハ ル部 が趙 城 で 戦 い,チ ャハ ル部 が 破れ た 際 の捕 虜 か,

リクダ ン ・ハ ーン が 西 の 青 海地 方 で逝 去 した 後,1635年 に そ の息 子 エル ケ ・ホン ゴル

が部 属 を率 い て オ ル ドス で後 金 国軍 に投 降 した 際 の残 留 者 か,と い った2つ の可 能 性

を示 唆 し,前 者 の可 能 性 が 強 い と して い る(Mostaert　 1934:39;1956:24)。 一 方 和 田

は,い わ ゆ る 「趙 城 の 戦 い」 は,存 在 しな か った こ とを 立 論 して い る(和 田1959:

889-897)。 和 田 の論 考 に森 川 も賛 同 し,チ ャハ ル部 とオル ドス部 との 関 係 が 良好 で あ

り,オ ル ドス部 の支 配 者層 は,リ クダ ン ・か 一ン のモンゴル 統 一 事 業 に協 力的 で,衝

突 した こ とは な い と主 張 して い る(森 川1990:50)。 清朝 側 の資 料 に よ る と,エ ル ケ

・ホン ゴル の率 い るチ ャハル部 が 後金 国軍 に接収 され る以前
,そ の一部 の臣民 は 当時 の

オル ドス部 の リンチ ン ・ジ ノン に よ って 無 断 で分 割 され て い た とい う。後 に後 金 国 軍

の脅 迫 を 受 け た リ ンチン ・ジ ノン は チ ャハ ル ・モ ンゴル 人 千戸 あ ま りを 引 き渡 して い

る(趙1976:14373)。

　 エル ケセ チ ェン とサ イ ン ジ ャ ラガル は,リ ンチ ン ・ジ ノン に関 す るつ ぎ の よ うな 民
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間伝 承 を記 録 して い る。 伝承 で は,後 金 国 に 「無 断 で 」 チ ャハ ル部 の一 部 を 「分割 」

した オ ル ドス の リンチン ・ジ ノン は,疲 弊 した チ ャハル ・モンゴル 人 の保 護者 と して

登場 す る。 つ ま り,王 子 エ ル ケ ・ホ ンゴル に つ い て後 金 国 側 に下 るの に抵 抗 した 数 千

人 の チ ャハル ・モ ン ゴル 人 は,オ ル ドスに あ る 「八 白宮 の側 」 に 居残 り,そ の な か に

「白い ス ゥル デ」 の祭祀 者 た ち も含 まれ て い た とい う12)。そ の後1649年 に オ ル ドス部

に 盟 ・旗 制 度 が 導 入 され た 際,チ ャハル ・モ ン ゴル人 た ちは ウ ー シン 旗 旗 王 の 管 轄 下

に 移 され た 。 か れ らは チ ャハ ル ・ハ ラ ー とい う行 政 組 織 を 形 成 し,4つ のン ム13)に

編 入 され て い た(Erkese6en　 1991:5;Sayinjirγal　 1992:32)。 こ の 伝 承 は,私 が オ ル

ドスで調 査 した 際 も,旗 手 た ち を は じめ,ウ ー シン 旗 の 多 くのモンゴル 人 か ら聞 い た。

伝 承 は オ ル ドス で はむ しろ史 実 と して 受 け とめ られ て い る14も この 伝承 の なか で,チ

ャハル ・モ ン ゴル人 た ちは,自 分 た ち はモンゴル 帝 国 の 国旗 「白い ス ゥル デ」 の旗 手

で あ る こ と,清 朝 へ の投 降 を 拒 否 し,オ ル ドス にあ るチ ンギ ス ・ハ ーン の祭 殿 八 白宮

に精 神 的 支援 を求 め て 居残 った こ とを表 明 して い る。

　 オ ル ドス地 域 に居 残 った チ ャハ ル ・モンゴル 人 は,最 初 オ ル ドス南 部,長 城 の ク ヌ

ク ・ホ ト(波 羅 墜)の 北部 に あ るス ゥル デ ・イ ン ・オ ライ地 帯 で放 牧 して い た。 ス ゥ

ル デ ・イン ・オ ライ とは 「ス ゥル デの あ る峠 」 との意 味 で あ る。 これ らの チ ャハ ル ・

モ ン ゴル 人 は,つ ね に厳 しい監 視下 に あ った15も かれ らは,最 初 モ ンゴル 帝 国 の 国旗

「白 い ス ゥル デ 」を所 持 して いた こ とを厳 密 に隠 して い た とい う(Erkese6en　 l991:5)。

康 煕 晩 年,ウ ー シ ン旗 は 旗 内10の ハ ラ ー組 織16)に それ ぞれ オ ヴ ォ1,寺 院1,ス ゥ

ル デ1本 を 建 て る こ とにな り,チ ャハ ル ・ハ ラー も こ の機 会 に 「白い ス ゥル デ 」 を 立

て て祭 る こ とに な った(Erkese6en　 1991:13)。

　 19世 紀 末 か ら漢族 の大 量 入植 を受 け て,チ ャハ ル ・モンゴル 人 た ちは 北 へ 移 動 しは

じめ るが,地 名 は そ の ま ま残 り,現 在 漢 族 らは この地 を 「旗 竿 梁 」 と呼 ぶ 。 これ は ス

ゥル デ ・イン ・オ ライ の漢 語 訳 で あ る。 か れ らは無 定 河 の雷 龍 湾 に5年 間 ほ ど と ど ま

った 後,ま た も漢 族 に圧 迫 され て,つ いに 無 定 河 を渡 り,一 部 は トゴ トゥ,一 部 は シ

ル デ ク17)へ と離 散 してい った 。 トゴ トゥの集 団は1935年 ご ろ に さ ら に北 上 して,ト

リの 南 あ た りまで 達 し今 日にい た る。 「白い ス ゥル デ」 は旗 手 た ち と一 緒 に移 動 した。

旗 手 た ちが 長 城 の ク,ヌク ・ホ ト(波 羅 塗)の 北 側 で放 牧 して い た ころ,「 白 い ス ゥル

デ」 は ス ゥル デ ・イン ・オ ライ で約200年 間 祭 られ て い た 。 漢 族 の進 出 に よ って ム ー

・ウス ン ・タ ラ(楊 家梁)に 移 り,つ い で1902年 か ら2年 間 ク ブン ・イン ・ブ ラ クに と

どま り,1904年 に現 在 の ム ー ・ブ ラ クに移 った とい う(Erkese6en　 1991:5-6)。 旗 手

た ちは1986年 にふ た た び 「白 い ス ゥル デ」 を立 て,祭 祀 を再 開 した 。 サ イン ジ ャ ラガ
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ル は,現 在 ウ ー シ ン旗 に は約170戸 の旗 手 が い る とい う(Sayinjirγal　 1992:32)。1991

年 か ら翌年 にか け て私 が調 査 した と ころ で は,旗 手 た ち は 主 と して ウー シ ン旗 南西 の

トゴ トゥ,ム クル ・チ ャイ ダム,シ ニ ・ス ゥ メ寺,ム ー ・ブ ラ ク,そ れ に 同旗 西部 の

シル デ ク,オン ゴン,ギ ラ トな どに 分布 して い る。

3.2オ ル ドス地域 に定着 した後 の チ ャハ ル部 とガルハ タン 部 との関係

　 チ ャハ ル ・ハ ラーを 含 め,ウ ー シ ン旗 に は計10の ハ ラ ー組 織 が あ った 。 そ の うち,

チ ャハ ル ・ハ ラ ー と ガルハ タン(γarqatan)・ ハ ラ ーのみ が 「白い ス ゥル デ」 祭 祀 に

積 極 的 に参 加 して いた 。他 の8つ の ハ ラーが 参 加 しな い理 由 につ いて は,誰 もが 「満

州 清朝 の チ ャハ ル ・ハ ラー に対 す る監視 が厳 しか った 」 こ とを あげ る。 な ぜ,ガ ル ハ

タ ン ・ハ ラ ーだ け が 特 別 な行 動 を と った の で あ ろ うか 。以 下 で は,ガ ル ハ タン ・ハ ラ ー

とチ ャハ ル ・ハ ラー との 関 係 につ いて考 え た い。

　 ガル ハ タ ンは,オ ル ドス西 部 の大 きな父 系 親 族 集 団 の1つ で あ る。 か れ らは現 在 主

と して ウ ー シン 旗 の東 部 と北 部,オ トク前 旗 の オル ジ ャチ鎮 周 辺 に分 布 して い る。ウー

シ ン旗 に住 む ガ ルハ タン 部 の複 数 の長 老 は私 に,ガ ル ハ タ ン部 は も と も と 『蒙 古 源流 』

の著者 サ ガ ン ・セ チ ェ ン ・ホ ン ・タイ ジの直 轄 の集 団 で あ った と語 った 。 ガル ハ タ ン

部 の 人 び とは,清 朝 時 代 ほ ぼそ の ま ま ガル ハ タン ・ハ ラー に改 組 され た 後 も,自 分 た

ちは,サ ガ ン ・セ チ ェン ・ホン ・タイ ジの子 孫 た ちに 統轄 され て いた とい う。

　 ガル ハ タン 部 につ い て ま た別 の伝 承 が あ る。 それ は,ウ ー シン 旗 の ガル ハ タン 部 は

旗 王 直 属 の軍 隊 であ った とい う。ウー シ ン旗 東 部 に住 む ガ ル ハ タン 部 の長 老 に よ る と,

1670年 代 ころ,ウ ー シン 旗 の第2代 旗 王 ダル ジ ャイは,軍 を率 い て マ ー シ ン(定 辺県),

ウ ラ ーン ・タル キ(花 馬池)の 回 族 の反 乱 を鎮 圧 した あ と,そ の ま ま長 城 の南 側 で放

牧 して い た とい う。 後 に ダル ジ ャイ王 は べ ー ラ(貝 勒)に 昇進 し,ガ ル ハ タ ン部 は長

城 の 北 側 に移 され,ジ ャ ンパ 平 野(現 在 の張 家 畔)か らサ ン ト リー ・ホ ト(神 木塗)

の北 に あ る ボ ダン まで の広 い 範 囲 内 で放 牧 す る よ うにな った18)。この 伝 承 は,ガ ル ハ

タ ン部 の ウ ー シ ン旗 東部,北 部 へ の 移転 の原 因 を示 して い る。

　 モ ス タ ー ル トは,『 蒙 古 源 流』 研 究 の序 説 で,そ の著 者 サ ガン ・セ チ ェン ・ホン ・

タイ ジの生 涯 につ いて,詳 細 に考 察 して い る。 そ のな か で モ ス タ ール トは,オ ル ドス

の民 間 伝承 を も参 照 しな が ら,1634年 以 降 の あ る とき,サ ガ ン ・セ チ ェン ・ホン ・タ

イ ジの 子孫 は ウー シ ン旗北 部 へ移 され た後,ガ ル ハ タン ・ハ ラー に編 入 され た と推 察

して い る(Mostaert　 1956:28)。 ガル ハ タン 部 と チ ャハ ル 部 と の関 係 は,あ る意 味 で

は,サ ガン ・セ チ ェン ・ホン ・タイ ジ とチ ャハ ル部 との 関 係 と もいえ よ う。
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　 サ ガン ・セチ ェ ン ・ホン ・タ イ ジは少 壮 の ころ,モンゴル 最 後 の 大 ハ ー ン,リ ク ダ

ン・ハ ー ンに 追 随 した こ とが あ る
。 『蒙 古 源 流 』 の 記 述 を 見 る限 り,サ ガン ・セ チ ェ

ン・ホ ン ・タ イ ジ は リク ダ ン ・ハ ーン に非 常 に 同情 的 で あ る19)ば か りで な く
,満 州

族 に よ るモ ン ゴル 支 配 に つ い て も著 作 の なか で文 墨 を 多 と しな い堅 い 原 則 を もって い

る(Mostaert　 l956:25-27)。 モ ス タ ール トの研 究 に そ って,当 時 のモンゴル 全 体 とオ

ル ドスの情 勢 を 見 て み よ う。 チン ギ ス ・ハ ーン の 八 白宮 は1632年 リク ダ ン ・ハ ーン に

よ って 西 の青 海 へ 移 され て い るが,リ ク ダ ン ・ハ ー ンの死 後1634年 に,オ ル ドスへ 返

還 され て い る。1634年 か ら1635年 に か け て,リ クダン ・ハ ー ンに追 随 して いた チ ャ・・

ル 部 は つ ぎつ ぎ と オル ドス を通 っ て後金 国 へ投 降 して い く(Mostaert　 1956:20-21)。

モ ス タ ール トの分 析 どお り,サ ガ ン ・セ チ ェン ・ホ ン ・タ イ ジ の よ うな 由緒 あ る貴 族

に と って,異 民 族 に 支 配 さ れ る こ と に 無 関 心 で は い られ な か った に ち が い な い

(Mostaert　 l956:27)。

　 サ ガン ・セ チ ェ ン ・ホン ・タ イ ジは,オ リ ドス部 の著 名 な リー ダ ー,ホ トクタイ ・

セ チ ェン ・ホン ・タ イ ジ(1540-1586)の 長 子,ウ ル ジイ ・イ ル ドゥチ ・ダル ハ ン ・

バ ー トル の長 孫 で あ る。 清朝 に よ る盟 ・旗 制 度 が オ ル ドス で確 立 され た 際,ウ ー シ ン

旗 の長 官 ジ ャサ クに 選 ば れ た のは,名 門 出身 のサ ガ ン ・セ チ ェ ン ・ホン ・タ イ ジで は

な く,ホ トク タイ ・セ チ ェ ン ・ホ ン ・タ イ ジの 弟 で,政 治力 の な い ブ ヤン ダ ラ ・ホ ラー

チ ・パ ー トル の曾 孫 エ リン チン であ る。和 田は,サ ガ ン ・セチ ェン ・ホ ン ・タイ ジは,

リ クダン ・ハ ーン に 好 意 を表 したた め 清朝 の信 頼 を 失 い,ウ ー シ ン旗 の 王位 は,別 の

系 統 に移 った と見 て い る(和 田1959:721;746)。 森 川 は,清 朝 の こ う した 選 定 政 策

は,サ ガ ン ・セ チ ェン ・ホ ン ・タ イ ジの心 情 に影 響 を与 え たか も しれ な い と指 摘 して

い る20)(森 川1990:62-63)。

　 私 は,「 白 い ス ゥル デ」 祭 祀 が オ ル ドス で再 開 され て か らの,サ ガン ・セ チ ェ ン ・

ホ ン ・タ イ ジ の子 孫 が 率 い る ウ ー シン 旗 の ガル ハ タ ン ・ハ ラ ーの 祭 祀 へ の 約300年 間

に わ た る継 続 的 な参 加 に 注 目 して い る。 現 在 の ところ,こ の ガ ル ハ タ ン部 と 「白 い ス

ゥル デ」 祭祀 との関 わ りに 関す る資 料 は見 つか って い な い が,と て も偶然 の一 致 とは

考 え られ な い。 以 上 の 理 由 に よ り私 は,サ ガン ・セ チ ェン ・ホン ・タイ ジは,オ ル ド

ス地 域 に 流転 して きた 「白い ス ゥル デ」 の存 在 を 知 って い た と想 像 す る。 リク ダ ン ・

ハ ー ンに追 随 してい た か れ は,当 然,チ ャハ ル ・モ ン ゴル族 の事 情 に も精 通 して いた

に ちが い な い。 チ ャハ ル ・モンゴル 族 の栄 枯 盛 衰 を 見 て きた サ ガン ・セ チ ェン ・ホン

・タイ ジは ,大 ハ ーン の 「白 い ス ゥル デ」 を 知 らぬ はず が な い。

　 「白い ス ゥル デ」 は 以上 の よ うな特殊 な歴 史 的 背 景 の も とで,オ ル ドス に お ちつ い
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た。 そ の ため,「 白い ス ゥル デ 」祭 祀 と政 治 との 関 わ りは微 妙 な もの で あ った 。 た と

えぽ 辰 年 に お け る 「血 祭 」(4.2参 照)は 旗 王 の 印 璽 つ きの公 文 書 を 得 て,ハ ラー とン

ムの長 官 らが協 力 して開 催 され る。 祭 祀 に使 用 され る ヒ ツジの 丸煮 と して,毎 年 旗 王

の 家畜 群 か ら ヒツ ジを4頭 徴 収 す る こ とに な って いた(Erkese6en　 1991:19;34)。 祭

祀 活動 は チ ャハ ル,ガ ル ハ タ ンの両 ハ ラー 内だ け で お こなわ れ る こ と と し,旗 王 は こ

れ に参 加 しな い し きた りに な って い た。 旗 王 が チン ギ ス ・ハ ー ンの八 白宮 祭 祀 に積 極

的 に 参 加 す るの と比 べ れ ぽ,「 白 い ス ゥル デ」 へ の対 応 は 慎 重 す ぎ る。.これ に つ い て

は,以 下 の よ うな解 釈 が で きる。 そ れ は,祭 祀 が 秘 密 裏 に再 開 した と伝 え られ て い る

康 煕 晩年 には,す で に 内 ・外 モ ンゴル の ほ ぼ全 体 が 清 朝 の支 配 下 に 置 かれ て いた が,

清 朝 のモンゴル 族 に対 す る警 戒 は 緩 和 して い なか った で あ ろ う。 お そ ら く,旗 王 は こ

の 「白い ス ゥル デ」 祭祀 の意 義 を十 分 認 識 した うえ で,清 朝 政 府 へ の 配 慮 か ら祭 祀 へ

の積 極 的 な介 入 を 避 け,祭 祀 の規 模 も限 定 した も の と考 え られ る。 大 ハ ー ンの 「白 い

ス ゥル デ」 の存 在 とそ の 祭 祀 の再 開 は,清 朝 の懐 疑 を か うこ とに な る。

3.3　 チ ャハル部内の父系親族集団 とその職掌

　 「白いス ゥルデ」の祭祀に携わる人たちは,総 じて旗手(ごμγろ')と呼ぼれる。旗

手はさらに複数の父系親族集団から構成されている。エルケセチェンは,「 白いス ゥ

ルデ」の祭祀者は,モ ンゴルの各集団か ら集められた人びとで,本 来はさまざまな父

系親族集団からなっていたが,い まはほとんどがその祭祀職掌名を父系親族集団名に

しているとい う(Erkese6en　 1991:30-31)。 私が調査 していたころ,か れ らの父系親

族集団名について訪ねると,ま ず旗手と答える人が多 く,さ らに質問を続けると旗手

のなかの某父系親族集団であると明かす者が多かった。現在では旗手を父系出自とす

る意識はかな り定着している。

　 3.3.1　 父 系親 族 集 団(oboγ)

　 エ ル ケセ チ ェン は,ウ ー シ ン旗 に は,リ ク ダ ン ・ハ ーン に 追随 して い た10い くつ の

父 系 親 族 集 団 が 残 留 した とい う(Erkese6en　 1989:49-50)。 一 方,サ イン ジ ャラ ガ ル

は 具 体 的 に 以 下 の 父 系 親 族 集 団 名 を あ げ て い る。 そ れ は ホ イ ト(K6id),テ レン グ ー

ス(TUIUnggUs),ヤ ン ガ ー ト(Yangγaγad),シ ニ ト(Sined),オン ニ ュ ー ト

(Ongniγud),シ ャ ル ガ ・ア ジ ャ ラ ガ タン(Sirγ 一a　Ajirγatan)な ど で あ る

(Sayinjirγal　l992:32)。 サ イン ジ ャ ラ ガル は,ほ か に もい くつ か の 父 系 親 族 集 団 名

を あげ て い るが,い ず れ も職 掌 を 表 す 「チ」 か 「チ ン」 が語 尾 と して つ い て い る こ と
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から,そ れ らは本来の父系親族集団名ではなく,職 掌 として存在 したと考える方が妥

当であろう。各父系親族集団について,エ ルケセチェンもサインジャラガルもこれ以

上詳 しいデータを提供 していない。以下では,主 として私の調査で得た資料をもとに,

チャハル部内の各父系親族集団について述べたい。

　 1)エ ル クー ト(ErkegUd):こ の 集 団 につ い て は,モ ス タ ール トの詳 しい報 告 が

あ る(Mostaert　 1934:1-20)。 また,近 年 で は 同集 団 出 身 の ボ ー シ ャ ンに よる 調 査 が

あ る(Bou　 San　 1988)。

　 モ ス タ ー ル トは,エ ル クー ト部 の 人 た ちが ヨ ンルン とい う十 字 架 を祭 り,バ ク シ

(baγsi)と い う祭 祀 者 が存 在 し,「 洗 礼 」 と思 わ れ る儀 式 を お こな うこ とか ら,か れ

ら を 元 代 の ネ ス ト リ ウ ス(景 教)教 徒 「也 里 可 温 」 で あ る と 主 張 し て い る

(Mostaert　 l934:1-20)。 こ の件 に関 す るモ ス タ ール トの イン フ ォー マン トは,ウ ー シ

ン旗 トリ地域 に住 む ガル マ バン ザ ル1人 で あ った。 イ ンタ ヴ ュ ーは北 京 で お こ な って

い る。 モ ス タ ー ル トに よれ ぽ,ガ ル 々 バン ザ ル は エ ル ク ー ト出 身 で あ る と い う

(Mostaert　 1934:3)。 私 が 複 数 の エル クー ト部 の長 老 に確 認 した と ころ,ガ ル マバ ン

ザ ルが エ ル クー ト部 の 出身 で あ った とい う確 実 な証 拠 を得 る こ とは で きなか った 。

　 モ ス タ ール トは,エ ル クー トが ネ ス ト リウ ス教 徒 で あ った こ とを 証 明す るた め,つ

ぎの こ とを あ げ て い る。 それ は,エ ル クー ト人 は チン ギ ス ・ハ ーン 祭 祀 を主 宰 す る ダ

ル ハ トに嫌 わ れ て い た た め,「 八 白宮 」 の祭 祀 用 品 を徴 収 して歩 く ダル ハ トの 姿 を 見

る と逃 亡 し,な るべ く衝 突 しな い よ うに して いた とい う。 ま た,一 般 のモ ン ゴル人 か

ら も 「黒 い 骨 の エ ル ク ー ト」,「悪 い エ ル クー ト」 と呼 ば れ て い た とい う(Mostaert

1934:6)o

　 ボ ー シ ャン の報 告 に よ る と,現 在 で こそ 文 語 と してErkegUdと つ づ る が,本 来 は

Yergtinに 複 数 形did(ud)を つ け て で きた も ので あ る とい う(Bou　 San　 1988:1-2)。

Yergdinあ る い はYergtidは,確 か に元 代 の ネ ス ト リウス(景 教)教 徒 「也 里 可温 」

を表 現 した つづ りで あ るか も しれ な いが,　Erkegtidがy2㎎ 翻 に 由来 す る との説 明は,

証 拠 不 十 分 で あ る。

　 私 は,オ ル ドス の エ ル クー ト人 が ネス トリウス教 徒 で あ った とい う説 に 疑 い を もつ 。

エ ル ケ とは,モンゴル 語 で 「特 権 」や 「愛 しい 」 を意 味 し,エ ル ク ー トとは 「エ ル ケ

を もつ 者 」 の意 で あ ろ う。 モ ス タ ール トも記 録 して い る よ うに,エ ル ケは 「特 権 を 有

す る人 」 また は,「 最 愛 の」 との意 味 で人 名 に も用 い る。 エ ル ケ とい うこ とば は,爵

号 に も使 用 され た。た とえ ぽ 『蒙 古源 流 』の著 者 サ ガ ン ・セチ ェ ン ・ホ ン ・タイ ジは,
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ジ ノ ンか ら 「巻 狩 の際 に 中央 を進 む 」 こ とが で き る,と い う意 味 の エ ル ヶ ・セ チ ェ ン

・ホン ・タイ ジの爵 号 を授 け られ て い る。 この場 合 のエ ル ケ とは 「独立 自主 」 の意 味 で

あ る(Mostaert　 1956:22-23)。

　 エ ル クー ト部 は リクダ ン ・ハ ーン につ い て オ ル ドスに 来 た とい う伝承 を も ち,清 朝

の ころは チ ャハ ル ・ハ ラ ーに所 属 して いた。 毎 年 旗 王 に ヒツジ1頭 を納 め るだ け で,

そ の他 の税 金 は 免ぜ られ て い た(Bou　 San　 1988:6)。 か れ らには 旗 手 た ちの 主 宰 す る

「白い ス ゥル デ 」 の祭 祀 に 参 加 す る義 務 が あ った。

　 エ ル ク ー ト部 の特 権 エ ル ケは,「 也 里 可温 」 の 歴 史 的 背景 に 由来 す るの か,そ れ と

も 「白 い ス ゥル デ」 の祭 祀 者 集 団 の一 部 と して,チン ギ ス ・ハ ー ンの祭 祀者 ダルハ ト

と同 じよ うに特 権 エ ル ケを 与 え られ た のか,さ らに研 究 す る必要 を感 じる2馬

　 エ ル クー トは1860年 代 まで は,長 城 の タ ール ・ホ ト(鎮 靖 塗)の 北,ク ヌ ク ・ホ ト

(波羅量)あ た りで放 牧 して い た 。 同 治年 間(1862-1874)の 回民 反乱 の被 害 を 受 け,

イ ダ ム湾 ヘー 時 避 難 した後,ウ ー シン 旗無 定 河 南 岸 の シ ャ ラ ・タ ラへ移 って放 牧 して

いた とい う。 今 世 紀 初頭,漢 族 の 進 出 で放 牧 地 が 占領 され る と,無 定 河 を 渡 って一 部

は ス ゥス ハ イへ,一 部 は シ ニ ・ス ゥメ寺,ト リへ と分散 して い った。

　 エ ル ク ー ト人 の漢 字 姓 は 「王 」 で,「 特権 」 エ ル ケに ちな ん で採 用 した とい う。

　 2)シ ャル ガ ・ア ジ ャラ ガ(Sirγ 一a　Ajirγ一a):サ イン ジ ャラ ガル は シ ャル ガ ・ア ジ

ャ ラガ タ ンと して い る(Sayinjirγal　 l　992:32)。 「タ ン」 は複 数 を表 す 接 尾 辞 で あ る。

シ ャル ガは 「淡 黄 色 の ウマ」 との意 で,ア ジ ャ ラガは 「種 雄 ウマ」 で あ る。 こ の集 団

の一 部 の人 た ち は私 に シ ャル ・ア ジ ャラ ガ(黄 色 い種 雄 ウマ)と も表 現 して いた 。 特

定種 類 の家 畜 を表 す 名 詞 を 父 系親 族 集 団 名 とす る の は,先 祖 の従 事 して い た経 済 活動

と関 連 す る との 見方 もあ る(Serji　 1993:52)。 「種 雄 ウ マ」 の 放 牧 者 で あ った な ら,

職 掌 を表 す 「チ ン」がつ くは ず で あ る。モンゴル 族 は と りわ け 淡 黄 色 の ウマを 珍重 し,

チン ギ ス ・ハ ー ンの 八 白宮 の1つ,手 綱 の 白宮 は,チ ンギ ス ・ハ ー ンが 騎乗 して いた

とす る8匹 の 淡 黄 色 の ウマ の 「転 生 」 を 祭 って い る(Sayinjirγal&Saraldai　 1983:

274-275)。 「八 脚 の 白 いス ゥル デの 祭 祀 」 とい う文 書 に は 「九匹 の淡 黄 色 の種 雄 ウマ

の 尻 尾 で,八 脚 の 白 い トゥ クを 造 っ て 立 て る 」(Yistin　 siry一α 娘rγαη一U　segal-iyer,

Nai〃lan　kδltti　baγan　tuγ一i,　Bayiγutun　 qadquiu)と あ る(Rintchen　 l　959:72)。 接尾 辞

「チン 」 が な い こ とを考 え併 せ る と,シ ャル ガ ・ア ジ ャ ラガ とい う集 団 の職 能 は,な

ん らか の 「種 雄 ウマ」 の 象徴 性 を も って い た集 団 か,垂 れ房 な ど 「白い ス ゥルデ 」 の

装飾 品 を 調 達す る集 団で あ った可 能 性 が あ る。

　 かれ らはか つ て,「 白い ス ゥル デ 」 の祭 祀 に お い て,各 種 祭 詞 を 唱 え るバ ク シ役 を
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つ とめ て い た。 シ ャル ガ ・ア ジ ャラガ部 の漢 字姓 は 「馬 」 であ る。

　 3)シ ニ ト(Sinidあ る いはSini6Ud):私 は この集 団 出 身 の セ ル ジ ンガ老(1992年

当 時74才 　 写 真2)に イン タ ヴ ューで きた 。 かれ に よる と シ ニ トは世 襲 制 の箭 筒 士 ホ

ル チ を つ とめ て いた とい う。

　 4)テ レン グ ー ス(TUIUnggUs):テ レン グー トと もい う。 私 は,こ の 集 団 に つ い

て 記 述 す る とき,非 常 に慎 重 な 態 度 を とる必要 が あ る と思 う。 サ イ ンジ ャラガ ル と シ

ャ ラル ダイ に よ る と,オ ル ドス の 各旗 に居 住す る テ レン グ ース と称 す る父 系親 族 集 団

の も っ と も大 き な特 徴 は,そ の 内部 に お け る ドー ダ ーチ ン(da7udaγ6in)と 称 す る 「雷

を よぶ 」 特 別 な シ ャマ ン集 団 の存 在 で あ る(Sayinjirγal&Saraldai　 l　983:455)。 「白

い ス ゥル デ」 祭 祀 に も ドー ダ ーチン とい う職 掌 が あ る。 この ドー ダ ーチン 職 を つ とめ

る人 が テ レン グ ース部 の 出 身 か ど うか,私 はつ い に確 認 で きなか った22も

　 5)ヤン ガ ー ト(Yangγaγad):ヤン ガ ー トの語 義 は不 明 で あ る。 ハン フ リーに よ

る と,ブ リヤ ー ト ・モ ン ゴル族 の な か に ヤン グ ー ト(Yangut)と い うク ラン が あ る

(Humphrey　 l　979:239)。 語 義 は解 明 され て い ない が,オ ル ドス の ヤン ガ ー トと一 致

す る の で は な いか と推 察 され る。 モス タ ール トは,「 白い ス ゥル デを 祭 る ヤン ガ ー ト

部 の人 」 と書 い て い る(Mostaert　 1942:598)カ ミ,そ れ 以上 の言 及 は な い。現 在 は ウー

シ ン旗 の トリ地 域,ム ー ・ブ ラ ク地域 に約10数 戸 が確 認 され てい る。 か れ らは,モン

ゴル最 後 の 大 ハ ー ンで あ る リク ダン ・ハ ーン の属 民 で あ っ た と自称 して い る
。

　 ヤ ンガ ー ト部 は,北 京 か ら独 自の 「神 」 を も った1人 が ハ ルハ に行 き,ヤン ガ ー ト

部 の祖 先 に な っ た とい う伝 承 を もつ。 ただ そ れ が い つ の時 代 か は ま った く分 か らな い

写真2　 シニ ト部 のセルジンガ老
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とい う。 また,先 祖 が 「白い ス ゥル デ」 の祭 祀 用 品 を窃 盗 した 「罪 」 か ら,「 白 い ス

ゥルデ 」の祭 祀 に おい て,代 々 ジ ョ リク(joliγ)の 役 を 担 当 す る こ とに な った と い う。

ジ ョ リク(ま た は ジ ョ リダ スjoliyadasu)と は,「 身 代 わ り」 や 「鬼 」,「替 罪 羊 」 を

意 味 す る(4.3.3参 照)。 いわ ゆ る 「窃 盗 に よ る罪 」 で祭 祀 者 に され た とい うモ チ ー フ

は,チン ギ ス ・ハ ーン の 八 白宮 祭 祀 に おけ る 「黄 金 の ウマ つ な ぎ」 役 も同 じで あ る。

八 白宮 祭 祀 で は,こ の 「黄 金 の ウマつ な ぎ」 役 を つ とめ る人 は,足 を 地 中 に埋 め られ

る。 参 拝 者 た ち は そ の足 元 に金 銀 類 を 捧 げ る(Sayinjirγal&Saraldai　 l　983:143-144;

215-216)。 ヤ ンガ ー トが 身 代わ りジ ョ リクを つ とめ る際 も,参 拝 者 は か れ に金 銀 類 や

絹 な どを 与 え る。 両 者 と も 「窃 盗 の罪 」 を犯 して 祭 祀 者 に され た とい うよ りも,む し

ろ 「略 奪 の 自由 を もつ 」 特権 的 な祭 祀 者 で あ る と見 た 方 が適 切 であ ろ う。 ヤン ガ ー ト

は 「白い ス ゥル デ」 の専 属 祭祀 者 集 団 の一 部 で あ るだ け で な く,旗 手 た ち の従 者 で あ

った と も伝 承 され て い る。　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　 ヤ ンガ ー トは現 在,語 頭 のYangを 表 す 「楊 」とい う漢 字 姓 を使 うよ うにな って い る。

　 現 段 階 で 私 が 直接 に確i認し,イン タ ヴ ューで きた 父系 親 族 集 団 は 以上 の5つ で あ る。

ボ ー シ ャ ンは,「 白い ス ゥル デ 」 の旗 手 た ちは す べ て エ ル クー ト出 自で あ った ろ う と

い う(Bou　 San　 1988:26)。 ボ ー シ ャン の この推 察 に 賛 成 で き る点 と,賛 成 で き ない

点 が あ る,と 私 は 思 う。 旗 手 た ちは 特 権 エ ル ケ を も って い た とい う点 で賛成 し,か れ

ら全 員 が ネ ス ト リウス教 徒 「也 里可 温 」 で あ った か ど うか に は,疑 問 が 残 る。

　 テ レ ング ース とい う集 団 名 は 『モ ンゴル秘 史 』 に見 られ る。 ヤ ンガ ー ト,シ ャル ガ

・ア ジ ャ ラガ,シ ニ トな どの父 系親 族 集 団は,「 白 いス ゥル デ」 の祭 祀 活動 にお い て重

要 な役 命 を担 って お り,特 殊 な祭 祀 職 掌 と深 い 関 わ りを もつ 集 団 で あ る。 「白 い ス ゥ

ル デ 」祭 祀 に携 わ る これ ら父 系 親 族 集 団 の 性 質 か ら,「 白い ス ゥル デ」 には か つ て組

織 的 かつ 複 雑 な 祭祀 体 系 が 存在 した こ とは認 め られ よ う。

　 これ らの 集 団 に共 通 した 特 徴 は,い ず れ も旗 手 と 自称 して い る こ とで あ る。 旗 手 と

は,一 職 掌 の 名 称 で あ る。 チン ギ ス ・ハ ー ンの八 白宮 と軍 神 「黒 い ス ゥルデ 」 の祭 祀

者 集 団 ダル ハ トの な かに も旗 手 職掌 が設 け られ て い る。 旗 手 と称す る祭 祀 者 集 団 は,

本 来 は もっ と多 くの 父系 親 族 集 団 か ら構 成 され て いた が,歴 史 的変 遷 の なか で,固 有

の 父系 親 族 集 団 名 が忘 却 され た の で あ ろ う。

　 祭祀 者 集 団 の な か で,現 在 エ ル クー トと称 す る人 び とは 一 部 免税 の特 権 を 与 え られ

て い た。 また,旗 手 をつ とめ る人 は結 婚 式 の 際,一 般 の オル ドス ・モンゴル 人 の よ う

に 花 嫁 の 実 家 へ 出迎 え に赴 く(Qasbiligtu　 l984:10-19)こ とは せ ず,親 類 の 者 か 兄
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弟 が 代 わ りに行 く こ とに な って い た(Erkese6en　 l991:32)。 これ は,チ ンギ ス ・ハ ー

ンの直 系 子 孫 タ イ ジ と同類 の特 権 で あ る。 「白 い ス ゥル デ」 祭 祀 に 関わ るす べ て の祭

祀 者 集 団 が他 に ど の よ うな制 度 的 な特 権 を保 持 して いた か は,現 在 で は確i認で きな い 。

　 「白い ス ゥル デ」 の祭 祀 者 集 団 と,チ ンギ ス ・ハ ー ンの 八 白宮 と軍 神 「黒 い ス ゥル

デ」 の祭 祀 を維 持 す る ダル ハ トの父 系 親 族 集 団 とを比 較 す る と,両 者 の あ い だ に大 き

な差 異 が 存 在 して い る こ とがわ か る。 ダルハ トの な か の 父 系 親 族 集 団 名 は,rモ ン ゴ

ル 秘 史 』 な どに 登 場 す る歴 史 上 の 有 力 な部 族 名 ・と一 致 す る も の が 多 い(楊1995b:

29-34)。 現 在 で も ダル ハ トは チ ンギ ス ・ハ ー ンの親 衛 部 隊 ケ シ クの子 孫,英 雄 功 臣 ら

の 子 孫 を 名 乗 る。 そ れ を証 明す る家 系 譜 も所 持 して い る(Suyul　 l992:46-71)。 ダ ル

ハ トは ,「 自由 の民 」た る 「ダル ハン 」の称 号 を 前 面 に 出 して誇 示 して い る。一 方,「 白

い ス ゥル デ」 祭 祀 に携 わ る祭 祀 者 は 「旗 手」 と称 す るが,か れ らに どの よ うな制 度 的

な 特権 が与 え られ てい た か,現 在 では は っ き りしな くな って い る。

　 3.3.2　 祭 祀職 掌

　 つ ぎ に,エ ル ケ セ チ ェ ンの報 告(Erkese6en　 1991)を 参 考 に して,旗 手 集 団 内 の諸

職 掌 を見 てみ よ う。

　 1)旗 手(tuγ6i):ス ゥル デを 守 る人 び とで あ る。 かれ らは 祭 祀 の と きだ け で な く,

ふ だ ん か らス ゥル デに 香 を捧 げ,ス ゥル デ を立 て てあ る祭 殿 の清 掃,祭 祀 用 品 を みず

か ら調 達 す る義 務 を もつ集 団 で あ る。 祭 祀 の 日に は,鞭 を手 に もち,儀 礼 の進 行 を監

督 す る(Erkese6en　 l991:31)。

　2)シ ル ビチ(silbi6i):シ ル ビ とは 「白い ス ゥル デ」 の 竿 の こ とで あ る。 シル ビ

チ は,祭 の と きに ス ゥル デ の竿 を もち,み ず か らが 竿 を 演 じる 人 び とで あ る 。 「白い

ス ゥル デ」 の 「血 祭 」 にお い て(4.2参 照),シ ル ビチ9人 が ス ゥル デ を担 ぐ儀 礼 が あ

り,こ れ に よ って 「白 い ス ゥル デ」の 「9脚 」を 形 成 す る(Erkese6en　 1991:32)。 ボ ー

シ ャン は,シ ル ビチ は世 襲 の職 掌 であ った とい う(Bou　 San　 1988:23)。

　3)バ ラ ・バ ク シ(qar-a　 baγsi):祭 詞 を朗 唱 す る人 の こ とで あ る。 あ る旗 手 は 私

にバ クシは 本 来世 襲 の職 掌 で あ った が,後 に文 字 の 読 め る人 を任 命 す る こ とが 多 くな

った と語 った 。

　4)ホ ル チ(qor6i):箭 筒 士 の こ とで,ス ゥル デを 守 る武 人 で あ る。 巡 回 に 出か け

る際,弓 矢 で 武装 して護 衛 に あた る。

　5)ウ ー ラ ガチ(urγa6i):ウ ー ラ ガ とは,ウ マ捕 り竿 の こ とで あ る。 「白 い ス ゥル

デ」 の祭 祀 に お い て,祭 祀 に使 用 され る ヒツ ジは 手 で捕 まえ る こ とを禁 じて お り,す
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べ て ウマ捕 り竿 で捕 獲 す る。 ウ ー ラ ガチ とは,祭 祀 用 の ヒ ツジを ウマ捕 り竿 で捕 まえ

る人 を 指 す23)。「白い ス ゥル デ」 が 巡 回 に 出か け る と き,お よび そ の 「血 祭 」 の と き

に,ス ゥル デ よ りも必ず ウー ラ ガが さ きに 出発 す る。 ウ ー ラガが動 か な い限 り,ス ゥ

ル デ は動 か な い と され る(Erkese6en　 l991:33)。

　 6)イ ル ガイ チ ン(yarγa6inあ る い はyariγa6in):屠 殺 手 との 意 味 で,祭 祀 用 の ヒ

ツジを 屠殺 し,解 体 す る人 の こ と であ る。

　 7)シ レーチン(sirege6in):シ レー とは 供 卓 の意 味 であ る。 シ レー チン は 祭 祀 用

の ヒツ ジな どを料 理 す る人 で あ る。

　 8)ガ ブ シ グー チ ン(γabsiγu6in):「 血 祭 」 の と きに ヒ ツ ジの 血 を ス ゥル デ に 振

りか け る人 で あ る。

　 9)ジ ョ リク(joliγ):ジ ョ リクは また ジ ョ リダス(joliyadasu)と も呼ば れ る。 こ

の役 は世 襲 制 で,も っぱ らヤン ガ ー ト部 出身 者 がつ とめ る(4.3.3参 照)。

　 以 上 あ げ た 「白い ス ゥル デ」 の職 掌 を,チ ンギ ス ・ハ ーン の八 白宮 と軍 神 「黒 い ス

ゥル デ 」 の祭 祀 者 ダル ハ トの職 掌 と比 較 す る と,つ ぎの よ うな差 異 が あ る。

　 第1,旗 手 の な か の祭 祀 職 掌 は,チン ギ ス ・ハ ー ンの八 白宮 と軍 神 「黒 い ス ゥル デ 」

の祭 祀 者 ダル ハ トの 職 掌 に 比 べ て 比 較 的 に 構 成 が 単 純 で,数 も少 な い。 『十 善 白史 』

は,八 白宮 と軍 神 「黒 い ス ゥル デ」 祭 祀 の 理論 的根 拠 とされ て お り,当 然 そ れ に記 録

して あ る祭 祀者 た ち の爵 号 は,八 白宮 祭 祀 を 運 営す る ダル ハ トた ち の爵 号 と一致 す る

とこ ろが 多 い。 これ に 対 し,「 白い ス ゥル デ 」 祭 祀 に 従事 す る祭 祀 者 集 団 の諸 職 掌 の

うち,『 十 善 白史 』 に記 録 の あ る祭 祀職 掌 と一 致 す るの は,旗 手 とバ ク シのみ で あ る。

　 第2,ダ ル ハ トは か つ て18の ケ シ クに 組 織 さ れ て い た(楊1995b:32)。 ケ シ ク と

は歴 代 大 ハ ーン や 諸 王 た ちが 組織 した特 権 的,政 治 的親 衛 軍 団 で あ る。 ダル ハ トた ち

は,ケ シ クに 基 づ い て組 織 され て い るため,か れ らの特 権 性 と政 治性 が み ご とに反 映

され て い る。

　 第3,ダ ル ハ トた ち は,チン ギ ス ・ハ ー ンの八 白宮祭 祀 に お い て,チ ンギ ス ・ハ ー

ンか ら授 与 され る 「黄 金 の恩 賜 」(altan　tδgegel)を 受領 す る こ とを 演 出 し,チン ギ ス

・ハ ーン と の 強 烈 な 連 帯 意 識 を 誇 示 す る(Sayinjirγal&Saraldai　 1983:103-104;

419-420;楊1995b:29-31)。 あ る祭 祀 者集 団が ダル ハ トか ど うか を識 別 す る に あた っ

て,大 ハ ー ンか ら恩 賜 ヤ ムを も ら っ て い るか ど うか が 判 断 材 料 の1つ に な っ た

(Sayinjirγal&Saraldai　 l983:455)。 エ ル ケ セ チ ェン は,自 分 た ち 旗手 も大 ハ ーン か

ら恩賜 ヤ ムを与 え られ る立場 に あ った と主 張 して い る(Erkeseこen　 l991:3(〉-31)が,
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「白 いス ゥル デ」 祭 祀 に お い て,恩 賜 ヤ ムを授 与 す る儀 礼 は,現 在 お こなわ れ て い な

い。

4　 「白いス ゥルデ」 の祭祀

　 「白いスゥルデ」祭祀は約30年 間中断されていたため,祭 祀の実態を完全に復元す

ることは難 しい。近年相次いで公開された調査報告にも,異 なる記述が目立つ。本章

では,供 物ジュマとそれをあつか う祭祀職掌ジョリクに注 目する。 また,新 しく見つ

かった祭祀テキス トを呈示することによって,祭 祀の二重構造の実態究明を試みる。

4.1祭 祀 の期 日と名称

　 エ ル ケセ チ ェ ン とサ イン ジ ャ ラガ ル の あ い だ で は,「 白い ス ゥル デ 」 の祭 祀 期 日 と

名 称 に関 す る記 述 に差 異 が 見 られ る。

　 エ ル ケ セチ ェ ンの1989年 の論 文 に よる と,「 白 い ス ゥル デ」 には 年 に5回 の 「大 祭 」

が あ る とい う。 それ は,正 月3日 の 「乾 い た食 品 と茶 の 祭」(qaγurai　 soγ一un　bai-yin

tayilγ一a),オ ル ドス 暦24)の8月(陰 暦5月)3日 の 「夏 の 湖 の 盛 宴 大 祭 」(iun-u

na7ur-un　 yeke　nayir-un　tの〃γ一α),オ ル ドス暦 の9月(陰 暦6月)3日 の 「雄 の仔 ヒ

ツジ の大 祭 」(uγuraγ一un　yeke　 tayilγ一a),オ ル ドス暦10月(陰 暦7月)3日 の 「ヒ ツ

ジの 丸 煮 に よる秋 季 大祭 」(namur-un　 Odge　sigdisabn-ab'　yeke　tayilγ一a),オ ル ドス暦 の ホ

ビ月(陰 暦10月)3日 の 「収 穫 祭 」(sirege　quriyalγa-yin　tayilγ一a)の5つ で あ る。 そ

の うち,も っ とも重要 な 「夏 の 湖 の盛 宴 大 祭」 に は,チ ャハ ル ・ハ ラ ーに 加 え て,ガ

ル ハ タン ・ハ ラーが積 極 的 に関 わ る こ とに な って いた(Erkeseこen　 l989:47)。

　 エ ル ケ セ チ ェ ンは1991年 の報 告 で,さ らに詳 しい情報 を提 供 して い る。 それ に よ る

と,毎 年 の祭 祀 は まず 正 月 の 「新 年 詣 で 」(sine　bariqu)か らは じま る。 旗 手 た ち は,

正 月1日 の早 朝,「 五 畜 の足 跡 が眼 に 映 る よ うに な る」 こ ろ,「 白い ス ゥル デ」 の も と

に 集 ま り,新 年 を迎 え る た め に用 意 した 各種 食 料 を供 物 と して捧 げ,「 儀 礼 用 の絹 ニ

ンダル の 祈 疇 」(nindar-un　 daγadqal),「 灯 明 の祈 疇 」(iula-yin　 daγadqal),「 振 りま

きの祈 薦 」(sabul-un　 daγadqal),「 祭 祀 の祝 詞 」(takilγ一a-yin　irdigel),「 白い ス ゥル デ

の献 香 」(baγan　stilde-yin　sang)な どが 唱 え られ る。 「夏 の 湖 の盛 宴 大 祭 」 は,「 夏営

地 の大 祭 」(iusalang-un　 yeke　 tayilγ一a)ま た は 「乳 製 品 祭 」(saγalin　tayil7-a)と も呼

ぼれ る。 「雄 の仔 ヒ ツジの 大 祭 」 は また 「仔 ヒ ツ ジ祭 」(quraγan　 tayilγ一a)と もい う。

ホ ビ月 の 「収 穫 祭 」 は,「 冬 の 皮 綱大 祭」(ebtil-tin　tasa〃ian　yeke　tayitγ一a)ま た は 「冬
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営 地 の大 祭 」(θ枷 玩アθη一ab'　yeke　tayilγ一a)と もい う(Erkese6en　 1991:14-15)。

　 と ころが,サ イン ジ ャ ラガル は,上 述 のエ ル ケセ チ ェン の報 告 を 引用 しなが ら,か

な り異 な る見 解 を 示 して い る。モンゴル 帝 国 の 「白い ス ゥル デ」 の祭 祀 には,「 日祭 」

　 (edtir一伽takilγ 一a)　,「 月 祭 」(sara-yin　 takilγ一a),「小 祭 」(baγ 一a　takilγ一a),「大 祭」

　 ◎θ舵 ∫ακ〃γ一α)の 数 種 類 が あ る とい う。 そ の うち,「 日祭 」 とは,旗 手 た ちが 毎 朝早

朝 に お こな う清 掃,献 香 な ど の儀 礼 で あ る とす る。 こ の 際,「 ス ゥル デ の献 香 」

　 (sdilde-yin　sang)を 唱 え る。 「月祭 」 とは,毎 月2日,16日 に灯 明 と香 を 献 上 し,宝

螺 と銅 鐸 を 演 奏 す る祭 で あ る。 「小 祭 」 に は,正 月1日 の 「乾 い た食 品 祭 」,正 月3日

の 祭祀,5月3日 の 「夏 営 地 祭 」,6月3日 の チ ャハル ・ハ ラー第2ン ム に よる祭 祀,

,7月3日 の チ ャハ ル ・ハ ラー第3ン ムに よ る祭 祀,10月 の チ ャハル ・ハ ラ ーの ジ ュル

ジ ャ ガ ・ン ムに よ る 「冬 の 祭 祀」 な どが あ る。 大 祭 とは,辰 年 の 「血 祭 」(doγsiγul-

qu)を 指 し,ま た 「垂 れ 房 に 櫛 け ず る 祭 」(kδga't　Sdigtikti　takilγ一a)と も い う

　 (Sayinjirγal　l992:33-36)。 サ イン ジ ャ ラ ガル の記 述か ら,チ ャハ ル ・ハ ラ ーの 各ン

ムは,そ れ ぞ れ 異 な った祭 祀 を分 担 して いた こ とが わ か る。

　 エ ル ケ セチ ェン とサ イ ンジ ャ ラガ ル両 氏 の 記 述 は,そ れ ぞれ 祭祀 の一 部 を 断 片 的 に

と りあげ て い る よ うな ところ が あ る。 個 々の 祭 祀 名 に 関 して記 述 が異 な る のは,各 々

の イ ン フ ォー マン トか らの情報 に よる の であ ろ う。

4.2「 白い ス ゥル デ」 の 「血祭 」

　 「白い ス ゥル デ 」 は,12年 に1度 の 辰 年 ご とに,「 モ ン ゴル 族 の威 勢 を 強 め,敵 の

勢 い を圧 す る 目的 」 で 「血 祭 」 を お こ な う。 エ ル ケセ チ ェ ンに よ る と,ま ず,旗 王 の

許 可 を 得 て か ら吉 日を選 び,「 白い ス ゥル デ」 に ヒ ツジの 丸 煮1つ を献 上,紙 に描 い

た長 髭 の人 物 像 を 的 に して,箭 筒士 が それ を矢 で射 抜 く(Erkese6en　 l　991:19)。 あ る

旗手 の話 で は,か つ て箭 筒 士 は生 き た人 間 を 標 的 に して い た とい う。 この後 シル ビチ

職 が小 ス ゥル デを 手 に 白い 種 雄 ウマ に乗 り,ウ ー ラ ガチン 職,旗 手 らに守 られ な が ら

南東 に 向か って 出 発 し,太 陽 の運 行 方 向 に した が っ て,チ ャハ ル と ガル ハ タン 両 ハ ラ ー

の 各家 を まわ る。 各家 は1頭 か3頭,あ るい は9頭 の ヒ ッジを 献上 す る。 ヒツ ジを献

上 す る際 は,か な らず 白い フ ェル トを 同時 に 捧 げ る こ とに な って い た。 そ れ が 「9の

9」 す なわ ち81頭 に 達 し,房 の取 り換 え に 使 用 す る 白い種 雄 ウマ のた て が み な どが そ

ろ うと,「 白 い ス ゥルデ 」 は それ まで 祭 られ て い た ム ー ・ブ ラ クの地 に も どる。

　 「血 祭 」 は,陰 暦10月3日 の辰 刻 に始 ま る。軍 神 「黒 い ス ゥル デ」の 場 合 と異 な り,

女 性 た ち も遠 方 か ら参 拝 す る こ とが許 され る。 モ ン ゴル族 以外 の者 は排 除 され る。 シ
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ル ビチ職 らは,「 白い ス ゥル デ」を肩 に乗 せ て 片足 跳 び しな が ら外垣 を時 計 回 りに(太

陽 の 運 行 方 向 と同 じ)3回 まわ る25も この 際,供 卓 の うえ に は 酒 を 混ぜ た ヒ ツジの 血

が 供 え られ る。 旗 手 の1人 が 鞭 を 手 に して この血 を 守 る。 エ ル ケ セチ ェン は,こ れ は

人 び とが それ を奪 って 畷 るの を 防 ぐため で あ る とい う(Erkese乙en　 1989:48)。 この 血

は,「 白い ス ゥル デ」 をふ た た び も との とこ ろ に立 て た 後 に3人 の 旗 手 が 飲 む こ とに

な って い る(Erkese6en　 l989:49;1991:25)。 あ る旗 手 に よる と,「 血 祭 」 に おい て,

参 加 者 はす べ て この 血 を畷 る こ とを 願 って い る とい う。 血 を 奪 って 畷 り飲 む ことに,

「血 祭 」 に参 加 した 意義 を見 いだ して い るので あ ろ う。

　 「白い ス ゥルデ 」 が外 垣 を1回 まわ る ご とに,ガ ブ シグ ー チン 職 が 切 りと った ヒツ

ジの 頭 に血 をつ け,ス ゥル デ に 向か って3回 振 りか け る。 つ い で,パ ク シ職 が 大 声 で

以 下 の こ とぽ を 朗 唱 す る(Erkese6en　 1991:23-24)。

Ene　 edtir-din　ene　baγ一tu

こ の 日,こ の と き

γadaγatu　dalai--yin　derdeke

大 海 の 彼 方 に

γarqu　naran-〃 花κ 声9-tdi

出 る 太 陽 の 方 向 に

eri7en　 silbi-tab'

ま だ ら 足 で

ergigdil　ulaγan　 uruγui・・tu

む き 出 し た 赤 い 唇 を した

e㎎91guu　 en8ger-tti

左 前 に 服 を 着 た

ebestin　 malaγa-tu

麦 わ ら 帽 子 を か ぶ っ た

pirang　 baγan　Saqayi-tu

ば か で っ か い 白 い 靴 を は い た

baγarang26)-un　 tolOγai　oroγU

くそ っ た れ の 頭 の うえ に

silege　orkiγsad-i　 orkiba

残 灰 を 捨 て て く る よ うに
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　 「白 い ス ゥル デ」 が外 垣 を まわ る とき,旗 手 た ち は 「北 ハ ンガイ,ア ル タン ・テ ベ

シ ェ地 方 へ 帰 る よ」 と繰 り返 し叫 ぶ 。 シル ビチ職 が参 拝 者 全 員 を 率 い て ひ ざ まず き,

「輝 か しい聖 な る 白い ス ゥル デ よ,引 きつ づ きわ れ ら と一 緒 に この地 に とど ま る よ う

に 」 と祈 願 す る。 こ こで旗 手 た ちが 口にす る北 ハン ガイ は,モンゴル 高原 で も っ と も

優 れ た放 牧 地 帯 で,モンゴル 族 発 祥 の 地 の1つ と伝 承 され て い る。 吉 田 の説 で は,ハ

ンガイ とい うこ とぽ は,モ ン ゴルの 代 表的 な地 理 地 帯 を表 す 重 要 な 用 語 で あ る と い う

(吉 田1980:238-241)。 旗 手 た ちの 説 明 で は,リ クダン ・ハ ーン が 逝 去 し,旗 手 た

ちが 厳 しい政 治環 境 に お か れ て いた 歴 史 が あ る。 直 接 リク ダ ン ・ハ ー ンの名 を 口にす

る こ とが で きな くな った た め,ハン ガイ とい う地 名 を も って大 ハ ーン 名 に替 えた 。 こ

れ は,「 大 ハ ー ンの も とへ の復 帰 」 を暗 示 す る もの で あ る とい う。

　 私 は,「 北 ハ ン ガイ へ帰 る」 とい う儀 礼 は,「 白 い ス ゥル デ」 祭 祀 の 一 連 の儀 礼 の な

か で,お そ ら く もっ とも古 い要 素 の1つ で あ る と見 て い る。北 ア ジ ア ・中 央 ア ジ ア の

歴 史 上,モンゴル 高 原 の も っ と も豊 か な ハ ンガ イ地 帯 を制 す る者 は モ ンゴル 高原 を制

覇 す る こ とが で きた。モ ン ゴル帝 国 の 首都 カ ラ ・コル ム も この ハ ンガイ地 帯 に あ った 。

「北 ハン ガイ 」 へ の儀 礼 的 な回 帰 は,大 ハ ーン に追 随 す る 「白い ス ゥル デ」 の 「都 へ

の 凱 旋 」 を 意 味 す る もの で あ ろ う。 一 方,ア ル タ ン ・テ ベ シ ェエ27)は,ア ラ シ ャン

地 域 に近 い ア ラ ク(賀 蘭)山 の 一 支脈 で,オ ル ドス ・モンゴル 部 が い ま の オル ドス 地

域(黄 河 の湾 曲地 帯)に 定 着 す る以 前 の放 牧 地 で あ った(Mostaert　 l956:2-3)。 アル

タン ・テ ベ シ ェを 口に す る よ うにな った のは,オ ル ドス部 か らの 影響 で あ ろ う。

　 サ イ ンジ ャ ラ ガル は,「 白い ス ゥル デ」 は オル ドス地 域 で 祭 られ て 数 百 年 間 た った

た め,ダ ル ハ トた ち の 主宰 す る チン ギス ・ハ ーン の 軍 神 「黒 い ス ゥル デ」 祭 祀 の 影 響

が 濃 厚 で あ る と指摘 して い る(Sayinjirγal　 1992:33-35)。 確 か に両 者 の 「血 祭 」 に お

い て,ス ゥル デ に向 か って 血 を振 りか け る儀 礼 や 唱 え られ る祭 詞 は ほ とん ど同 じであ

り,祭 祀 の 目的 と運 営 に も共通 した 要 素 が見 られ る。 そ れ は 「黒 い ス ゥル デ」 か らの

影 響 とい うよ りも,ス ゥル デ あ るい は トゥ クの 祭祀 に共 通 して存在 した 儀 礼 で あ ろ う。

「血 祭 」 は,1940年(庚 辰)に お こ なわ れ た き りで あ る。 旗 手た ちが1988年(戊 辰)

に 「血 祭 」 を再 開 し よ うと した が,政 治 的理 由 で実 現 で きな か った とい う。1

4.3供 物 ジ ュマを あつか う職 掌

「血 祭 」 に お い て,バ ク シ職 が祭 詞 を 唱 え,3人 の 旗 手 が 血 を 飲 ん だ 後,「 ジ ョ リ
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クを 出す 」 儀 礼 が始 ま る。 この 際箭 筒 士 は,30歩 先 につ ない で あ った 白い ヒ ツジ を 弓

で射 殺 し,屠 殺 手 イ ル ガイ チン が2個 の腎 臓 を摘 出 して ヤン ガー ト部 出身 者 の 両手 に

握 らせ る。 ヤ ン ガー ト部 出身 の者 は,ヒ ツ ジの胴 体 を抱 えて 南東 方 向へ 出 発 す る。 そ

の 際,箭 筒 士 た ち は あ とを 追 うふ りを す る 。 この 儀 礼 を 「生 きた ジ ョ リクを 出す 」

(am　id　io　liγ一i　7arγaqu)と い う。儀 礼 に おけ る ヒ ツジを ジ ュマ(勲 切一a)ま た は ジ ュル

マ(iulma),ジ ュル ム(鈎 伽 の とい い,腎 臓 を 握 りも って 出 発す る ヤン ガ ー ト部 の

出身 者 を ジ ョ リク とい う。 以 下 で は,供 物 ジ ュマ と特 殊 な職 掌 ジ ョリ クに つ い て 検 討

す る。

　4.3.1文 献に見る 「ジュマ宴」

　元朝時代の資料に,ジ ュマは 「詐馬」の形で表れる。箭内は論文 「蒙古の詐馬宴 と

只孫宴」のなかでジュマ(詐 馬)を とりあげている(箭 内1930:945-956)。 それは

元代の詩人周伯埼の詩 「詐馬行」 と楊允孚の詩 「藻京雑味」のなかの記録を考察 した

ものである。周伯埼はその詩序のなかで 「……(前 略)名 此日只孫宴。只孫華言一色

服也,俗呼日詐馬莚」と記 している(楊 家酪1967)。 ここで周伯埼は 「只孫」を漢語

(華言)の 「一色服」すなわち 「同じ色の服装」であるとしている。また,元 朝のこ

ろ,「只孫宴」を俗に 「詐馬莚」 と呼んでいたことがわかる。「只孫」はまた 「質孫」

とも表記 され,r元 史』には 「質孫,漢言一色服也,内莚大宴則服之」 とある(宋

1992(76):1938)。 箭内は,「只孫は質孫とも書く,蒙 古語Jisunの 音課で,そ の義は

色である。宴會列席者が同一色の服を用 うる所から,そ の服を只孫衣 といひ,そ の宴

を只孫宴といったのである」と解釈 している(箭 内1930:947-948)。

　箭内はさらにマルコ・ポーロの所伝を用いて論証 したあと,「要するに,凡 そ宮中

の大宴で,そ れに参列する大官が同一色の禮服,即 ち所謂只孫衣を著用する場合には,

それが新年宴會でも聖誕節祝宴でも」又は新帝即位の大宴でも,均 しく只孫宴 と稻せ

られたもの,少 なくとも稻せられた筈である」と結論 している(箭 内1930:951)。

　箭内は,「只孫宴」を俗に 「詐馬莚」と呼んでいたことに懐疑的な態度を示 し,こ

れを周伯埼の誤解であるとしている(箭 内1930:947)。 箭内は,清 朝の乾隆皇帝の

御詩など清朝時代の資料でジュマ(詐 馬)を 説明 しようとする。乾隆皇帝は元代詩人

のいう 「詐馬」は 「競馬」の意味であると独断している。箭内もこれに迎合 し 「帝の

言ふ所が正しいであらう。……(中 略)詐 馬は幼童の競馬に外ならぬ……(以 下略)」

とい う(箭 内1930:952-953)。 しかし,箭 内の依拠する乾隆皇帝の御詩自身に大 き

な問題がある。偶然にもジュマを漢字で 「詐馬」と表記 しただけで,ジ ュマの 「マ」
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は 「馬 」 とは 無 関 係 で あ る。

　 箭 内 の 「只 孫 」 に対 す る研 究 は 評 価 す べ きで あ る。 「只 孫」 とは 元朝 の皇 帝 か ら下

賜 され た 服 装 の こ とで,着 用者 の政 治的 地 位 を 示 す もの であ ろ う。箭 内 の指 摘 ど お り,

「只孫 宴 」 を親 衛 ケ シ クタ ンが 皇 室 よ り受 け た寵 遇 の一 例(箭 内1930:950)と 理 解

で き よ う。一 方,「 詐 馬 」 は宴 会 楚 席 に お い て 出 され る主 要 な 「食 べ 物 」で,「 只 孫 服 」

と同 じ く皇 帝 よ り受 げ る 「寵 遇 」 で あ る。 「只 孫宴 」 は 服 装 か らの名 称 で,「 詐 馬莚 」

は食 べ 物 か らの 名 前 で あ る。

　 箭 内 の誤 解 に は韓 儒 林 も言 及 して い る。 韓 儒 林 は,箭 内は 「詐馬 」 の 「馬 」 とい う

漢 字 と乾 隆皇 帝 の詩 に惑 わ され た と指 摘 し(韓1982:249),「 詐 馬 」 は ペ ル シ ア語 の

「衣 服 」 を 意 味 す る 戸 〃iahに 由 来 す る と し,こ れ に よ って 「只孫 」 も 「詐 馬 」 も同

一 の意 味 で
,両 者 と も衣 服 を 指 す もの で あ る と結 論 して い る(韓1982:252)。

　 箭 内 の誤 解 と韓 儒 林 の強 引 な 説 は,近 年 否 定 され て い る。 ナ クイ サ イン クは ジ ュマ

を 「競 馬 」 とす る 箭 内説,衣 服 とす る韓 儒 林 説 を 否 定 した うえ(NaγuyisayinkUU

1988:132-137),元 代皇 帝 の飲 食 を記 録 した 『飲 膳 正 要 』 にあ る 「柳 蒸 羊 」 も ジ ュマ

の 一 種 で あ る とす る(NaγuyisayinkUU　 l　988:138)。 ナ ク イサ イン クは 『十 善 白史』

と 「聖 な る ノヤン た ち の宴 の至 上 の 賜 物 の創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジの 赤 裸 の ジ ュマ 」

(Boγda　noツad-un　qori〃1-un　qamuγbeleg-i　 bdittigegbi　tδltige　qonin-U　nii　digth'n　ium-a)と

題 す る文 書 資 料(Altanorgil　 l　986:25-29)を 主 な根 拠 に,『 十 善 白史 』 に あ る 「四 季

大 宴 」(dOrben　 baγ一un　qorim)は す な わ ち 「国 家 大 事 」 と して の 「詐 馬 宴 」(鈎 〃2-a

qorim)で あ った と主張 して い る(NaγuyisayinkUU　 l　988:141)。

　 以上 の諸 説 か ら,ジ ュマ(詐 馬)は,元 代 皇 帝 の献 立 に ものぼ り,列 席 者 が 皇 帝 か

ら下賜 され た 同一 色 の 服 を ま と って 出席 す る 「只 孫 宴 」 に も縫 席 を 飾 った 「尊 い食 べ

物 」 で あ った と推 定 で き よ う。 「只 孫 服 」 もジ ュマ も元 朝 皇 帝 か らの 特 別 な 恩 賜 で あ

った と理 解 して も差 し支 え な い であ ろ う。

　 私 は,チ ンギ ス ・ハ ーン の八 白宮 の祭 祀 者 ダル ハ トか らの情 報 と,サ イン ジ ャ ラガ

ル と シ ャ ラル ダイのr黄 金 オ ル ドの祭 祀 』 とを 資料 に,チ ンギ ス ・ハ ー ン祭祀 の政 治

構 造 に つ い て論 じた と き,チ ンギ ス ・ハ ー ン祭 祀 は 『十 善 白史 』 に あ る 「四季 大宴 」

を理 論 的 背 景 に して い る と主 張 した(楊1995b:27-54)。 また,チ ンギ ス ・ハ ー ン祭

祀 と密 接 な 関 係 に あ る末 子 トロイ ・エ ジ ン祭 祀 もや は り 『十善 白史 』 を 理 論 的 根拠 に

して い る と指 摘 した(楊1997:654-655)。 チン ギ ス ・ハ ーン 祭 祀 に は,ジ ュ マ を供

物 と して使 用 して い た(Narasun　 1989:438-439)。 ジ ュマ の具 体 的 な 使用 方 法 に つ い

て,『 黄 金 オル ドの祭 祀 』 は 詳 しい 資 料 を 呈 示 して い な い 。 この 点 に 関 して は,ア ル

161



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

タ ンオ ル ギ ル も気 づ い て い る(Altanorgil　 l986:26)。 『黄 金 オ ル ドの 祭祀 』 が 引 用 し

て い る 「金 書 」(Altan　 Bieig)と い う祭 祀 の指 針 書 に は,ジ ュマ に関 す る内 容 が あ る。

それ には,モンゴル の大 ハ ーン や ジ ノン を は じめ,6大 万 戸 集 団 が夏 の 「湖 の 大 祭 」

に義 務 と して 捧 げ る供 物 の 量 が定 め られ て い る。 そ の うち大 ハ ーン の納 め る ジ ュマ は

1500で あ った(Sayinjirγal&Saraldai　 1983:ll9;楊1998:99,206)。 そ こで,も し ジ

ュマ に重 心 を お くとす れ ば,チ ンギ ス ・ハ ー ン祭 祀 に おけ る 「四季 大宴 」 は,ナ クイ

サ イン クの 指 摘 どお り,「 ジ ュマ宴 」 で あ った といえ よ う。

　 つ ぎ に,ジ ュマ の実 態 を 民 族誌 の なか か ら見 い だす こ とに しよ う。

　4.3.2　 民族 誌 か ら見 た供 物 ジ ュマ

　近 年 内 モ ンゴル で 出版 され た 民族 誌 に,ジ ュマ に 関す る記 録 を散 見 す る。 ナ ランン

に よる と,オ ル ドス地 域 で は,ヒ ツ ジを屠 殺 し,毛 を む し りと り,内 臓 類 を取 りだ し

て 丸 ご と煮 た もの を ジ ュマ と呼 ぶ。 ジ ュマを チ ンギ ス ・ハ ーン 祭 祀 を は じめ,聖 地 と

され るオ ヴ ォの 祭 や シ ャマ ニ ズ ムの偶 像 オ ン ゴン の 祭,寺 院 の祭 に 使 用 した。 また,

オ ル ドス各 旗 の 旗 王 た ちが 結 婚 式 な どに もジ ュマを用 い るが,旗 王 以 外 の タイ ジ と庶

民 は ジ ュマ の使 用 を禁 止 され て い た(Narasun　 l989:438-439)。 つ ま り,ジ ュマは 上

層 貴族 階 級 の 「尊 い食 べ 物 」 で,一 般 庶 民 とは 無 縁 で あ った29も

　 一方,ワ ンジ ャル はそ の著 書 『青 い灯 明』(K6ke　 Jula)の なか で,と きお りケ シ ク

タン 部 の事 例 を あ げ な が ら,調 理 方 法 を 中心 に つ ぎ の よ うに 記 述 して い る(Vanglil

1991:374)。

　 ヒツジの腹 を割 って屠殺 した あと,(熱 湯 をかけて)毛 をむ し りと り,(垢 を)け ず りと

る。内臓類を取 りだ し,胴 体(δ 協)を それ 以上壊 さず に きれ いにす る。 胸 と腹 の内部に

塩や香辛料を適量塗 りつけ る。横隔膜(δrtibe)を 縫 いあわせ る。鍋 もしくは灌木沙柳や石

で特別 に設けた蒸 し器 で丸 ごと蒸 し焼 きにす る。蒸 しあが った ら,角 やひずめの角質,踵

な どを切 りとらず に,ヒ ツジの立 っている姿か寝姿の形で大皿に盛 る。 ヒッジの頭部に吉

祥 マーク(bayar　mangnai)を つけ,そ れを主賓 の方向へ向ける。

　 ウ ジ ュム チ ン地 域 で は,ジ ュマ を ジ ュル ム(iulu〃1),「 ジ ュマ食 」(鈎 〃2-a　idege)

と もい い,ヒ ツ ジを屠 殺 し,熱 湯 を か け て毛 を む し りと り,内 臓 類 を取 りだ した あ と

は 焼 か ず に 丸 ご と煮 る とい う(FUIungγ 一a&AmurmendU　 1993:46-47)。 ジ ュマは,

聖 地 オ ヴ ォの 祭 や シ ャマ ニ ズ ムの 偶像 オ ン ゴン の祭,寺 院 の祭 に捧 げ る 「儀 礼 用 の 食
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べ 物 」(yosun-u　 qoγula)と 位置 づ け られ て い る(FUIungγ 一a&Amurmendti　 1993:47)。

　 ウラ ト地 域 で は,ジ ュマは 肉 類 の なか で も っ と も 「尊 い食 べ 物 」 と位 置 づ け られ る。

ジ ュマ は,聖 地 オ ヴ ォの祭,偶 像 オン ゴン の祭,寺 院 の 祭 な どに 使 用 され,毎 年 旗 政

府 に お い て 「王 印 の集 会 」(tamaγ 一a「卿buγ1aγan)が 開 かれ る際 に旗 王 に も捧 げ られ

て いた 。調 理 法 と して は 焼 かず に煮 て い た とい う(Narasu&Almas　 1994=275)。

　 清 朝 時 代,内モンゴル の 貴族 た ちが 清朝 皇 帝 に謁 見 す る際 や朝 廷 へ の貢物 に もジ ュ

マ を使 用 し(Narasun　 l　989:438-439;FUlungγ 一a&Amurmendil　 1993:47),こ れ を 「湯

羊」 と呼 ん で い た(Farquhar　 l970:126)。

　 ワン ジ ャル は,モンゴル 族 は歴 史 的 に 各種 大 祭 に ジ ュ々を使 用 し,ジ ュマ は雄 ヒ ツ

ジの丸 煮(3∫副5の の一 変 種 で あ る とい う(Vangjil　 1991:374)。 ワ ンジ ャル を除 い て,

各民 族 誌 で は い ずれ もジ ュマは 丸煮 シ ュー ス よ りも格 が上 で あ る こ と,換 言 す れ ば シ

ュ ー ス は 「ジ ュ マ に 次 ぐ尊 い 食 べ 物 」 で あ る と記 し て い る(Narasun　 1989:439;

FUIungγ 一a&AmurmendU　 1993:47;Narasu&Almas　 1994:275)。

　 以上 諸 民 族 誌 は い ずれ も ジ ュマ は 「尊 い,神 聖 な食 べ 物 」 で あ る こ とを強 調 して い

る。 チ ンギ ス ・ハ ー ンの八 白宮 祭 祀 を は じめ,軍 神 「黒 い ス ゥル デ 」 祭祀 や 末 子 トロ

イ ・エ ジ ン祭 祀 な ど,数 多 くの祭 祀 を維 持 して きた オル ドス地 域 で は,ジ ュマを 「上

層 貴族 階 級 」 の 特 権 と して認 識 して い る。 オ ル ドス以 外 の地 域 で は 庶 民 の利 用 も容 認

され て い るが,肉 類 の なか で最 上 級 を 占 め る と い う神 聖性 は失 わ れ て い な い。

　 そ こで,上 層 貴 族 階 級 に おけ る ジ ュマ の利 用 に 関 す る儀 礼 を うか が わ せ る作 法 を,

上 記 の ナ クイサ イ ンク も注 目 した 「聖 な る ノヤン た ちの宴 の至 上 の 賜 物 の創 造 者 た る

2才 ヒ ツ ジの赤 裸 の ジ ュマ」 と題 す るテ キ ス トか ら見 てみ よ う。 この テ キ ス トは,歴

史研 究者 ア ル タ ンオル ギ ル(金 峰)み ず か らが保 存 して いた文 書 を1986年 にr内 蒙 古

大学 学 報 』(蒙 文 版)誌 上 に 公 開 した もの で あ る。 ア ル タン オ ル ギ ル は オ リジ ナ ル文

書 を ど こか ら入手 した か な ど,書 誌 学 的情 報 を提 供 して い な い。アル タ ンオ ル ギル は,

テ キ ス トの 内容 をつ ぎ の よ うに分 け て い る。 そ れ は,1)冒 頭 の チン ギ ス ・ハ ーン 賛

歌,2)「 至 上 の 賜物 の創 造 者,宴 の儀 礼 作 法 の規 定 者 と2才 ヒ ツ ジの ジ ュマ に 関す る

もの 」,3)ジ ュマ を献 上 され た後 の9つ の儀 礼 とそ の順 序,4)モ ン ゴル の政 治儀 礼

とハ ー ンや 貴 族 を讃 えた 内容 以上4つ で あ る(Altanorgil　 1986:27-28)。 以下 に は,

モ ンゴルの ハ ー ンや貴 族 た ちが 宴会 で使 用 して い た と思わ れ るテ キ ス トをあ げ る。

Boγda　 noツad-un　 qori〃1-un　 qa〃zuγbeleg-'btittigeg～ ゴtδ1tige(70nin-u〃 飴露9寵〃ノbe〃2-a

聖 な る ノ ヤン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ
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1:ariγun　 tengri-yin　 or麗n一 αorusin　 bδgetet-e.

　　　 　清 らか な 天 界 に す み つ い た こ ろ

2:amitan　 bδkdin-iyen　 iiloγudan　 tob～}itaqu-」yin　tuta・

　　　 　一 切 衆 生 を 指 導 し 統 合 す る た め

3=aldarsiγsan　 bambudib・dur〃ianduiu,

　　　 　著 名 な 謄 部 洲 に 昇 り

4:arbanノ 謹9-'露r]'aγun　 bola　 mingγan　 aldar-iyan　 ttigegen　 keレigsen'

　　　 　十 方 に 百 の 称 号 と 千 の 英 名 を 広 め て 誕 生 した

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ワ

5:boγdaの 池ηCing8is　 qaγan-u　 joん り2α〃talbiγ5an　 qaγan　 noyad-un　 qorim-un

　　　 　聖 主 チ ン ギ ス ・ハ ーン の 創 造 して お い た ハ ー ン ・ノ ヤン た ち の 宴 の

6:(7a〃Iu7　 beleg-iわ 躍'躍8eg～ゴtδ1δge　qonin-u　 nii　digtin　jε4〃1-aづyi　tegtis　bδktin-iyer

　　　 　至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ を 完 全 な 形 で

7:　abろu　 iregsen一 諏tulada'

　　　 　運 ん で き た こ と か ら

8:angqan-〃 　(アosu).tb'tδge(つ ノ'n)〃zanglai-y'esgeワ 読ergtikdi「 ア'η

　　　 　最 初 の(儀 礼 は):2才 ヒ ツ ジ の 額 を 切 っ て 捧 げ る

9:dtiri-」y'1～ 」εg躍1J　boγda〃0ッad-un　 qori〃2-U〃(7a〃IUγbeleg-'btittigeg～iゴtδ1δge

　　　 　作 法 を 見 せ よ う。 聖 な る ノ ヤ ン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才

10:qonin-uη'～ 腕9寵 π」""1-a一アin'

　　　 　ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ の

11:qoッad「uγar　 yosu・uridu　 qo」yar　boγtUrア'a∫9θj廊sδgtidkdi-ddiri一 ア'diJ'egdil'

　　　 　2番 目 の 儀 礼:前 肢 の2本 の 僥 骨 を 切 っ て ひ ざ ま ず く作 法 を 見 せ よ う 。

12:eien　 noツad-un　 qori〃1-un　 qamuγbeleg-i　 btittigegろi　 tδ1δge　qonin-u　 nii　digen　ium-a一 アin:

　　　 　主 君 な る ノ ヤン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ の

13:γurbaduγar　 yosu.terigab'n-di　 40yidu　 sili一アi　esgeiu""iδ 「gtigdilkti-」yin　dti「i-

　　　 　 3番 目 の 儀 礼:(ヒ ツ ジ の)頭 の 後 ろ の 部 分 を 切 っ て 拝 ま せ る 作 法

14=アidiiegdil:degeddi　 noyad-un　 qori〃1-un　 qamuγbeleg-iδ 露'露ge8～ゴtδ1δge

　　　 　を 見 せ よ う。 上 な る ノ ヤ ン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才

15:qonin・uη'～ 痂9認 πiu"1-aラyin'

　　　 　ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ の

16:dδrbedtiger　 yosu.　 qoyidu　 qoツar　 borbi一 アi　esgeii`kebtegdilkdi一 アin　ddiri・ツ'

　　　 　4番 目 の 儀 礼:後 肢 の2つ の 踵 を 切 っ て(丸 煮 を 生 き た ヒ ツ ジ の よ うに)寝 か す 作

　　　 　法 を

17:　 躍」θ9寵ゐqobitu　 noアadLun　 qori〃z-un　 qa〃Iuγbeleg-i　 btitti8egbi　 tδ1δge　qonin一

　　　 　見 せ よ う。 天 命 あ る ノ ヤン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジ
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18:uη'ろ 寵8寵ηium-a一 アin'

　　 　　の 赤 裸 の ジ ュ マ の

19:tabuduγar　 yosu・takin　 degegsiθ 屠 顔謹joγ5π γα(1μ「ア'ηdtiri一ツi　dijegdiLt

　　 　　 5番 目の 儀 礼:ふ た た び 上 方 へ 捧 げ,(丸 煮 を 生 き た ヒ ツ ジ の よ う に)立 た せ る 作 法

　　 　　を 見 せ よ う 。

20:a〃luγulangtu　 naワad一un　 qorii〃7-un　 qamu7　 beleg-i　 bdita'ge96i　 tdildige(qonin-u

　　 　　安 寧 な るノ ヤン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジ の

21:η'～ 漉9拶 π」κ〃1-a・アin'

　　 　　赤 裸 の ジ ュ マ の

22:"rγ μ伽 γαrアo∫π・takin　5δ9躍の ア03π1勾 κry'ηdtiri一アi　tiiegtil'∫{碧欝

　　 　　 6番 目の 儀 礼:ふ た た び ひ ざ まず い て 拝 む 作 法 を 見 せ よ う。 円 満

23:J'irγalangtu　 noツad-un　 qori〃1-un　 qa〃Iuγbeleg-i　 btitdigegbi　 tδ16ge　qonin-uη'～ 鹿9〃 η

　　 　　幸 福 な ノ ヤ ン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジ の 赤 裸 の

24:iu〃1-a-yin'

　　 　　ジ ュ マ の

25:　 doloduアarアosu・ie8tin　 sδbege　 n　iruγu.segtiL　 bδkdili　beア ーe-yin　degeii-

　　 　　 7番 目の 儀 礼:左 側 の 腰 部,尾 部(な ど 丸 煮 の)各 部 位 か ら(少 しず つ)供 物(と

　　 　　 し て の 肉)

26: .yi　ab6u　 yisti　sa～1〃'boγda　 noyad-un　 qori〃1-un　 qa〃Iuγbeleg-'btittigeg～ ゴ

　　 　　を 切 り と り,9回 振 り ま こ う。 聖 な る ノ ヤ ン た ち の 宴 の 至 上 の 賜 物 の 創 造 者 た る

27:tδ1δge　 qonin-u　 ni～}ab'8tin　ju"1-a■Lyin'

　　 　　 2才 ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ の

28:nai〃iaduγar　 yosu.tδgtirig　 yeke　 tb'ngeli30)7ubin　 dδrben　 tiy-e.　qorin

　　 　　 8番 目 の 儀 礼:丸 く大 き な 恩 賜(と し て)34の 節,24

29:dδrben　 niru7u・qorin　 nai〃lan〃iδbe.arban　 iir7u7anアa〃lu-yin　 terigtiten-i

　　 　　の 腰 椎,28の 骨 つ き 肉,16の ヤ ム な ど を

30:deg(e)jiten　 abbu　 yisdi　yisab　sabu:qaγan　 noツad-un　 qorim・un　 qamuγbele8・'

　　 　　恭 し く切 り と っ て9回 振 りま こ う。 ハ ー ン ・ ノ ヤン た ち の 至 上 の 賜 物 の

31:btittigegbi　 tδ1δge　qonin-u　 nii　tigtin　ium-a一 ア'η'

　　 　　創 造 者 た る2才 ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ の

32=アistidtiger　 yosu.'erkim　 bili8tab　sayin　 tiges-iyer'所8⑳baJ'aγaqu-yin

　　 　　 9番 目 の 儀 礼:尊 く縁 起 の 良 い こ と ば で 祈 り は じめ る

33:d躍r'ヲ'tiiegtil'

　　 　　作 法 を 見 せ よ う。

34:tδ1δge　 qonin-u　 ni～i9寵8躍ηiu"7-a■ 」yi・

　　 　　 2才 ヒ ツ ジ の 赤 裸 の ジ ュ マ を
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35:tb'bアeke'δr〃 覧ア'〃εタ61　ekileged.

　 　 中央 の大 きな政 治 の主 君 た ちを は じめ

36:'δ 漉'bδgtide-yin　 dumda　 sδgdiddtin　esgegsen・iyer.

　 　 親 族 一 同 の真 ん 中 で ひ ざま ず い て切 り分 け た と お りに

37:　tδrtil　bδgtide　engke　iiryan　atuγai

　 　 一 族 全 員 平 安 で 幸 せ で あ る よ うに

　 アル タン オ ル ギ ルは,テ キ ス トの後 半 に あ る貴 族,ハ ー ンを讃 え る内 容 の な か に,

清 朝 時 代 の べ ー ラ,ベ ー スな どの爵 号 が ま った く表 れ ない こ とを根 拠 と して,清 朝 以

前 に書 か れ た もの であ ろ うと推 定 してい る(Altanorgil　 l986:28)。

　 以 上 の ジ ュマ に関 す る テキ ス トの 内容 を 要 約 すれ ば,以 下 の こ とが 明 らか で あ る。

1.ジ ュ マ は,聖 な る ノ ヤ ンた ち の宴 会 を 飾 る 「至 上 の 賜 物 の 創 造 者 」(qa〃ZUγ

　 bele8-i　bditab'gegbi)と して定 義 され て い る。

2.ジ ュマ の食 用 に あ た っ て,9の プ ロセ スか らな る複 雑 な儀 礼 が伴 ってい た 。

3.ジ ュマ を使 用す る 目的 に は,「 中 央 の 大 きな政 治 の 主 君 た ち」 とそ の 「親 族 一

　 同」 の平 安 を 祈願 す る点 に集 中 して い る。 ジ ュマ は極 め て政 治 色 の 強 い 「尊 い

　 食 べ 物3i)]で あ る とい うこ とが わ か る。

　 4.3.3　 ジ ョ リ クとい う職 掌

　 ジ ョ リクに つ い て,サ イン ジ ャ ラガル は,シ ャマ ニ ズ ム研 究 の重 要 な手 が か りで あ

る と強 調 して い る(Sayinjirγal　 1992:35-36)。 ジ ョ リクを ま た ジ ョ リヤ(ioliy。a)と

もい う。 『二 十 八 巻本 辞 典 』(Qorin　 Naimatu　 Tayilburi　Toli)で は,ジ ョ リヤ とは,罪

に 対 す る 償 い と し て 支 払 う 家 畜 な ど を 指 す,と し て い る(Namjilm-a　 l994:

1936-1937)。 オ ル ドス で は,離 婚 の 際 に 相手 に一 定 数 の大 型 家 畜 を手 渡 す こ とが あ り,

これ も 「ジ ョ リ クの 家畜 」(ioliγbodo)と 呼 ぼれ(モ ス タ ール ト1986:89),や は り

償 いの 意 味 で あ る。

　 ジ ョ リ ク とい う言 葉 は 『モ ン ゴル秘 史 』 第272節 に見 られ る。 オ ゴタイ ・ハ ー ンが

金 朝 征 服 に赴 い て龍 虎 台 に駐 営 し,征 服 した 人 び との祭 って いた 土 地 神 と河 神 に崇 ら

れ て 病 気 に な った 。この 際,身 辺 の シ ャマ ンが,親 族 一伺 に 「身 代 わ りの ジ ョ リヤ(ジ

ョ リク)」 を 出す よ うに勧 め た,と い う項 で あ る(E監dengtei&Ardajab　 l　986:898)。

この ジ ョ リヤ に つ いて,村 上 は,ジ ョ リヤは 本来モンゴル 語 や マン シ ュ ウ語 で 「賠 償
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金,賠 償物 」 の意 で あ る と した うえ,そ の 語 源 を トル コ語 のioliγ あ るい はyuluqに

求 め られ る こ とを示 唆 し,モ ス タ ー ル トの 「(ジ ョ リ クとは)病 人 な どが 命 乞 い の た

め,病 の 衣 を つ け て 捨 て 去 る人 型 の 身 代 わ り人 形 で,ラ マ 僧 が つ く る も の 」

(Mostaert　 l941:209)と の 解 釈 に も賛 同 してい る(村 上1976:321-322)。 『モ ンゴル

秘 史 』 とモ ス タール トの説 明 に あ る ジ ョ リク とは,命 乞 い のた め に命 じ られ た 身 代 わ

りであ る こ とがわ か る。

　 命 乞 い に 身代 わ りジ ョ リクを 出す 風 習 は,近 代 まで の 内 モ ンゴル の ス ニ ト ・モン ゴ

ル族 の あ い だ に もあ った 。 『ス ニ ト風 俗 誌 』 に よ る と,命 乞 い の ジ ョ リクは ラマ僧 が

つ くった 草 か 小麦 粉 の人 形 あ るい は ヤ ギ で,病 人 に 一番 良 い服 装 を 着 せ て,紙 に 病 人

の似 顔 を 書 い て燃 や す 。 これ を 「命 の ジ ョ リクを 出す 」(a〃lin/b〃 γ γarγaqu)と い う。

ス ニ トで は か つ て 王 公 貴 族 た ち は,命 乞 い に生 きた 人 間 を ジ ョ リ クに 使 った(amin

ioliγ一tuα〃iidu　ktimtin-iγarγadaγ)こ とも あ る とい う(Caγan　 1992:328-329)。 生 き

た人 間 を どの よ うに ジ ョ リク と して使 用 した か は 不 明 で あ る。

　 リン チ ンの 編 集 し た シ ャ マ ニ ズ ム 関 係 の テ キ ス トの な か に は ジ ョ リク と ボ ー

(bδge)を 並 列 す る内容 が見 られ る(Rintchen　 l975:4)。 ボ ー とは モ ン ゴル語 で シ ャ

マ ンを指 す こ とぽ で あ る。 ジ ョ リク とボ ー が並 列 して い る こ とか ら,ジ ョ リク もシ ャ

マン の よ うな 役 割 を果 た す 者 で あ った と考 え る こ ともで き よ う。 私 が 調 査 で得 た 資 料

で は,現 代 の オル ドス では,ジ ョ リクは主 と して 「不 吉 な もの」,「汚 れ 」 との意 味 で

使 われ て い る。病 人 が 命乞 い の た め に密 か に 捨 て る衣服 や 人 形 も ジ ョ リクと呼 ば れ る。

お そ ら くジ ョ リクは,シ ャマ ンの な か で も,特 別 な役 割 を 果 たす 存 在 で あ った ろ う。

　 以 上 の諸 説 を 踏 ま え て,「 白 い ス ゥル デ」 の 「血 祭 」 の際 の ジ ョ リクにつ い て再 考

を こ ころ み よ う。 まず,エ ル ケセ チ ェ ンの 報 告 は つ ぎの とお りで あ る。 「白 い ス ゥル

デ」 の 「血 祭 」 の際,ジ ュマ とされ る ヒ ツ ジは箭 筒 士 に よ って射 殺 され る。 イ ル ガ イ

チ ン職 が それ を解 体 し,内 臓 を 取 り出 して,2個 の腎 臓 を ジ ョ リク役 の両 手 に握 らせ

る。 皮 を剥 き,内 臓 を取 り出 され た ヒツ ジの ジ ュマ を ジ ョ リク役 に抱 え させ て,南 東

方 向 へ追 い だす ので あ る。 この際,箭 筒 士 は 「グ ク!シ ョ ク!(gδg　 Soγ)」 とい い な

が らあ とを追 う(Erkese6en　 l991:24)。 サ イン ジ ャラ ガル も,ほ ぼ 同 じ情報 を提 供 し

つ つ,ヒ ツ ジ の ジ ュ マ の2本 の 前 足 を ジ ョ リ ク 役 の 肩 に 縛 りつ け る と い う

(Sayinjirγal　1992:35-36)o

　 こ うした 「白 い ス ゥル デ 」祭 祀 にお け る ジ ョ リクは,命 乞 い の た め の身 代 わ り役 で

も,償 い もの と して の 意 味 もな い ので あ ろ う。 「白い ス ゥル デ 」 祭 祀 に お け る ジ ョ リ
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クはや は り供 物 ジ ュマ と併 せ て考 えな けれ ぽ な ら ない。 ジ ュマ も ジ ョ リクも特 別 に あ

つ かわ れ,特 殊 な意 味 を もたせ て い るに ち が い な い。 「白い ス ゥル デ」 祭 祀 に お い て,

ジ ョ リク役 が ジ ュマ を抱 え て送 り出 され る こ とを 「生 きた ジ ョ リクを 出す 」(α纏 伽

iotiγ一i　yarγaqu)と い う。 一 方,命 乞 いの 際 の ジ ョ リクの使 用 に つ い ては,「 命 の ジ ョ

リクを 出す 」(amin　 ioliγγarγaqu)と い う。 「生 きた ジ ョ リ ク」 と 「命 の ジ ョ リク」

は,一 見 対 照 的 な 存 在 の よ うに 見 え る。 元 朝 時 代 か ら近 代 ま で,「 命 乞 い」 の た め に

ジ ョ リクを使 用 した とい う ことは,す なわ ち,ジ ョ リクは 「命 乞 い 」 の ため の 生 賛 で

あ った とい え よ う。 少 な く とも,ジ ョ リクは 生 賛 を 演 じる役 で あ る こ とはほ ぼ 間 違 い

な い。

　 民 族 誌 と古 い テ キ ス トか ら,ジ ュ マ は 最 高 の 供 物 で あ る こ とは 既 に 判 明 した

(4.3.1と4.3.2参 照)。 ジ ョ リクは,生 賛 と して の性 格 が 強 い た め,ジ ョ リク も ジ ュ マ

も両 者 と も 「白い ス ゥル デ」 に捧 げ られ た最 高級 の献 上 品 で あ る こ とが わ か る。 「白

い ス ゥル デ」 は,生 贅 の人 間 ジ ョ リク と,ヒ ツ ジの ジ ュマ との両 方 を 享受 して い た と

いえ よ う。 生 蟄 と最上 級 の供物 を 享受 して い る点 で 「白 い ス ゥル デ」 の最 高 の 神 聖 性

が 強 調 され 集 約 され て い る。

4.4　 テキ ス トに見 る 「白いス ゥルデ」祭 祀

　 「白い ス ゥル デ」 祭 祀 に お い て,「 献 香 」(sang),「 祭 史 」(oiig),「 祈 薦 」(daγad-

qal),「 祝 詞 」(irab'gel)な どが 唱 え られ る。 これ らは い ず れ も古 くか らテ キ ス ト化 さ

れ て い る。 諸種 の儀 礼 と数 多 くの テ キ ス トは それ ぞれ 結 び つ い て お り,そ の ほ とん ど

は,パ クシ職 が 唱 え る ので あ る。 テ キ ス トは 祭 祀者 旗 手 以 外 に 絶 対 公表 しな い こ とに

な って い た。

　4.4.1テ キ ス トの 入 手経 緯

　 1997年1月,私 は オ ル ドス地 域 ウー シ ン旗 出 身 の詩 人,民 俗学 者 ウイ グル チ ン ・ハ

ス ビ リク トよ り 「白い ス ゥル デ」 に関 す るテ キ ス トを 入 手 す る こ とが で きた。 テ キ ス

トは,中 国 製 の長 方 形 の 白い紙 を幅8.4cm長 さ28　cmに2つ 折 りし,鉛 で縦 の ライ

ンを 引 き,毛 筆 で書 いた もの で,計10葉 で あ る。 文 中 と ころ ど ころ に赤 色 の点 と縦 線

が 見 られ る。 赤 点 は 句 読 点 の とこ ろに,縦 線 は段 落 の 冒 頭 と最後 の箇 所 に あ る(写 真

3)。 これ は,お そ ら く祭 祀 者 旗 手 が テ キ ス トを記 憶 し よ うと した と きに 付 け た も の

で あ ろ う。

　 ハ ス ビ リク トは,こ の テ キ ス トを 同 じ く ウー シ ン旗 出 身 の ウイ グル チン ・チ ャガン
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写真3　 白いス ゥルデの祭祀文書

ボ ン トン(故 人)と い う人物 か ら譲 り うけ た とい う。 チ ャカ ンホン トノは オ ル トス で

広 く知 られ て い る文 人 の1人 て あ る。ハ ス ヒ リク トに よ る と,チ ャカ ンホン トンは 「白

い ス ゥル デ 」 の祭 祀 者旗 手 か ら この テキ ス トを受 け と った とい う。 たた し,ハ ス ヒ リ

ク トが チ ャ ガン ボン トンか ら譲 り うけ た年 代,チ ャカ ンボ ン トン が旗 手 か ら受 け と っ

た 年 代 な どは一 切 不 明 で あ る。

　 そ の 後,1997年3月 に 私 か旗 手 エル ケセ チ ェン を 訪 ね た と き,エ ル ケ セチ ェ ンは私

に 「白 い ス ゥル デ」 に 関 す る資 料 を 見 せ た。 そ の なか に,私 か ハ ス ヒ リク トか ら入 手

し,今 回発 表 す る テキ ス トを ゼ ロ ノクス ・コ ピー した もの か含 まれ て い る。 エ ル ケ セ

チ ェ ンは,コ ピーを エ ル クー ト ・ホ ーン ヤン よ り入 手 した とい う。 かれ は そ の報 告 書

の な か て,ホ ー ノ ヤ ノか らの コ ピーを 収 録 して い る(Erkeseこen　 199137-41,50-54)。

た た し,エ ル ケ セ チ ェン は収 録 す るに あ た って,語 句 の 修 正 を お こな って い る。

　 テ キ ス トは頭 韻 を ふ む詩 文 体 で あ る。 ハ ス ヒ リク トもエ ル ヶ セ チ ェン も,テ キ ス ト

は 「典 型 的 」 な オル トス ・モ ンゴル 風 の書 き方 であ る こ とを と くに強 調 した3死

　 テ キ ス ト最初 の1葉 目の表 に 「聖 主 チン キ ス の守 護 神 白い ス ゥル デ の献香 儀 礼 お よ

ひ 酒,茶,乳 製 品 の種類 等 を捧 げ る こ との習 慣 作 法 大 全 あ りき」(6inggiS　 eien　boγda一
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アin　sakiγulsun　 baγan　stilde-yin　 sang　 takilγ一a　kiged　sarqud　 bai　saγaiin一κ」露〃-did-i　ergtiktii-

yin　iang　yosun　 tegtis　orusiba')と い う タ イ トル が あ る 。 そ の 裏 は 「一 」(n　ige)と な っ

て い る 。

　 テ キ ス トを 転 写 す る に あ た っ て,ア ラ ビ ア 数 字 は 行 数 を 意 味 す る 。 オ リ ジ ナ ル の 言

語 学 上 の 特 徴 を 訂 正 し な か っ た 。逐 語 訳 を こ こ ろ み る 際,句 読 点 を 付 け た が,:や::

の よ う な 本 来 の モ ン ゴ ル 文 句 読 点 と一 致 さ せ る の は 難 し い 。

　 4.4.2　 朗 唱 され る テキ ス ト

　 「白 い ス ゥル デ」 祭 祀 にお い て,祭 祀 者 旗 手 を は じめ,一 般 の男 性 参 拝 者 も含 め,

「モ ン ゴル 人 男性 」 全 員 が 朗 唱 す るテ キ ス トが あ る。 これ を 「白 い ス ゥル デの献 香 」

と呼 ぶ 。 「ス ゥル デ の献 香 」 は オ ル ドス で,最 も広 く使 用 され て い るテ キ ス トの1つ

で あ る。1960年 代 まで は,オ ル ドス ・モ ン ゴル人 成 人 男 性 のなか に 「ス ゥル デ の献 香 」

が 出来 な い 人 は い なか った とい われ る く らい で あ る。 「ス ゥル デ の献 香 」 は毎 朝 唱 え

られ る。

　 エ ル ケセ チ ェ ンに よる と,「 白 い ス ゥル デ」 祭祀 に お い て,ヤ ル ガ イ チン 職 が ヒツ

ジ を殺 し丸 煮 を煮 て供 物 ジ ュル ドを用 意 した 後,参 加 者 全 員 が 「白 い ス ゥル デ」 の前

に座 っ て一 斉 に 朗 唱す る(Erkese6en　 1991:16-17)。 テ キ ス トで は,【 第 一 葉 】 の裏 面

1行 目か ら 【第 五 葉 】 の 表 面8行 目ま で の内 容 が これ に 相 当す る。

　 オ リジ ナル ・テ キ ス トには タイ トル がつ い て い な い。 エル ケセ チ ェ ンは 報 告 書 の な

か で,こ れ に 「偉 大 な 白 い ス ゥル デ の献 香 」(yeke　 baγan　sab'lde-yin　sang　orusiba)と い

うタ イ トル を つ け て い る(Erkese乙en　 1991:37-41)。 興 味 深 い こ とに,こ の部 分 は,

モンゴル高 原 の ケ ル レン ・バ ラス ・ホ トの 「チ ン ギ ス ・ハ ーン の ト ゥク守 護 神 廟 」

(Cinggis一珊 卿 一un　sitdigen　sab'm-e)に 保 存 され て い た テ キ ス トとほ ぼ 同 じで あ る。 リ

ンチ ンに よ る と,ケ ル レ ン ・バ ラス ・ホ トの 廟 は1863年 に 建 て られ た もの であ り,そ

の 祭 祀 文 書 は オ ル ドス の 八 白宮 で 使 用 して い た も の を 複 写 した もの で あ る(Rintc-

hen　 l959:9;60-65)。 ケ ル レ ン ・バ ラス ・ホ トの テ キ ス トの タイ トル は 「い に しえの

大 ・小モンゴル の とき,聖 主 チン ギ ス ・ハ ーン が崇 拝 して い た黄 金 ス ゥル デの 献 香 」

(Erte　urida　yeke　baγ一a　Mongγol-un　 diy-e-dtir　boγda　ejen　Cinggis　qaγan-u　sittigsen　altan

sdilde一ツin　sang　orusibai)で あ る。 ケル レ ン ・バ ラス ・ホ トの テ キ ス トで 「黒 い ス ゥル

デ」(qar-a　 sditde)と な って い る と ころ が,ハ ス ビ リク トか らの オ リジナ ル文 書 では,

「白 い ス ゥル デ」(baγan　sdilde)と な って い る。 一 方,『 黄 金 オ ル ドの祭 祀 』 で は,こ

の部 分 の タ イ トル を 「ス ゥル デ の献 香 」(sa'lde-yin　sang)と して い る(Sayinjirγa1&
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Saraldai　 1983:324-329)。

【第 一葉 　表 面 】

l　 Cinggis　eien　boγda-yin

　　　 チ ンギ ス ・エ ジ ン ・ボ ク ドの

2sakiγulsun　 baγan

　　　 守 護 神 で あ る 白 い

3　 stitde一アin　sang

　　　 ス ゥル デ の献 香,

4takil7-a　 kiged

　　　 儀 礼 お よび

5　 sarqud　 bai　sa7alin-u

　　　 酒,茶,乳 製 品 の

6　 勉'み露dイergdikdii一

　　　　　種 類 等 を捧 げ るこ と

7アin　 jl　ng　yosun

　　　 の習 慣 作 法

8　 tegtis　orusiba'

　　　 大 全 あ りき

【第一 葉 　 裏 面 】

nige(一)

1　 alin-u　abi-baP3)アeke

　　　　す べ て の恩 恵 で 大 きな

2　　]'iryalan8-i　abuγad　oγuγata

　　　　幸 せ を運 び,常 に

3π'9en　 agSan一伽01〃 γ〃ugbi34)

　　　　一刹 那 で獲 得 させ る者 た る,

4ariγun　 erdeni一アin35)degeddi

　　　　清 らか な宝 の(よ うな)上 方

5　　boγda-Lyin　anggiろiraP6)tigei

　　　　聖 主 と一 体 とな った

6　　vabir-du37)kδ1一躍η δ1〃lel38)_dtir

　　　　金 剛 の垂 れ房 の 足元 に

7　 sδgtiddtin39)〃7δ避9寵〃2謀∫'
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　　　　ひ ざ ま ず い て 拝 も う。

8u〃la・a-a・huu40)ke〃zen　 7urbata

　　　　 ウ ー マ ア ー ア ー ホ と3回(繰 り返 せ)。

9　 　blam一 ご7-d「ε〃 〃2δrgti〃1tii,

　　　　 ラ マ 僧 に 拝 も う,

10　 bt〃qan-dur〃1δrgtimdii'

　　　　神 に 拝 も う。

ll　 nom-dur〃1δrgti〃Uti'

　　　　経 典 に 拝 も う。

12　 bursang　 quvaraγ 騨ud-dur〃2δrgtimii4且).

　　　　仏 僧 と 僧 侶 た ち に 拝 む 。

13　 altan　 stilde　ke〃2en　 neredddγsen42)

　　　　黄 金 の ス ゥ ル デ と 命 名 さ れ た,

14　 アa〃ibar　 ba　 berke　 si〃z　tis-din43)

　　　　す べ て の 険 難 な 妖 怪,

15　 dayisun-i　 ddruγsan　 qariy-a

　　　　敵 ど も を 鎮 圧 した,威 厳

16　 アθκε漉 ろaγan　sdilde44)アaγar〃la

　　　　大 き い 白 い ス ゥ ル デ,急 激

【第二 葉 　 表 面 】

qoアar　(二)

1'aγa避5)dayun-iyar　 daγudaγsan

　　　　 な 巨音 で 響 か せ る

2　　altan　5tildeろa〃ludur46)takin

　　　　 黄 金 ス ゥル デ貴 方 にふ た た び

3〃iδrgtimab'i.ia'a〃ian　vabir-du47)

　　　　 拝 も う。 金 剛 の吹 流 しを もつ

4iidan-iyan　 barin　kilinglegsen48)

　　　　 槍 を 手 に して振 りまわ し,

5　　iataγuu　be〃・α'〃'γur-du"9)

　　　　 若 き顔 面 に

6J'ayiduγsan50)tist加n-iアen

　　　　 滑 らか な 髪 を

7serbeyilgegsen51)ialaγuu　 boγda

　　　　 ま っす ぐに立 て た若 き聖 な る
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8baγan　 stildCl2)bamadur53)takin

　　　　 白 い ス ゥル デ 貴 方 に ふ た た び

9Mδrgtimti54).'　 ni7ur-duP5)-iyan

　　　　 拝 む 。 顔 に は

10mingyan　 nidtiteiS6)niγuろa-yin

　　　　 千 の 眼 を も ち,秘 密 の

ll　 tiiles-i　nigeken-ber57)tildi

　　　　 行 動 を1つ も

12　 　endeg～ ゴniγur-dur58)-iyan

　　　　 間 違 う こ と な く,顔 に は

13toγorin　 bi〃legttiS9)bo7da

　　　　 丸 い 飾 り(光 輪?)を も つ 聖 な る

14　 　ba7an60)sdilde　 bamadu〃6i)takin

　　　　 白 い ス ゥル デ 貴 方 に ふ た た び

15　　η2δ㎎ 寵〃22～'.'st〃とierアθんθ

　　　　 拝 も う。 英 知 無 限 の 　 　 　 　 　 .

16　 　ん躍乙寵∫寵62)-yin　tulada　 5躍〃ibe"3)

　　　　 力 を も つ こ と か ら,須 彌

【第 二 葉 　裏 面 】

l　　aγt〃αづぜηorg〃 ごゴeger一θsudarSU〃

　　　　山 の頂 峰 の うえ でン ダ ランン 星(の)

2　 ・ejen　4aγan　qor〃1u　ta　tengri64)e〃1tin-e-ben

　　　　エ ジ ン ・ハ ー ン,帝 釈 天 を(自 分 の)前 で

3　　sδgtidjヒegd～1露〃bqア'gsan　boγda

　　　　ひ ざ まず か せ て いた 聖 な る

4　　baγan65)stilde　ba〃ladur66)takin

　　　　白 い ス ゥル デ貴 方 に ふ たた び

5・　mδrgtimdii.'　saγaral　tigei　joriγ。

　　　　拝 も う。 躊 躇 す る こ とな く(堅 い)意 志

6　 du-yin67)tulada'sangsar-du〆s8)

　　　　あ る こ とか ら,宇 宙 に

7アabuγbi　 a〃litan69)sa〃laγuu

　　　　生 き る者 た る衆 生 が 騒乱 や

8〃laγu　 yeke'o)tulada　 sakisuγai7i)

　　　　悪 行 が 大 きい こ とか ら,守 る よ うに
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9　 ke〃zegsen　boγda　sdilde　ba〃iadur72)takin

　　　　とい う聖 な る ス ゥル デ貴 方 に ふ た た び

10　 〃zδrgdi〃1ab'i'δberδber一寵η

　　　 拝 も う。 お のれ お の れ の

11　 営imtis73)・dの,isun　olan-u　tulada

　　　 妖怪 や 敵 ど もが 多 い こ とか ら

12　　01an74)ridi　qobilγan-i　qobilγaJ'u75)

　　　　多 くの神 力や 転 生 を 誕 生 させ

13'陀9伽 伽 σγ媚 忌'禰576)一伽

　　　　余 計 な妖 怪 の

14　 dayisun-u　 bereg-tid-i

　　　　敵 ど もの軍 隊 らを

15　 unaγan　sのノitur　kitug6i77)

　　　　倒 して,ぽ っ さ りと切 る老 た る

16　　boyda　 baγan78)sdilde　bi,"2adu「79):

　　　　聖 な る白 い ス ゥル デ貴 方 に(ふ た た び拝 も う)。

【第 三 葉 　 表面 】

γurba(三)

1〃zadarfO)躍8のor'γ 一du-y'n81)tulada

　　　　躊 躇 す る こ とな く(堅 い)意 志 を もつ こ とか ら

2〃lingγan　 qar-a　nidtin-iyen82)kiligslen83)

　　　　千 の 黒 い眼 を輝 か せ て

3　 qaraJu〃ib'nq　 digei　olan営i〃痂5-tinsu)

　　　　見,数 え きれ ない ほ ど無 数 の妖 怪 の

4　　bereg一寵d-'kδl　dour-a-ban

　　　　軍 隊 らを(自 分 の)足 元 に

5〃zδ1ktigtiitin85)keskigsen86)boγda

　　　　平 伏 せ させ て踏 み つ け た 聖 な る

6baγan87)sditde　 bamadu〃88)takin

　　　　白い ス ゥル デ貴 方 にふ た た び

7　 〃2δ偲躍〃2薦'doγ営in　yeke　kti6titti-s9)

　　　　拝 も う。檸 猛 で 巨 力を もつ

8　 アin　tulada　tongγuriγoo)iidan-iyangi)

　　　　こ とか ら,鋭 い太 刀 と槍 を

9加 珈 κ〃加91の92)ttig　 tab'men93)
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　　　　手 に して振 りまわ し千 万 もの(敵 の)

106ereg-ab'd-tin　 teregdin-'oγ'α伽94)

　　　　兵 士 た ち の首 を 切 りと り

11〃zδbtiglen95)iegdigsen　 bo7da　 baγan96)

　　　　(ウ マ に)つ け て 飾 る聖 な る 白 い

12　　stilde　ba〃ladur97)takin〃zδ9寵 〃1tii.

　　　　ス ゥル デ貴 方 に ふ た た び拝 も う。

13　 01an　iobatang　 tan98)amitan-i

　　　　多 くの苦 難 を もつ 衆 生 た ちを

14　 δグ磁 かθ〃saki7UiW)づyin　tulada'

　　　 寛 容 に守 る こ とか ら,

15　 01an　ridiioo)qobi'γan-iγarγaiu　1　01)

　　　 多 くの神 力 と転 生 を誕 生 させ た

16　　δη～否む～εηsak'γ～}i　bo7da

　　　 仁 愛 あ る守 護 神,聖 な る

【第 三葉 　裏 面 】

lbaγanio2)stilde　 ba〃zadur且03)takin

　　　　白 い ス ゥル デ貴 方 にふ た た び

2　　〃1δrgti〃1ti'.　iar〃γ～)olu〃アabuγad

　　　　拝 も う。 命 令 とな って 出発 し

3　 ialiqai〃laγu　buruγ μiO4)アabudaltan-i

　　　　ず る く,悪 い,邪 教 徒 た ち を

4eろtilken　 daruγbiios)boγdaろa7an且06)

　　　　徹 底 的 に 鎮 圧 す る老 た る聖 な る 白い

5　 sdilde～}a〃iadur且α7)takin〃1δrgti〃漉

　　　　ス ゥル デ 貴 方 にふ た た び拝 む 。

6boγda　 stitde-Lア'〃108)iarliγ一iyar

　　　 聖 な るス ゥル デ の命 令 に

7 .　tittiアabu7bi∂ 謀κ露'nom-dur

　　　 従 わ ぬ者,正 しい宗 教 に

8　 ditdi　oruγbiios)burμ γu〃laγu

　　　　入 ら ざ る老,邪 悪 な

9　 0〃10γtan-il且0)60rの ぜ'αγ"μηm)

　　　 連 中 を 没落 させ て

10daruγbi　 bo7da　 bayan112)sdilde
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　 　　 鎮 圧 す る者 た る聖 な る 白い ス ゥル デ

11bamadurl　 i3)takin　mδrgtimab'.

　 　　 貴 方 に ふ た たび 拝 む 。

12　　edab'gel14)忌ajin'礎ハ摩づ2加115)

　 　　 この 度 宗教 と政 治 の

13　　eteged「〃laγul16)寵〃2dddy～ゴ117)

　 　　 連 中,悪 い働 きを す る者 は

14　　kem　 ten　118)oian　boibaiig)'erdem

　 　　 極 端 に増 え た。 知 恵

15　　ten　i20)sayidろ δgtidbei2i).

　 　　 あ る大 臣 が少 な くな った 。

16　　engke'躍 所SαSin-'122).

　 　　 平 安 な 政 治 と宗 教 を

【第 四 葉 　表 面 】

dδrbe(四)

1　 amurliγulugbii23)boγda　 baγan　iM)

　 　 　 安 定 させ る者 た る聖 な る白 い

2　 stilde　bimadur125)takin　 mδgtimab'

　 　 　 ス ゥル デ貴 方 に ふ た た び拝 む 。

3　 qamuγ 　daytsunl26)一'伽ag鐸 π

　 　 　 す べ て の敵 を灰 の

4tobaraγi27)bo'7an　 gituγbi128)doγSin

　 　 　 廃 虚 に して切 りた お す 者 た る檸 猛 で,

5アekei29)ktibtidi　 bo7da　 baγan　i30)

　 　 　 偉 大 な る 力 を もつ聖 な る白 い

6　 s躍tde　bamadur且31)takin　 mδgdimdi'

　 　 　 ス ゥル デ貴 方 に ふ た た び拝 む 。

7　 diiil　yadaγuui32)qar-a　 iirdike

　 　 　 思想 が乏 し く黒 い心(を)

8彪 が3)一〃o〃20γ・'伽oツ 吻 ぬ η134)

　 　 　 もつ者 た ち の勢 い を 衰 弱 させ て

9daruγbi　 boγda　baγan　i　35)stilde

　 　 　 鎮圧 者 た る聖 な る 白 い ス ゥル デ

10ba〃laduri36)takin〃2dirgdimab'i:

　 　 　 貴方 にふ た た び拝 も う。

176



楊 モンゴルにおける 「白いスゥルデ」の継承 と祭祀

11tusatan・sayid一 姻 珈 〃z137)-i　mandaγutugろi'38)bo7da139)

　　　　 有 用 な 大 臣 の 計 略 を 発 展 さ せ る 者 た る 聖 な る … …

12　 　egtin-i　 edtir-tin且40)n　 igen　tei4i)takin

　　　　 こ れ を 日 に 一 度

13　 bidabasu　 ebedbin寵9θ'

　　　　 で き れ ぽ,病 気 が な くな り

14　 　erigdil　engke。ber　 iirγaiu　i42).

　　　　 清 ら か に 平 和 に(暮 ら し を)楽 しみ,

15　 fobalang　 digei　J'ir7atan8-iya「

　　　　 苦 難 が な く,幸 せ に

16　 　ノ『rγご～L/iu　jol　d　tigei/i4n　 na〃lur一

　　　　 暮 ら し。(冬 の)雪 害 が な く,(一 年 中)夏 と 秋

17　　りノarノ～ηdヴ セ4143)'egdin-i　edtir-abn

　　　　 の よ う に 暮 ら し 。 こ れ を 日に

【第 四 葉 　 裏 面 】

1nigenteni")takin　 bidabasu　 aγuraltu

　　　　 一 度 で き れ ぽ,怒 りを もつ

2dayisun　 qalaγai　 degere〃2-e145)min8γan

　　　　 敵 と盗 賊 や 強 盗 ど も を 一 千

3beri且as)・-Yin　 7ajar　 buruγudduJ'ui47)

　　　　　ベ ル も の(遠 い)と こ ろ へ 遠 ざ け

4gam　 uγa〃litan-i　 qaran8γui

　　　　 一 切 衆 生 を 暗 黒 な

5sangsarl48)-aba　 7ar7uii49)-yin　 tulada.

　　　　 世 界 か ら救 い だ す た め に 。

6qa〃luγno〃!-ud-iアar　 qariγutun

　　　　 す べ て の 経 典 等 で 答 え て

7　　daruγbiiso)7¢ アiqa〃1営iγisi)営idetti

　　　　 鎮 圧 者 た る,驚 嘆 す べ き堅 く,

8わo卿 ろaγanl52)5〃de・ba〃laduri53)

　　　　 聖 な る 白 い ス ゥ ル デ 貴 方 に

9　 　takin　 mδgti〃1dii'kimaragui54)

　　　　 ふ た た び 拝 も う。 混 乱(と)

10te〃iebildab`kabi-ii55)a〃iurliγulugbi
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　 　　 闘争 を鎮 静 化 させ る者 た る

11keletti'56)dayisun-u　 jaligin-i157)

　 　　 舌 の あ る敵 の弊 害 を

12　　γarγan～iegereten-ei58)gituγbi

　 　　 洗 い 出 して 消 しさ り,(敵 を)切 りつ くす者 た る

13　 boγda　baγan　i　59)stilde　bamadurioo)

　 　　 聖 な る 白い ス ゥル デ貴 方 に

14t・ki・ ・mδ・gtimdi'　eimdii6i)nr・etti'62)k・m・n

　 　　 ふ た た び 拝 む。 こ うい う名 前 で あ る と

15a〃li　 nasun-iyani63)dayadqan

　 　　 年 齢 を(言 って)祈 り

16　 jb1∂α1ゼ〃luii64)'アeni　de'ekei　ulus-un

　 　　 拝 も う。 全 地 球 国 家 の
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【第 五 葉 　表 面 】

∫α伽(五)

1　 弓伽165)bolUγsan　 yirtenbi-yin　sakiγulsun

　 　 　 主 とな った,世 界 の 守 護 神

2　 boluγsan　yertingkei　ulus-un

　 　 　 とな った,あ まね く国 家 の

3eiin　 boluγsan　uriy-a　yeketdii66)

　 　 　 主 と な った,召 集 力を 大 き くもつ

4　 baγan　stilde-llin　gegenδrab営iyeiu".

　 　 　 白い ス ゥル デの 威光 が仁 愛 を 示 し

5qan　 167)-u　tiris　kiged　qarabu　 atbatu

　 　 　 ハ ンの子 孫 お よび 普通 の庶 民,

6　 ulus　ba　qam　uy　tdimen-iyen　qの,irlan

　 　 　 国 家 と全属 民 を 愛 護 して

7　　ibegen　suアarγ一a:'"

　 　 　 ご加 護 を賜 る よ うに 。

8　　〃lang9〃a〃la

　 　 　 吉 祥 あ れ。

4.4.3秘 唱 され る テ キ ス ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

エ ル ケセ チ ェン の 報 告 書 に よる と,祭 に お いて,丸 煮 を盛 り,そ の上 に供 物 ジ ュル
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ドを 置 く。 そ して これ らを 「白 い ス ゥル デ」 に捧 げ る。 参拝 者 が9回 叩頭 す る。 旗 手

が 煮 汁 を 「9の9」 す なわ ち81回 振 りま く。 っ つ い て,バ クシ職 が 極 め て厳 粛 な表 情

で 祭 史 ウチ ュ ク(UCIg)を 唱 え る。 エ ル ケ セ チ ェン は こ こで,と くに 「厳 粛 な 表 情 」

を 強調 して い る』 ウチ ュ クが 唱 え られ て い る と き,参 加者 全 員 が 服 装 を と との え て ひ

ざ まつ く。 帯 を は ず して両 手 で も ち,帽 子 と刀 をそ ば に 置 く(Erkese6en　 1991:17)。

これ は,「 黒 い ス ゥル デ 」 の 祭 祀 に お い て も 同 じ で あ る(Sayinjirγal&§araldai

1983:299-300)。

　 私 の調 査 した と ころ,祭 史 ウチ ュ クの 内 容 を 決 して 明晰 な 口調 で唱 え て は な らな い,

とい う新 た な情報 を 得 た。 チ ンギ ス ・ハ ー ンの八 白宮 の祭 祀 に お い て,「 大 ウチ ュ ク」

は 早 い 口調 で詠 み上 げ る とい う(Sayinjirγal&Saraldai　 1983:169)。 私 が1992年 に 八

白宮 で調 査 して い た と きの観 察 で は,ウ チ ュ クは だ れ に も聞 き取れ な い よ うに,細 心

の警 戒 の も とで 唱 え て い た(楊1998:65)。 ホル チ ャバ ー トル に よ る と,オ ル ドス ・

ウー シ ン旗 に あ る ガ タ ギン 部 の 「十 三 ア タ ガ ー ・テン ゲ ル祭 」 に お いて,「 ウチ ュ ク

の書 」(tibig-din　sudur)は,「 秘 密 の書 」(niγuba　sudur)と され る。 特 定 の 人物 以 外,

ウチ ュ ク を 見 た り覚 え た りす る こ とは 出 来 な い こ と に な っ て い た(Qur6abaγatur

1992:173)。 また,チン ギ ス ・ハ ー ンの 末 子 トロイ ・エ ジン の 祭 祀 に お い て,ウ チ ュ

クは,チ ンギ ス ・ハ ー ンの 歴 史 を語 る も の と され,秘 密 を守 るた め に祭 祀 者 は 供 卓 の

下 に 潜 り込 ん で詠 む こ とに な っ て い た(楊1997:665)。 この よ うに ウチ ュ ク は 「秘

密 の歴 史 」 と認 識 され て い るの が特 徴 的 で あ る。

　 テ キ ス トで は,【 第 五 葉 】 の 表 面9行 目か ら 【第九 葉 】 の表 面14行 ま で の 内容 が ウ

チ ュ クに相 当す る(写 真4)。 同13行 目に 「この よ うに聖 ス ゥル デ の祭 史 ウチ ュ ク終

わ り」(ene〃letdi　boγda　sdilde　Obtig　tegtisbe)と あ る こ とか ら,「 聖 ス ゥル デ の祭 史 」

(boγda　sdilde　Obtig)を タイ トル と して 理解 して も さ しつ か え な い ので あ ろ う。 エ ル ケ

セ チ ェン は報 告 書 の なか で,こ れ に相 当 す る部 分 に 「聖 主 の 白い ス ゥル デ の祭 史 ウチ

ュ ク 」(eien　 boγda-yin　 baγan　stilde-yinδbig)と い う タ イ ト ル を つ け て い る

(Erkese6en　 l991:50-54)。

　 この 「聖 ス ゥル デ の祭 史 ウチ ュ ク」 の 内 容 は,ジ ャム ツ ァラ ー ノが オル ドス よ り収

集 した 「黒 い ス ゥル デの 祭 史 ウチ ュ ク」(9ar-a　 stilde-yin　b'c'ig　orusiba)と い うテ キ ス

ト(Rintchen　 1959:73-76)と 一 致 す る と こ ろが 多 い 。 また,同 じ くジ ャ ム ツ ァラ ー

ノが 集 め た 「黒 い ス ゥル デ の 祭 祀 」(9ar-a　 stilde-yin　takilγ一a)の 一 部(Rintchen

1959:69-70)と も似 た 表 現 が 目立 つ 。 ジ ャム ツ ァ ラ ー ノの 「八 脚 の 白 い ス ゥル デ の

祭 祀 」(Rintchen　 1959:71-73)と は,異 な った 内 容 で あ る。
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写真4　 白いス ゥルデの祭祀文 書

　 ウチ ュ クを唱 え る と き女性 は排 除 され る。 唱 え終 わ った あ と参 加 者 全 員 が一 人 ず つ

み ず か らの父 系 親 族 集 団 名(oboγ 　yasu),祖 先 の 名,自 分 の名,男 子 の 名 と年 齢 な ど

を ス ゥル デ に報 告 す る(Erkese6en　 1991:17)。

【第 五 葉 　 表 面 】

9　 ene　 metdi　 J'albiran　 egab'sgektii　 ktZsebesab168)

　 　 　 こ の よ うに 祈 りを は じ め て 祈 願 し

10htiti　 qay-a169)deger-e　 yere　 istin

　 　 　 さ て,上 の99の

11　 tengri　 tendenbe1?o)Sitabktii-ddi且71):

　 　 　 天 の と こ ろ か ら 崇 拝 し た と き

121sdigeii72)baγatur-aba　 Sittikdii-ttii73).

　 　 　 イ ェ ス ゥ ゲ イ ・・ミー トル か ら 崇 拝 し た と き

13yeke　 suiatii74)iiaγur-tu　 boluγsan且75).

　 　 　 偉 大 な 精 神(の)根 本 とな っ た
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14　 Yirtenろii76)づyinの θηbolu7san.

　 　 　 世 界 の 主 と な っ た

15　 TetndiJ'en　 suutui77)boγda-aba

　 　 　 テ ム ジン(と い う)英 明 聖 主 か ら

16　 egtidtiγsen:deger-e　 tuluγ 一un

　 　 　 創 造 さ れ た 上 に,フ ェ ル トの

【第 五 葉 裏 面 】

1　　4δ1わ24ノ『η～raγan　de～)esgeri　78)一露η

　　 　四方 形 の 白い敷 物 の

2degerl-e　 saglaγari79)modun-u

　　 　上 に,茂 った 木 の

3　 ic'u7ur-i　bosqaiu　 temtirtin

　　 　根 元 を起 こ して,鉄 の

4　 qadaアasun　 tab'rdi-yin　tdiSiLY-e

　　 　釘(の よ うに),政 治 の支 え柱

5　 bolu7san.!δ わ一伽 アεκε{φη一罐

　　 　 とな った。 中央 の偉 大 な る主 君 の

6　　tδrti'i　tδnigsen　i80)degtineri8i)beン ーe一アin

　　 　一 族 親 類 を 生 ん だ弟 た ち は わ が 身 の

7　　ttisiアーe　bo'uγsan'dδbin

　　 　支 え柱 とな った 。 四十

8　　ご謀〃len-di　tengri二yin　5鹿'とie　bo'uγsan　l82).

　　 　万(モンゴル)の 天 の ス ゥル デ とな った。

9　 irtenbii83)ツ加 アεん2⑳ ηわ01κγ5απ

　　 　世 界 の偉 大 な る主 とな った,

10istin・Or'θtid184)'痩r内 ・'η磁 か一e

　　 　 九 人 の 将軍 が政 治の 支 え柱

11　 bolu7san.アerdingki且su)ulus-un

　　 　 とな り,全 国家 の

12　　stildei86)boluγsan'istin　 kδ1-ddi　i　S7)

　　 　 ス ゥル デ とな った九 つ の 脚 を もつ

13ろaγan　 tuγi88)-iyan　bosqaγad:

　　 　 白 い ス ゥル デを 立 て て

14　　〃iδn8ke　tengri一ンin　jiyaγabar

　　 　 長 生 天 の運 命 に よ って
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15　 egdidbdii89):〃iongγol　 ulus-taγan

　　　 創 造 さ れ,モ ン ゴ ル 国 家 に と っ て

16　 stilde　 bo1γuiuico).〃dδnggdi　 a'tan

　　　 守 護 神 と し,銀,金

【第 六 葉 　 表 面 】

タr卿 γ一a(六)

l　 erdenesigi)-iyer　 bi〃leiu".Muγuli

　　　　の 宝 物 等 で 飾 り,ム カ ラ イ

2ktiltig　 bing一 遣ンer192)o否ang-iアan　 193)

　　　　駿 馬(に)真 摯 で 全 財 産 を

3bariyulu7san　 atmanig4)naran・saran

　　　　託 し た 。 巨 大 な 太 陽(と)月 の

4吻 μr-dulgs)'　 a1〃ias　erdeni-yin

　　　　 出 自 を も ち,ダ イ ヤ モ ン ドの

5iirtiketdi　 i96)aγu　 bδkdi　 ulus-un

　　　　心 臓 を も ち,あ ま ね く国 家 の

6eiin　 boluγsan　 altan　 stilde一

　　　　主 と な っ た 黄 金 ス ゥ ル デ

7　　d躍7takin　 Mδrgdimtiig7)'namurunig8)

　　　　 に ふ た た び 拝 む 。 秋 の

8naran　 saran　199>gegen・gere〃 伽 θ〃ler

　　　　太 陽(と)月 の 輝 か しい 光 を も ち,蔭

9アeke　 ulUS-t〃1ε ゴ2ηbolUγsan200):

　　　　大 き い 国 家 の 主 と な っ た

10　 boγda　 caγan　 sdilde-ddir　 takin

　　　　聖 な る 白 い ス ゥ ル デ に ふ た た び

11〃1δrgti〃Ut'i:　 nasu　 btiri　ten20i)dayisu〃 一'

　　　　拝 も う。 生 涯 に わ た っ て 敵 を

12　 　doroyitaγulugbi202)neme「203)アeke

　　　　没 落 さ せ た 者 た る,蔭 大 き い

13　 boγda　 baγan　 stilde-d寵r　 takiη

　　　　聖 な る 白 い ス ゥ ル デ に ふ た た び

14　 　〃1δgtimtil?04)'btiriy-e　 uriy-a205)

　　　　拝 も う。 嘲 臥(の よ う に)召 集 力(を)

15yeke-tti206)Bo7urbi　 Muγuh?07)
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　　　　大 き くも ち,ボ ウル チ,ム カ ライ

16qoツailo8)nδktid・tab'20s):　bolbasun

　　　　 2人 の親 友 を もち,熟 した

【第六 葉 　 裏 面 】

l　 bolud　 erdeni一アin　iirtiketti.

　　　　鉄 鋼 の心 臓 を も ち,

2boγda　 eiin-uアeke　 ba7an

　　　　聖 主 の偉 大 な る 白い

3　 stilde-ddir　takin〃1δgtimdii'

　　　　ス ゥル デ にふ た た び 拝 も う。

4　　qutuγtu　mδngke　 tengri一アin

　　　　福禄 あ る長 生 天 の

5　 iiYaγaba戸10)egtidbti　qotala

　　　　運命 に よ って 創 造 され たす べ て

6bδgdide-yin　 eien　boluγsan'

　　　　全部 の主 とな った 。

7qota　 balγasun2ii)-i　ebden

　　　　都 市,町 を 破 壊 して

8yabuγui-dur2i2)'　 qutUγ 一tu

　　　　い く とき,福 禄

9　　δli-du213)bolU　7san,boγda2　i4)

　　　　吉 祥 とな った 聖 な る

10　 アeke　baγan　stilde-d躍r

　　　　偉 大 な 白 い ス ゥル デに

11　 takin〃zδrgti〃πt'121S)'1加d「ab'rアeke

　　　　ふ た た び拝 も う。 高 く偉 大 な る

12tengri-Yin216)」 り・aγaba〆i7)egtidbti:

　　　　天 の 運命 に よっ て創 造 され

13　　　0rdus　ttimen●iyen　tδblen2i8)

　　　　 オ ル ドス万 戸 を 中心 と して

14　　bayiγuluγsan'OMO7　 tan219)

　　　　成 立 させ,威 勢 あ る

15　 dのyisun-i　esergtibinアabuqui一

　　　　敵 を迎 え うつ

16　　dur:olia〃lorin-i　 abquγutuγsan

183



184

とき,捕 虜 と馬を とらせた

国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

【第七葉 　表面 】

doluγ一a(七)

1boγda　 baγan　stilde　6a〃ladur220)

　　　　 聖 な る 白 いス ゥル デ貴 方 に

2takin〃!Org伽 が21)'　onu〃 〃10ren-1222)

　　　　　ふ た た び 拝 も う。 ナ ノ ン河 に

3　 uruγu　dobdulqui-dur'

　　　　　に沿 って 攻 め た と き,

401an　 ulus-un　eiin　boγda'

　　　　　多 くの 国 の 主 た る聖 な る
　　　 サ

5Cinggis　 qaγan-dur223):o伽 ⑳ 属5〃〃-1224)

　　　　　チン ギ ス ・ハ ー ン に,大 勢 の 敵 を

6　　doroアitaγulunδggdi8bi'orui一 アin　efin　 boluγsan　 boγda

　　　　 没 落 さ せ て や っ た 者 た る,頂 点 の 主 と な っ た 聖 な る

7baγan22s)stilde　 ba〃laduP26)takin

　　　　　白 い ス ゥ ル デ 貴 方 に ふ た た び

8　 　〃1δrg・di〃1ab'1227)'Bδノ・te　bδ6in228)γurban

　　　　 拝 も う 。 ボ ル テ ・ブ ジ ン(を)三

9Merked-1229)daγaγulusan230)'助 κr-a

　　　　　メ ル ケ ト部 が 連 れ て い っ た(と き),ブ ー ラ ・

10keger-e　 eki　selengge　 uruγu

　　　　　ケ ー レ231),エ キ ・セ レ ン ゲ に 沿 っ て

11dobdulqui-dur.'　 b〃'〃r'P32)tige'

　　　　 攻 め た とき,抜 け る ζ とな く

12　　tiiledttigろi233).'bo7da　eien-ab

　　　　 成 功 させ た,聖 主 の

13baγan　 sditde一伽'ak'n　 mδrg伽1ti234):

　　　　　白い ス ゥル デ に ふ た た び拝 む 。

14　 sayibar　iayun　 aliiyas　bin　ti

　　　　　よ く(貴 方 の)百 の疲 労 を

15　　営'η'ご7ノγulun23s)δ99彦9～ゼ'saγar

　　　　 ね ぎ ら って あ げ て,た ゆ む(こ と)

16　　tigei　doluγan　on236)ayalan　 yabuqui一

　　　　 な く七 年 間遠 征 に赴 く



楊 モ ンゴルにおける 「白いス ゥルデ」 の継承 と祭祀

【第 七 葉 　 裏 面 】

1tur237)」 伽'α η ぬ π238)Oggab'8bi'

　　　　 と き,ね ぎ ら っ て あ げ た

2　 　boγda　 eiin・u　6aγan　 sUtde-dtir

　　　　 聖 主 の 白 い ス ゥ ル デ に

3takin〃1δrgtimtii239)'　 qar-a　 TObed2co)一'

　　　　 ふ た た び 拝 も う。 黒 い ト ゥベ トを

4forin〃iorduγsan-dur　 qdrmai24i)

　　　　 目指 して 出 発 した と き,無 数 の

5sayidu　 adaγusunM2)一'

　　　　 大 臣,け も の を

6　　abquγulugsanM3)'qaMUγbδgdiden-1244)

　　　　 服 従 さ せ た,す べ て 全 部 属 を

7doroyita7ulunδggtigbi'qa「iン ーa

　　　　 没 落 さ せ て や っ た 者 た る,威 厳

8　 アeketdi　 baγan　 stilde245)-6漉r

　　　　 大 き い 白 い ス ゥ ル デ に

9　 　'αん'〃〃1δrgdi〃1ab'1246)'dδrben　 tti〃len

　　　　 ふ た た び 拝 も う。 四 万

100rud247)一 ゆ7加 〃iorduqui-dur.

　　　　 オ イ ラ ト部 を 目指 して 出 発 し た と き

11ttitet　 tigel248)baγuraγutun　 b'gdigbi249).

　　　　 躊 躇 な し に 打 撃 を 与 え,

12　 　dδbin'寵 〃len　(bebereg-din2so))　 ten8riづンin

　　　　 四 十 万(モ ン ゴ ル の)天 の

13kdibtin　 tuγ一α251)πε〃1{塀252)'dδb'〃 伽le〃-1253)

　　　　 力 に 加 え て,四 十 万(モンゴル)の

14　 　ter「egtin254)boiuγsan255)'boγda　 baγan

　　　　 首 領 と な っ た,聖 な る 白 い

15　 stilde-6醗r　 takinη7δ 避9寵〃1dil256)'

　　　　 ス ゥル デ に ふ た た び 拝 も う。

16　 　qar-a　 aγula-dur　 qani　 tigei

　　　　 黒 い 山(の な か)に 親 友 な し に

【第八葉　表面】

勘 肋α(八)
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1　 アabuqui-du〆57)qadanろereg-'

　　　　い っ た と き,石(の よ う に 堅 い 貴 方 の)軍 隊 を

2binti　 tδ8enin258)アabuγbi2s9)t

　　　 指 揮 して い っ た 者 た る,

3　 qari　 2-a　yeketdi　 stilde・i200)bin　 di

　　　 威 厳 大 き い(貴 方 の)ス ゥ ル デ を

4qadaγalanアabuγbi'eke　 qadaγatu26i)

　　　　も っ て い っ た 老,母,重 要 人 物(と)

5aγula　 abinar　 binti〃iδrgtin　 Obtine〃1262)'

　　　　(章方の)正 統の子孫たちが叩頭して述べホう。

6露 η{メ實raγulan-duR63)dabanンabuqui一

　　　 高 い 山に 登 って い った

7　　dur264)δsbtiriろereg-i　6inti

　　　　とき,(貴 方 の)増 え た軍 隊を

8　 tδ8ertinアabuγbi'tindtir　yeke

　　　 指 揮 して い った者 た る,高 く偉 大 な

9sdilde一 伽 δ〃lbitdi265)aγul　abinail66)

　　　　ス ゥル デに,封 地 を もつ(貴 方 の)正 統 な子 孫 た ち

10δ 〃劾2δ ㎎伽 伽 ηe〃1267)::sar7-a268)

　　　　が 叩頭 して述 べ よ う。 淡 黄 色 の

11⑳ η一a269)ッ'〃kδgab"一り・er　qol加 γ一α

　　　 種 雄 馬 のた て が み で綱

12わo加gsan270).'　 kelekdi　bδgtide-y'n　eiin

　　　　とさせ た,話 す老 す べ て の主

13botu7san27i)'　 ki〃1　digel272)olan　dayisun-i

　　　　とな った,限 りな く大勢 の敵 を

14　　doroyitaγulunδgdigCl273)'gegen

　　　 没落 させ てや った者 た る,輝 か しい

15　 iiaγur-tu　boγda　baγan　sdilde-dtir

　　　　出 自を もつ 聖 な る 白 い ス ゥル デに

16　　takin〃zδrgtimtii:baγan274)aiarγ 一a275)づyin

　　　 ふ た た び拝 も う。 白 い種 雄 馬 の

【第 八葉 　 裏 面 】

lkδgdil-iyer　 qolbaγ 一a　bolγagsan276)

　　　 た てが み で綱 とさせ た
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2qa〃z　 uγbδgtide一ツin　eiin　boluγsan'

　　　 す べ て 全 属民 の主 とな った,

3qarmal?77)bδgtide-yin　 oroi-yin　bimeg

　　　 広 く全 部 属 の頂 点 の飾 り

4bolu7san278)'qal「atan　 dayisun-i

　　　 とな った,悪 人,敵 を

5　　(～α1γ4ア〃aγal　tigei　doroツitaγulug～ゴ279)

　　　 容 赦 な く没 落 させ てや った老 た る

6　 qariy-a　yeketab'baγan　sdilde

　　　 威 厳 大 き い 白い ス ゥル デが

7ノ ∂r'γ〃ieden　itγatu7ai280)'qa〃luγ

　　　 自由 に勝 利 す る よ うに。 す べ て の

84ζ 卵u〃 ・'eb〃a卿281)daruγb"

　　　 敵 を破 壊 して 鎮圧 し,

9　 qa〃IUγsedkigsen　 foriγtusa-1?82)

　　　 す べ て の感 じられ た意 志 と役 割 を

10dzi・d・mun・283)網 囎 鹿'醜 ・γbi・

　　　 如 意 の よ うに 完 成 させ た者 た る,

11qatun　 kδbegtin284)-i28s)04加 わ01γα9ろβ86)'

　　　 妃 と王 子 を捕 虜 と為 した老 た る,

12　 qa〃luγulus-iyan　 yabiy-a-du287)

　　　 す べ て の 国を 功 績 あ る

13　 bolγagbt288)・qa「iy-a　yeketti　ba7an

　　　　と為 した者 た る,威 厳 大 きい 白 い

14　 s實1de-・Yin289)jo7'γmeden　ilγatuγai.'

　　　 ス ゥル デ が 自由 に勝 利 す る よ うに。

15　 躍η6躍rアθκθaγula一ツ12go)uru　7u

　　　 高 く大 きい 山 を 目指 して

16dobdolγUi29i)-dur　 Okin　kObegab'n292)一ρ93)

　　　 攻 めて い くと き,女 と子 供 を

【第 九 葉 　 表 面 】

繊(九)

l　 olia　 bolγaqUi2pa)一 アin　tulada'

　　 　 捕 虜 と為 す た め

2　 diber-tin　 aγul　abinar295)bin　 ti
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　 　 　 貴 方 の正 統 な子 孫 た ち が

3mδrgdin　 bbtine〃1296).δ助 〃露297)

　 　 　 叩 頭 して述 べ よ う。 幸 せ

4bo'u7san.baγan　 stilderアin　j∂r'γ

　 　 　 とな った,白 い ス ゥル デ が 自由 に

5〃ieden　 ilγatuγai298)'　qan　a7ul

　 　 　 勝利 す る よ うに 。 ハン の正 統 な

6aγUt　 a6inar1R299)～ ゴπ寵〃iδrgtin

　 　 　正 統 な子 孫 た ち が 叩頭 して

7　　δb漉nem300)'qaraγalan30i)obuγarbu

　 　 　述 べ よ う。 眺 め て 集 ま り

8　 qadaγalan　 yabuγui-tu302):　qan　itan

　 　 　手 に して い くと き,親 友

9　　〃δκ露d一ご1躍303)ktinisti304)アekeken

　 　 　幕 僚 た ちに,大 い な る食 餐

lo　 jiyaγagbi305)qariy-a　yeke-tti

　 　 　 (と な った)好 運 者 た る,威 厳 大 きい

11　　ろa7an　sdilde　ioriγ 〃ieden

　 　 　 白 い ス ゥル デ が 自由 に

12　　ilγatuγai306)=:・・=:::・…　　::

　 　 　勝 利 す る よ うに。

13　 e〃θ〃eUt　bo　7da　stilde　b'c'ti8

　 　 　 この よ うに聖 ス ゥル デ の祭 史

14　　tegtisbε307)'〃lang8ita〃la'

　 　 　終 わ り。吉 祥 あれ 。

国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

　 4.4.4　 そ の他 の テ キ ス ト

　 オ リジ ナル ・テ キ ス トの 【第 九 葉 】 の表 面15行 目に は 「献 香 の儀 礼 これ な り」(ub-

sang-un　 takiiγ一a　anu)と あ る。 これ 以 降 の部 分 に は 「献香 の儀 礼 これ な り」 とい うタ

イ トルを つ け る こ とが で き よ う。 この テ キ ス トは 【第 十葉 】 の表 面14行 まで続 く。 エ

ル ケ セ チ ェ ン の報 告 書 に あ る 「偉 大 な 白 い ス ゥル デ の 献 香 の 儀 礼 これ な り」(アθ舵

baγan　stilde-yin　sang-un　 takilγ一a　anu)と 題 す る テ キ ス ト(Erkese6en　 1991:42-45)の

一 部 分 と
,ほ ぼ 同 じで あ る。

　 また,【 第 十 葉 】 の表 面15行 目か ら文 書 の最 後 まで は,モンゴル 語 で ラ シ(rasi)
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と呼ぼれる部分である。

【第 九葉 　表 面 】

15　 ubsang-un　 takilγ一a　anu

　　　 献 香 の儀 礼 これ な り。

16　 0〃la　a一α。　hdidi　ke〃lenγurbata'

　　　　オ マ 　 ア ー ア　 ホ ー と三 回。

【第 九葉 　裏 面 】

1　 boγda　bla〃1-a　ida〃1γurban

　　　 聖 ラマ,イ ダ ム,三

2　　erdeni'bodisadu308)arban　 j滋9一躍η

　　　 宝,菩 薩,十 方 の

3　 erki〃i.be'burqan　 baγSi一アin営aiin

　　　 尊 貴 と,仏 師 の 宗教

4　　〃o〃i-ud　ekiten.btirin　ende

　　　 経 典 らを は じめ,こ と ご と くこ こに

5　 s復アarqaiu　eriγdtin'no〃1-un　beノーe一アin

　　　　ご光 臨 な され 。 経典 の身 体 が

6a〃lur　 J'i7ar309)e～rikin'no〃1-un　kti6tin

　　　 静 か に天 竺 へ い く よ うに。 経 典 の 力 が

7tegdisabγsen3iO)stilde　 ner:no〃1-un

　　　 貫 徹 され た ス ゥル デ た ち。 経 典 の

8　 nom-un　 Saiin　sakiγulugsan3ii)nδkdidneP　 i　2)〃o〃1・un

　　　 経 典 の宗 教 が 守 護神 とす る幕 僚 た ち,経 典 の

9　 delger　orun　ende　oruSi'

　　　 広 い世 界 が こ こに ご降 臨 な され 。

10　 sayin-u　amur　 aγuuアeke

　　　　良 い平 和 が 偉 大 な

ll　 dabbang-tur3i3)'　 sang-un　 OγUγudi14)

　　　 経 箱 に,香 の す べ て の

12　 戸'ム躍πed-ls　15)sang-un　 tintid

　　　 種 類 の もの を(燃 や して),香 の匂 い らが

13　 uγturγui-;yi　degdirgen'se～}en

　　　 頂 点 を満 た す よ うに。 賢 明 な
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14　 qa〃luγsab'lde　 ner-i　taki〃2㍑"

　 　　 す べ て の ス ゥル デ ら を 祭 ろ う。

15J7yaγan3i6)-u　 a〃zur　sayin-u317)

　 　　 幸 せ な 良 い 平 和 の(お 蔭 で)

16　 」θldger318)7a〃ISi7　 maγu　 iru-a-i319)

　 　　 障 害,天 災 と悪 兆 を

17　 　qari7ul'J'ibi　 basa　 amin　 nasu-i320)

　 　　 遠 ざ け 。 さ ら に ま た 寿 命 を

18urtudγ 一α321)'ガ1励'α 〃lur

　 　　 長 ら え る よ う。 毎 年 平 和 で

【第十 葉 　表 面 】

arba(十)

lJ'iryal　 boltuγai:　qani　nδkdid320)

　　　 幸 せ に な る よ うに。 親 友 と幕 僚 を

20n～ …a　nadur　 qaンirla'qa〃luγ

　　　　よ り一 層 い た わ る よ うに 。 す べ て の

3　　　　keSig　buツan　～}oγ一i　qayirla323)

　　　 恩 賜 と福 禄 と威 光 を賜 る よ うに 。

4.qan-u　 iru-a・kele・aman-i324)usad7-a'

　　　　ハ ン(に と っ て)の(悪 い)兆 候 乳 中 傷 を 断 絶 さ せ よ う 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

5qarip25)sedgel　 boγu〃itasun　Silay-a326)・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '＼.、　　　　退 廃
の 考 え が(頭 に)つ ま った 姦 邪 な

6σ σ〃 畑 ㈱ 伽 〃86ガ2の4噴 μ・-i

　　　 救 ㌧・よ うの な い邪 悪 な敵 ど もを

7qar-a　 j寵8一鐸ηθノrた増11d躍r　bolγagろi328)'

　　　 黒 い 方 向の 管轄 下 に為 す 者 。,

8　 qari　dayisun　 doγSin∂ 寵κ躍

　　　 悪 敵,凶 悪 な(者)す べ て(を)

9　 bdirilge'burqan　 baγ営i一アin営aiin　no〃2-i

　　　　消 滅 せ よ。 仏 師 の宗 教 と経 典 を

10　 s(t)αん∫」μ329)'boγda　sdilde　nimenアuγan

　　　 守 り(祭 り),聖 な る ス ゥルデ が 万衆 を

11　 dedgdi .海tengri　kdi〃1　tinδ4/1330)

　　　 助 け,天 の 人,吉 祥 が

12　　〃mndt〃33且)'bθ9θ'dengsel躍9θ'
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　　　 我 々を加 護 す る よ うに。 苦 難 の な い

13　 〃1δr-tinδα(7utuγoruSi:

　　　 道 の 吉祥 と福 禄 が 光臨 す る よ うに。

14　　manggila〃la

　　　 吉祥 あれ 。

15　 yerdi-Yin　sang　btiged.

　　　 平常 の献 香 と

16　　burqan〃o〃1　 ba　qovaraγ'

　　　 仏,経 典 と僧 侶,

【第十 葉 　裏 面 】

1　 abural:un　 orun　bodi　ktirtel-e

　　　 極楽 の世 界 の 菩 提 に いた る まで

2　 itegemdii'dinenγurban　 erdeni.

　　　 信 じ よ う。 真 の三 宝,

3　　abnen　no〃z-un　binar　ba,

　　　 真 の経 典 の 本 質 と,

4　 ab'lemLiite　sedkel-ber　 tiietel-e

　　 ,豊 か な意 、志で も って万 象 の

5　 ε〃1δn-e〃ε営idi8e'qar舌i

　　　 前 に心 残 りな しの障 害(?)

6　 ba'dindtir　aγuu　debisger'

　　　　と,高 く偉 大 な る 台座

7　　顔捻ε9寵1θ〃9一ごbn　takil-un　ed'

　　　 美 しい祭 祀 の器 具,

8　　dindti5tin-ti　v8'一'露r.・寵ηθ〃itektii

　　　 根 本 の境 界 に,正 真 正 銘 の

9　 iir7aiang　dirgtiijiten　edelektii　yeke

　　　 幸 せ が引 き続 き実 り,大 きい

10　 datai　boltuγai"・ ・"　　　..

　　　 海 とな る よ うに

11332)

12

13

14
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5　 お　わ　 り　 に

　 以 上,本 論 文 は現 在 オル ドス ・ウー シ ン旗 に あ る 「白い ス ゥル デ」 祭 祀 に つ い て,

祭 祀 者 集 団,祭 祀 の期 日,祭 祀 に おけ る特殊 の供 物 と職 掌 に 注 目 し,祭 祀 テ キ ス トを

呈 示 しなが ら述 べ て きた 。 そ れ に よって,以 下 の こ とが 明 らか に な った 。

　 第1,オ ル ドス ・ウー シ ン旗 に あ る 「白い ス ゥル デ」 の祭 祀 者 集 団 は,モ ン ゴル の

チ ャハル 部 を本 来 の出 自 と し,リ クダ ン ・ハ ー ンの追 随 者 で あ った。 「白 い ス ゥルデ 」

は元 来,大 ハ ー ンの駐 在 す るチ ャハ ル部 に よ って維 持 され て い た。 チ ャハ ル部 に は,

後 金 国 に激 し く抵 抗 した 歴 史 が あ る。 そ のた め,「 白い ス ゥル デ」 祭 祀 活 動 は 衰 退 を

余 儀 な くされ,き わ め て 限 られ た 範 囲 内 で しか お こな わ れ な くな った。オル ドス の ウ ー

シン 旗 で 祭 祀活 動 が 再 開 され て か ら,サ ガ ン ・セ チ ェ ン ・ホ ン ・タ イ ジに 属す るガ ル

ハ タ ン部 は,積 極 的 に 関 与 した 。 こ の こ とは,歴 史 家 サ ガン ・セ チ ェ ン ・ホ ン ・タイ

ジ とチ ャハ ル部 との関 係 を物 語 る材 料 と もい え よ う。

　 第2,「 白い ス ゥル デ」 の祭 祀 者 集 団 は,旗 手 「トゥクチ 」 と 自称 す る。 現 在 に お

け る旗 手 集 団 内 の職 掌 は,種 類 が単 純 で,組 織 的 に もゆ るや か で あ る。 しか し,特 殊

な職 掌 ジ ョ リクの存 在 と,祭 祀 に おけ る ジ ョ リクの活 躍 は,大 きな意 義 を もつ 。 ジ ョ

リク職 は,モンゴル に おけ る最 高 級 の供 物 ジ ュ マ を あつ か い,生 賛 を 演 じる。 「白い

ス ゥル デ」 祭祀 の神 聖 性 は,特 別 な職 掌 ジ ョ リク と特 殊 な 供 物 ジ ュマ に集 約 代 表 され

て い る。

　 第3,「 白い ス ゥル デ」 の祭 祀 テキ ス トは,「 朗 唱 の部 分 」 と 「秘密 の部 分 」 か らな

って い る。 「朗 唱 の部 分」 は,こ れ を モ ン ゴル族 男性 全 員 が 斉 唱 す る こ とに よ って,

相互 の連 携 とア イ デ ンテ ィテ ィを確 認 す る もの で あ る。 これ に 対 し,「 秘 密 の部 分 」

で は,チ ンギ ス ・ハ ーン の 「正 統 の 子孫 た ち」(aγul　abinar)と チ ンギ ス ・ハ ー ンひ

い て は天 との つ なが りが 強 調 され て い る。

　 第4,ホ ル チ ャバ ー トル の推 察 に よる と,「 白 い ス ゥル デ」 は チン ギ ス ・ハ ー ンー

族 を 生 ん だ ボ ル ジ ギ ン部(Boゆ8'ηoboγ)の ス ゥル デ で あ っ た(Qur乙abaγatur&

Uji'm-e　 1991:61)。 『モ ン ゴル 秘 史 』 は ボ ル ジ ギ ン部 を 最 初 か ら 「輝 か し い 骨 」

(kiyan　yasu),「 白い骨 」(baγan　yasu)と 位 置 づ け て記 録 を 展 開 して い る。 そ の ため,

「白 い ス ゥル デ」 は 「白い 骨 」 集 団 ボ ル ジギ ン部 の ス ゥル デ で あ った とい う理論 で あ

る。 ホル チ ャバ ー トルは さ らに 「白 い ス ゥル デ」 と軍 神 「黒 い ス ゥル デ」 との 関連 に

つ い て,「 黒 い ス ゥル デ 」 は 元 来 チ ンギ ス ・ハ ー ンの 宿敵 ジ ャ ムハ の軍 神 で あ った の
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を,チン ギス ・ハ ーン が ジ ャ ムハ を鎮 圧 した 後,そ の軍 威 を借 りよ うと して みず か ら

の 軍 神 に 改 造 した の で は な い か と主 張 して い る(Qur6abaγatur&Oji'm-e　 1991:

60-61)。

　 中央 ア ジ アの 諸 民 族 の あ い だ で は,「 白 い骨 」 は 「優 越 ク ラン 」 や 「優 越 血 筋 」 を

意 味 す る(Krader　 1963:134)。 そ の 意 味 で,「 白 い ス ゥル デ」 は 元来 「白 い骨 」 とい

う 「優 越 ク ラ ン」 の シ ンボル で あ った の に 対 して,「 黒 い ス ゥル デ」 の方 は軍 の威 力

を 示す 存 在 で あ った とい う,ホ ルチ ャパ ー トル の見 解 は 的 を 得 て い る とい え よ う。

　 第5,軍 神 「黒 い ス ゥル デ 」 は,オ ル ドス 以 外 に は 存 在 しな い 。 そ れ は,「 黒 い ス

ゥル デ 」 を全モンゴル 軍 の軍 神 とされ て い る 以上,軍 威 と武 力 を 確保 す るた め,決 し

て そ の 威 力 の分 散 を許 され な か った ので あ ろ う。 これ に対 して,国 旗 「白い ス ゥル デ」

はモンゴル 各 地 で そ の存 在 が 報 告 され て い る。 ジ ャ ム ツ ァラ ー ノに よる と,「 白い ス

ゥ ル デ 」 は,外モンゴル の ハ ル ハ 各 旗 に 分 散 さ せ た と の 情 報 も あ る と い う

()KaMuapaHo　 1961:233)。 「白 い骨 」 を象 徴す る 「白い ス ゥル デ」 は,「 白い骨」 出 自の

チ ンギ ス ・ハ ーン ー 族 の者 が 各 集 団 を支 配 す る よ うに,モ ン ゴル の各 集 団 を統 合 す る

シン ボ ル とな って分 散 して い った の で あ ろ う。

　 今 日,モンゴル 各地 各 集 団 の な か に見 られ る 「白い ス ゥル デ」 は ま さに そ の系 統 を

受 けつ いだ もの で あ ろ う。
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注

1)私 は 以前 「黒 い ス ゥル デ」を 「黒 三 叉 」 と表現 した(楊1995b:27-54)が,本 論 文 で は 「白

い ス ゥル デ」 と対 応 させ るた め,統 一 して 「黒 い ス ゥル デ」 とす る。

2)現 行 の モ ン ゴル 国 憲 法 では,モンゴル が 統一 され て 以 来伝 承 され て きた 「偉 大 な る 白 い ト

ゥク」 は,モ ン ゴル 国 の 「政 治 に お け る尊 い 象徴 」(tδrti-yin　kdindtidket-din　belgedel)で あ る

と位 置 づけ て い る。 ま た,同 憲 法 で は,国 旗 を ダル バ ー(tδrdi-yin　 dalbaγ 一a)と 呼 ん で い る

　 (『Mongγ01　 Ulus-un　 Undusun　 Qauli』1992:43)。 チン ギ ス ・ハ ーン 生誕830周 年 を 迎 え,大

規 模 な記 念式 典 が お こな わ れ た1992年5月 に,伝 統 的 な 軍 神 と国 旗 が 復 活 した 。 『モ ン ゴル

月報 』 に よる と,1992年5月5日,大 統 領 令 に よ りモンゴル 全軍 の 「黒 旗 」 を 国防 相 に,国

家 儀 礼 用 の 「白旗 」 を第32部 隊 に そ れ ぞ れ授 与 す る式 典 が 国 防 省 で お こな われ た(外 務 省 ア
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　 ジ ア局 中 国 課1992:21)。

3)原 文 は"Tedtii　 darui-dur　 onon〃iδren-di　terigdine　bの,itγan　qad7uγsan　 yisdin　kδ1-tdi　c'aγan　tUγ一

iyan　bosγan"(そ の ときす ぐに オ ノン 河 の上 流 に あ った 九 脚 の 白 い トゥ クを立 て て)と あ る。

　 モ ス タ ー ル トは オ ル ドスか ら 『蒙 古 源流 』 の写 本 を3種 類 も ちだ して い る。1206年 の 大 ・・一

　 ン即 位 時 の 記 事 は,ウ ー シ ン旗 ドガ ール ・ジ ャ ブ ・タ イ ジ よ り入 手 した版 本(Erdeni-yin

Tob6i,　 Part・II,　Manuscript　 A)で は71頁,オ トク旗 の メ ー リン ・ジ ャ ンギ よ り入 手 した版 本

　 (Erdeni-yin　 Tob6i,　Part　III,Manuscript　 B)で は63頁,ハ ンギン 旗 の版 本(Erdeni-yin　 Tob6i,

Part　IV,　Manuscript　 C)で は75頁 に それ ぞ れ 見 られ る。 江實 が訳 注 した 版 本 では1206年 の記

事 以 外 に,「 巻 の 四 」 でチン ギ ス ・ハ ー ンが タ ン グ ー ト遠 征 に赴 く とき に も 「9脚 の 白い ト

　 ゥ ク」 を 立 てた とい う記 述 が あ る(江1940:59)の に対 して,モ ス タ ー ル トが 収 集 した三 版

本 に は い ず れ も該 当 記 事 が 見 あ た ら な い(Saγang　 Se6en　 1956:Part・II:100-101;Part　 IIII

　88-89;Part　 IV:101-103)0

4)各 史 籍 の成 書 年 代 に つ い て は 諸 説 あ るが,こ こで は それ ぞれ の校 注 者 あ るい は 整 理 者 の説

　 に したが う。

5)ウ ラジ ミル ツ ォフは,1913年 に ウ ン ドゥル ・ハン ガ イ地 域 を訪 れ て い る。 か れ は,当 時 の

　 ウ ン ド ゥル ・ハ ン ガイ 地 域 の行 政 単 位 を 「ハ ル ハ 北 西 の ゴ ・サ イ トの ホ シ ュー(旗)」 と表

現 して い る(ウ ラジ ミル ツ ォフ1941:331)。 当 時 の 外モンゴル に お い て は,旗 名 を そ の支 配

者 の 名 で呼 ぶ のが 一 般 的 であ った よ うで あ る。 ロー ・ジ ャ ンジ ュ ンの次 男 の 名 は ゴン チ ク ダ

　 ンバ(Gon6iγdamba)で(TUmenjirγal　 1989:6-7),い わ ゆ る ゴ ・サ イ トとは,お そ ら く こ

　 の ゴ ンチ ク ダ ンパ を 指 す もの で あ ろ う。

6)ア ヤ ガ(aya)と は 木碗 で あ り,ア ヤ ガチ ンは宴 会 に携 わ る係 の一 種 で あ ろ う。

7)「 白い ス ゥル デ」 が 最 初 か ら ラ マ僧 に 祭 られ て きた の か,そ れ と もモ ン ゴル帝 国 の首 都 カ

　 ラ ・コル ム で ラマ教 寺 院 エ ル デ ニ ・ジ ョーが 造 営 され た りした ラマ教 の盛 期 に,祭 祀 者 が ラ

　 マ 僧 に 転 向 した か ど うか は不 明 で あ る。 外モンゴル に もか つ て は チ ンギ ス ・ハ ーン の遺 品 を

　 祭 る 祭祀 者 集 団 が 各 地 に 分 布 して いた 。これ らの 祭祀 者 た ち は清 朝 の 弾 圧 か ら逃 れ るた め に,

仮 に ラマ僧 の身 分 を 名 乗 った と もいわ れ て い る。

8)モ ス ター ♂レトが ウ ー シン 旗 か ら も ちだ した 馬 乳 酒祭 に関 す る テ キ ス トの なか に は,馬 乳 酒

祭 に お い て 馬 乳 酒 を 振 りま い て捧 げ る聖 な る対 象 の な か に,「 白 い ス ゥル デ」 が 含 まれ て い

　 る(Serruys　 1974a:64)。

9)ム ー ・ブ ラ ク とは,「 悪 い湧 き水」 の意 味 で あ る。

10)い わ ゆ る 「五 色 の史 書 」 とは,「 青 い歴 史 」(K6ke　 TeUke)す なわ ち 『Subud　 Erike』,「 赤

　 い 歴 史 」(Ulaγan　 TeUke),「 白い 歴 史 」(Caγan　 TeUke)す なわ ちr十 善 白 史』,「黄 色 い歴 史 」

　 (Sira　TeUke)す な わ ち 『蒙 古 源 流 』,「 褐 色 の 歴 史 」(Boro　 TeUke)の5つ で あ る

　 (Mostaert　 1956:37-38)。 現 在 ウ ー シン 旗 在住 の旗 手ン ンニ ト老 に よ る と,ンン ニ トの父 ロ

　 ン ホ ダ イが1950年 代 以 前 に チ ャハ ル ・ハ ラ ーの 長 官 ジ ャ ラ ンを つ とめ て い た ころ,「 白 い ス

　 ゥル デ 」 祭 祀 に 関す る文 書 類 は大 きな 布 に 包 ん で 保管 され て い た。 共 産 党 政 権 が 成 立 した直

　 後 の1950年,ま ず ス ゥル デ が倒 され,各 種 文 書 は ウー シ ン旗 の シ ニ ・ス ゥメ寺 に運 ぼ れ て焼

　 か れ た とい う。1966年,「 文 化 大革 命 」期 に 入 る と,鎧 と弓 矢 は 焼 き払 わ れ,剣 は 「ト リ公

　 社 小 学校 」 の倉 庫 に放 置 して あ った とい うが,そ の 後 ど うな った か,い ま だ に不 明 で あ る。

11)モ ン ゴノレ国 西部 ウ ン ドヴル ・ハン ガイ 地 域 の 「白い トゥ ク」 に も,白 い馬 に 武 将 が 跨 が る

　 モチ ー フの 絵 が あ った(T茸menjirγal　 l　989:34)。 ハ イ シ ッ ヒに よ る と,デ ンマ ー ク の王 立 地
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　理 学 研 究 所 の ハ ズ ル ン ド(Haslund)が1938年 か ら1939年 にか け て 内 モ ン ゴル の チ ャハ ル と

　 オ ル ドス を 旅 行 した 際 に 撮 影 した 写 真 は,現 在 デ ンマ ー クの 国 立 博 物 館(Danischen　 Na-

　tional　Museum)に 保 管 され て い る と い う。 そ の な か に遊 牧 を して い た ダル ハ トた ち を 含 む

　祭 祀関 係 の 内容 も見 られ る。 興 味 深 い の は,2枚 の 古 い 絵 を写 した 写 真 であ る。 写 真 か ら見

　 る 限 り,祭 祀 者 ら しき人 物 の 背 後 に ス ゥル デ の よ うな もの が あ る。 ス ゥル デ に は,白 馬 に 武

　 装 人物 が跨 って い る モ チ ー フが 描 か れ て い る。 ハ イ シ ッ ヒは これ を 「黒 い ス ゥル デ」 に 想 定

　 した うえ,白 馬 に騎 士 とい うモチ ー フは 中 央 ア ジ アに広 く存 在 す る 「ゲ セル ・ハ ーン 英 雄 物

　 語 」 の イ メ ー ジだ と指摘 して い る(Heissig　 1984:19-25)。 チ ンギ ス ・ハ ー ンの祭 殿 八 白宮 を

　 は じめ,オ ル ドス地 域 に あ る様 々な 祭 殿 オ ル ドに は,古 い絵 画 を保 存 し祭 って い た(ホ ル チ

　 ャノミー　トノレ&楊 　1997:69-77)。

12)森 川 は,諸 々 の歴 史 資 料 を 検 討 した うえ,オ ル ドス の リンチ ン ・ジ ノン は,こ の と き王 子

　 エ ル ケ ・ホン ゴル と手 を組 も うと した こ とは 間違 い な い と主 張 して い る(森 川1990:56-57)。

13)ウ ー シン 旗 チ ャハ ル ・ハ ラ ーの4つ のン ム とは,第1ン ム,第2ン ム,第3ン ム,そ れ に

　 ジ ュル ジ ャ ガ ・ン ムで あ った 。 第1ン ムは ト ゥクチ(旗 手)・ン ム と もい う。

14)オ ル ドスに は チ ャハ ル ・モ ン ゴル 族 と リク ダ ン ・ハ ーン に関 す る伝 承 が 多 く,リ ク ダ ン ・

　 ハ ー ンの遣 留 品 と され る聖 物 も多 い(Sayinjirγa玉&Saraldai　 1983:409-410)。

15)清 朝 時 代,オ ル ドス部 に 対 す る周 辺 か らの 監視 は厳 しか った 。 陳 西 省北 部 の 神 木県 に駐 在

　す る神 木理 事 大 臣 は,も っぱ ら オ ル ドス東 部 の 三 旗 を 監 視 す る役 で あ った 。1824(道 光 四)

　年,神 木 理 事 大 臣 と綴 遠 将 軍 が 連 名 で道 光皇 帝 に 上 書 し,八 白宮 の 祭 祀 者 ダル ハ トの爵 号 は

　 「朝 廷 大 号 」(政 治 的 爵 号)で あ る こ とを理 由 に,使 用 の 禁 止 を 提 案 した と こ ろ,許 可 さ れ

　 た。 この 件 は 全 モ ンゴル の 反 発 を ま ね い た 。1826(道 光 七)年,ハ ル ハ ・モ ンゴ ル の セ チ ェ

　ン ・ハ ン,ジ ャサ ク ト ・ハ ンを は じめ とす る総 計10盟 の王 公 らが 上 奏 した こ とに よ り,翌 年

　道 光 皇 帝 は つ い に禁 止 令 を撤 廃 した(Narasun　 l　993:54)。

16)ウ ー シン 旗 に は つ ぎの よ うな10の ハ ラーが あ った。 そ れ は,ウ ー シン,ウ イ グル チ ン,ガ

　 ル ハ タ ン,ビ ス ト ゥ,チ ャハ ル,イ ケ ・ケ レイ ト(大 ケ レイ ト),バ ガ ・ケ レイ ト(小 ケ レ

　 イ ト),ド トラ イ(Doturai),ト ゥス ・ ド トラ イ(Tus　 Doturai),ク ンデ ィ(K6ndei)で あ

　 る。 ウ ー シ ン,ウ イ グル チ ン,ビ ス トゥ,ガ ル ハ タ ン,チ ャハ ル,大 小両 ケ レイ トな ど,す

　べ て部 族 集 団 の 名称 であ る。 ド トライ とは 「内部 」 の 意 で,ト ゥス ・ ド トライ とは 「正 中心 」

　の 意 味 であ り,旗 王 直轄 の ハ ラー で あ った。 ク ンデ ィの 原 義 は 不 明 で あ る が,ウ ー シ ン旗 最

　後 の旗 王 ヨ ン ルン ノル ブの 回 想 に よる と,こ の ハ ラ ーは 清 朝 中 期 以 降 に 形 成 さ れ た とい う

　 (Y6ngrinorbu　 1986:97)。 ハ ラ ーは,い くつ か のン ムか ら構成 され て い た。 オ ル ドス の場 合,

　 1つ の ハ ラ ーは 通常4～5のン ムか らな る。

17)ト ゴ とは 「鍋 」 で,ト ゴ ト ゥとは 「鍋 の あ る とこ ろ」 と の意 味 で あ る。 シル デ クは 「ウマ

　 の鞍 敷 き」で あ る。 いず れ もか つ て リク ダ ン ・ハ ーン の軍 隊 が 遺留 した もの と伝 わ って い る。

　 トゴ トゥは 現 在 行 政 組織 上,ウ ー シ ン旗 の ナ リン ・ゴル 郷 に 属 す る。 ナ リン ・ゴル郷 の住 民

　の98パ ー セ ン ト以 上 が 漢族 で あ る。 大 量 の漢 族 に 囲 まれ てい る旗手 た ち の放 牧 生 活 は きわ め

　て 困難 な状 況 に あ る。1991年,私 が 調 査 して い た 時期,か れ らの うち 家 畜 頭 数 が100を 越 え

　 る者 は な く,ウ ー シ ン旗 の な か で も貧 困層 に入 る。 草 原 が ほ とん ど漢 族 農 民 に 占領 され た た

　め であ る。 か れ らは 現在 ナ リン ・ゴル郷 か ら離 脱 してそ の北 の ト リ郷 に加 入 し よ うと旗 政 府

　に は た ら きか け て い る。 トリ郷 の 方 は モ ン ゴル族 人 口が 多 い か らであ る。

18)清 末 の 漢 族 侵 入 に よ って,集 団 全体 で北 へ 移 り,1937年 まで は ウル ン,ジ ャン グ ト,シ ャ
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　 ラ ム ド盆 地 に と どま っ て い た。 や が て 共 産 党 の オル ドス へ の浸 透 に と もな って,大 量 の 漢族

　 が ウ ー シン 旗 南 部 に進 出 した た め,無 定 河 を 渡 り,チ ョー ダ イ,オ トク旗 の 南 部 に 居住 しは

　 じめ た 。 ガル ハ タン 部 は長 城 の南 に住 んで い た こ ろか ら,アン バ イ ・オ ヴ ォを 祭 って きた と

　 い う。

19)こ の 点 に 関 して,森 川 に よる最 新 の論 考 が あ る。 森 川 は,サ ガン ・セチ ェ ンが 如 何 な る 目

　 的 で 『蒙 古 源 流 』 を編 纂 したか を論 じた際 に,つ ぎの よ うに指 摘 して い る。 種 々の モ ン ゴル

　 年 代 記 の リク ダ ン ・ハ ー ンに関 す る記 述 を 比 較 した と ころ,サ ガ ン ・セ チ ェン の 場 合 は,リ

　 クダ ン ・ハ ー ンを 直接 批判 す る記 述 が な い。 そ れ は チ ャハ ル 王家 に シ ンパ シ ーを も ち,か つ

　 て リ ク ダン ・ハ ー ン と行動 を とも に した オ ル ドス王 家 の 一 員 と して の サ ガ ン ・セ チ ェンに と

　 って は,リ ク ダ ン ・ハ ーン の事 績 を批 判 す る こ とが で きな か った か らで あ ろ う,と い う(森

　 川l　l997:ll2-ll3)。

20)森 川 は,エ リンチン を ホ トクタ イ ・'セチ ェ ン ・ホン ・タイ ジの 次 子 シ ダタ イ ・セ チ ェ ン ・

　 ホ ン ・タ イ ジ の 孫 とす るが,こ れ は,森 川 の依 拠 し て い る 『金 輪 千 輻 』 の 記 載(Dharm-a

　 l987:211)に 誤 りが あ るた め で あ ろ う。

21)チン ギ ス ・ハ ー ンの 軍 神 「黒 い ス ゥル デ」 と国旗 「白 い ス ゥル デ」 は,あ る一 定 の時 期 に

　 な る とモ ン ゴル各 地 を 巡 回 す る。 そ の 際互 い に遭 遇 しな い よ うに 祭 祀 者 た ち が厳 重 に注 意 を

　 は ら う。 と くに 軍 神 の方 が 国旗 よ り威 力 が強 い と され て い た た め,「 白い ス ゥル デ」 の方 が

　 避 け て い た と伝 え られ て い る。 エ ル ク ー ト人 が ダル ハ トか ら逃 げ るの は む しろ この た め で あ

　 って,ネ ス トリウス 信者 で あ るか ら回 避 して い た の では な い,と の説 明 を受 け た こ と もあ る。

22)サ イ ン ジ ャ ラガ ル と シ ャ ラル ダイ に よる と,オ ル ドス の テ レ ング ー ス部 は,内 部 で 「白 い

　 テ レン グ ー ス」 と 「灰 色 の テ レ ン グー ス 」 に 分 れ て い る。 「白い テ レ ング ー ス」 は,稲 妻 を

　 出 迎 え る役(uytuγul)を し,「 灰 色 の テ レン グー ス」 は 見送 る役(廻 θg朗 で あ る。「出 迎 え」

　 役 と 「見 送 り」 役 は雷 神 と直 接 交 流 で き る シ ャマ ン職 で あ る。 雷 が 止 まな い と きに は,ド ー

　 ダ ー チ ンは 右 腕 を肩 ま で露 わ に し,30セ ンチ メ ー トルほ ど のや じ りと,「 天 の矢 」 を手 に し

　 て 空 に 向か い,「 ア タ ガ ー ・テン ゲル の 父 よ,こ んな に 子 孫 を い じめ る のか 」 と 叫 ぶ。 そ し

　 て 「大 海 の彼 方,く ず れ た 鼻 を した,縞 模 様 の 足 を した,左 前 に服 を着 た 者(す な わ ち 漢族)

　 の 上 へ 行 け!ハ デ!ハ デ!」 と稲 妻 を 導 く役 を つ とめ て い た。 雷 を誘 導 す る際 に 使 用 され る

　 や じ りは,シ ャマ ン専 用 の道 具 で あ るが,氏 族 会 議 の 席上,こ れ を使 って み ず か らに 与 え ら

　 れ る こ とに な って い る肉 の 部 位(yamu)を 正 確 に 探 しだ す こ と に よ って,同 一 集 団 の者 を

　 確 認 しあ う(Sayinjirγal&Saraldai　 l983:456-457)。 また,落 雷 に よ る死 者 が 出 た ら,ド ー

　 ダ ー チ ンは ウ マ取 り竿(urγ 一a)を 使 って 決 め られ た距 離 を測 って そ れ を 埋 葬 す る。 墓 の 上

　 に ハ ラ ガ ナ ク(qarγanaγ)と い う灌木 を束 ね て三 角形 をつ く り,81個 の 十 字('oηo燐)を 型

　 ど る(Sayinjirγal&Saraldai　 1983:455-457)。 こ れ は普 通 の葬 式 とは ま った くち が って,非

　 常 死 に 対 す る処 理 法 で あ る。 ブ リヤ ー ト ・モ ン ゴル族 も また,落 雷 の あ っ た場 所 か らは 居 を

　 移 し,そ の 際 「雷 神 の矢 」 を天 に送 り返 して い た(・ ・ル ヴ ァ1991:198)。 ドー ダ ー チ ンが つ

　 くる灌 木 の三 角 形 も 「雷 神 の矢 」 の一 種 で あ ろ う。 ドー ダ ーチン は職 名 で,テ レン グ ー スが

　 本 来 の父 系 親 族 集 団 名 で あ った に もか か わ らず,現 在 で は ほ とん どの ドー ダ ーチン は,本 来

　 の父 系 親 族 集 団 名 テ レ ング ー 久を 忘 れ て い る。

23)ウ ー ラガ には 重 要 な 儀 礼 的要 素 が見 られ る。 た と えば,テ レン グー ス部 の ドー ダ ーチン は

　 ウー ラ ガを つ か って落 雷 に よ る死 者 の 処理 に あ た る。

24)オ ル ドス暦 に つ い て は,Qur6a(1988)を,モ ンゴル の 月 名 に つ い ては,小 林(1957)を
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　 参 照 され た い 。

25)祭 祀 に お い て,参 加 者 が時 計 回 りに回 る儀 礼 は 広 く見 られ る。 モ ン ゴル高 原 か ら シベ リア

　 にか け て 見 られ る シ ャマ ンの 「叙 品式 」 に お い て,シ ャ マ ンは 白樺 の樹 を め ぐって9回 まわ

　 る。1回 ご とに 天 の一 層 に到 達 し,し だ い に 昇 天 す る と信 じ られ て い る(ハ ル ヴ ァ1991:

　 442-443)。 『周 書 』 に よれ ぽ,古 代 トル コ(突 厭)の ハ ーン が即 位 す る 際,臣 下 らに担 が れ

　 て太 陽 の運 行 方 向 に した が って まわ って い た(『 周 書 』1971:909)。モンゴル 族 を含 む 遊 牧

　 民 の ハ ーン は 「天 命 を 受 け た」,「天 よ り生 成 され た 」,「天 の ハ ー ン」 な ど の称 号 を もち,天

　 と の合 一 を 強調 す る(松 原1991:421)。

26)パ ー レン(baγarang)と は悪 罵 こ とば で,オ ル ドス ・モ ン ゴル語 で 「くそ った れ」 の 意 味

　 であ る。 民 間 で は も っぱ ら漢 族 に対 して だ け 使 う。

27)エ ル ケセ チ ェン は.,ア ル タン ・ トゥシ(tdisi)と して い る(Erkeseるen　 1991:23) 。

28)サ イ ンジ ャラ ガ ル は,「 白 い ス ゥル デ 」 は オ ル ドス地 域 で祭 られ て数 百 年 間 た った た め,

　 ダル ハ トた ち の 主 宰 す る チ ンギ ス ・ハ ー ンの 軍 神 「黒 い ス ゥル デ」 祭 祀 の影 響 が 濃厚 で あ る

　 と指 摘 して い る(Sayinjirγal　 l992:33-35)。 確 か に両 者 の 「血 祭」 に お い て,ス ゥル デ に 向

　 か って 血 を 振 りか け る儀礼 や 唱 え られ る祭 詞 は ほ とん ど同 じで あ り,祭 祀 の 目的 と運 営 に も

　 共 通 した 要 素 が 見 られ る。 それ は 「黒 い ス ゥル デ 」 か らの 影 響 とい うよ りも,ス ゥル デ あ る

　 いは トゥクの祭 祀 に共 通 して 存在 した儀 礼 で あ ろ う。

29)オ ル ドス で は,結 婚 式 や 宴 会 へ 贈 物 と して 持参 す る ヒ ツ ジの丸 煮 を ジ ュル マ ン ・シ ュー ス

　 (juluman　 sigtisti)と い う(Namjildorji　 1992:256)。 ジ ュル マを 「赤 裸 の ジ ュル マ(ジ ュマ)」

　 (nδbigab'n　iul〃za)と も表 現 す る(Mostaert　 l　941:218)。 また,モ ス ター ル トの収 集 した 文 書

　 の な か に 含 まれ る結 婚 式 に関 す るテ キ ス トの な か に は,「 赤 裸 の ジ ュル マ と牛 の乾 肉 を は じ

　 め とす る9つ 」(π'誠g伽 ル 伽 αtiker　qataγuu　terigtilen　nige　isti)とあ る(Serruys　 1974b=274)。

30)私 は,こ の こ とぽ は お そ ら くtdigegeti(分 け前)の 書 写 ミス で あ ろ うと理 解 して い る。

31)以 前,ヤ ム とい う 「尊 い食 べ 物 」 に つ い て 論 じた こ とが あ る。 ヤ ムは 専 らチン ギ ス ・ハ ー

　ン を は じめ とす る大 ハ ー ンか ら祭 祀 者 に 下 賜 され た 恩 賜 で あ る(楊 　 1997:660-663)。 そ れ

　 に 対 して ジ ュマを 使 用 す るの は,「 聖 な る貴 族 」(boγda　 noyad)自 身 で あ る。

32)テ キ ス トの もつ 言 語 学 上 の 主 な特 徴 は 以 下 の とお りで あ る。

　 1:母 音eと 子 音sは,つ づ り上 の形 は 似 か よ って い る。

　 2:子 音 ア とjの 区別 が 明確 で は な く,」 を ア の よ うに書 い て い る。

　 3:軟 口蓋 音gと 口蓋 垂 音 γ(G)を さほ ど厳 密 に 区 別 して使 用 して い な い 。

　 4:語 末 形 にお け る γ(G)とnと1の 外見 は ほぼ 同 じで あ る。 と くに,ウ ー シ ン旗 ではnを1

　 　 　の よ うに書 くの が 一般 的 であ った 。

　 5:与 位 を表 すtuとduは,ほ とん どすべ てがduと な って い る。

　 6:一 部 に おい て,た とえ ぽ 【第 五 葉 】の表 面10行 と12行 のistinとistigeiの 例 が 示 す よ うに,

　 　 戸 を'と 書 い て い る。

　 7:オ ル ドス ・モ ン ゴル語 口語 発 音 か らの 影 響 が 見 られ る。 そ の 実 例 と して,た とえぽ 【第

　 　 五 葉 】 の裏 面1行 のdebisgerをdebesgerと,【 第 九 葉 】 の表 面10行 のiayaγ ・aを ル σγ・o

　 　 　 と して い る点 が あ る。 文 語 表 記 のiaとieをjiと 発 音 す る の もオ ル ドス ・モ ンゴル 語 口語

　 　 発 音 の特 徴 で あ る。 テ キ ス トでは,と くに 顔εηを ほ とん ど 覇劾 と表 記 して い るの も,そ

　 　 　の実 例 であ る。

　 8:現 在 ではjと 表 記 す る子 音 をbと 記 して い る。 た とえ ぽ 【第 五葉 】 の裏 面3行 のiiaγur
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　　 　をil　uγurと つ づ って い る。 また 【第 五 葉 】 の裏 面15行 のegtidbdi,【 第 六 葉 】 の裏面5行

　　 　と12行 のegtidbti,【 第 九 葉 】 の表 面7行 のoboγarbtiな どが そ の例 で あ る。 オ ル ドス ・モ

　　 　ン ゴル語 口語 で は文 語 の6をjと 発 音 す る。

　 9:対 格 語 尾 を 属 格 語尾 と して使 用 し,属 格 語 尾 を 対 格語 尾 と して 使 って い る例 も見 られ る。

　　 　例 えぽ'【第 七 葉 】 の裏 面13,14行 のd66in　 tUmen-i　 teregifn　bolu7sanのiは 対 格 で は な く,

　　 　属 格 と して理 解 した 方 が 適 当 で あ ろ う。 ま#エ ル ケ セ チ ェ ンもた と えぽ 【第 八 葉 】 の 裏

　　 　面11行 と16行 の よ うに,一 部 の対 格iを 属 格diと して理 解 して い る。

　 10:造 格 のbar(ber)とtyar(iyer)を 厳 密 に 使 い 分 け て い な い 。 【第 十 葉 】 の 裏 面4行 の

　　 　sedgel-berが そ の一 例 で あ る。

33)リン チン の テキ ス トで は一barが欠 け てい る(Rintchen　 l　959:60)。

34)リン チン はnigen　 kSan-dur　 olγaγuluγbiと して い る(Rintchen　 1959:60)。 エ ル ケセ チ ェ ン

　 は,nigen　 gSan-dur　 o1γuγutuγbiと して い る(Erkese乙en　 l991:37)。 　The　 Mongotian　 Maha

　 avyutpattiで は'sedkil-ab'n　arban　iirγuγan　gSan-u　 ner。e・anuと あ る一 句 をNames　 of　the　sixteen

　 moments　 ofthoughtと 訳 して い る。 別 の箇 所 で はnigen-e　 gSan-aと あ り,　in　a　momentと の 訳

　 を 付 け て い る(Sark6zi　 1995:97,461)。

35)リン チン の テ キ ス トに はerden　 i-yinが 欠 け てい る(Rintchen　 l　959:60)。

36)リ ンチ ン とエ ル ケ セ チ ェン は αηgg填rα1と して い る(Rintchen　 1959:60;Erkese6en　 1991:

　 37)。

37)リ ンチン はvbirtuと して い る(Rintchen　 l　959:60)。 エ ル ケセ チ ェ ンはvabirtuと して い る

　　(Erkese乙en　 1991:37)0

38)エ ル ケセ チ ェ ンは δ1emeiと して い る(Erkese6en　 l991:37)。

39)リ ンチン の テ キ ス トで はjalbarinと して い る(Rintchen　 1959:60)。

40)エ ル ケセ チ ェ ンはqongと して い る(Erkese6en　 l　991:37)。

41)エ ル ケ セ チ ェン はquvaraγ 一ud-tur　mδrgabmtiiと して い る(Erkese6en　 l　991:37)。

42)リン チン の テ キ ス トではnereyiddigsenと な って い る(R童ntchen　 l959:60)。 エ ル ケ セ チ ェ

　ン もnereyiddigsenと な お して い る(Erkese6en　 1991:37)。

43)リ ンチ ン め テ キ ス トで はsi〃lnusと な って い る(Ri1itchen　 l　959:60)。 エ ル ケセ チ ェ ンは

　 5〃〃加一dinと して い る(Erkese6en　 1991:37)。

44)リン チン の テ キ ス トで はqariy-a　 yeketab　doγsin　qar-a　stilde　6imadur　 takin　mδrgab'mtiiと な っ

　 て い る(Rintchen　 1959:60)。

45)リン チン の テ キ ス トではyaγaramγaiと な って い る(Rintchen　 l　959:60)。 エ ル ケ セ チ ェン

　 はyaγarmataγaiと して い る(Erkese6en　 1991:37)。

46)エ ル ケセ チ ェン はbim-a-durと して い る(Erkese6en　 l991:37)。

47)リ ンチ ンの テ キ ス トではalm-a　 vbirtuと な って い る(Rjntchen　 1959:60)。 エ ル ケ セ チ ェン

　 はduをtuと して い る(Erkese6en　 1991:37)。

48)リン チン の テ キ ス トではiida-ban　 barin　kilinglegsenと な って い る(Rintchen　 1959:60)。

　 エ ル ケ セ チ ェ ンはgilingnegsenと して い る(Erkese6en　 1991:37)。

49)リ ンチン の テ キ ス トで はialaγu　 birai　niγurtaiと な つ て い る(Rintchen　 l959:60)。 エ ル ケ

　 セ チ ェ ンはbirai　 niyur-tur・・tyanと して い る。　baraiは オ ル ドス ・モ ン ゴル語 口語 発 音 であ る

　　 (Erkese6en　 1991:37)。

50)リン チン の テキ ス トで はJianggiduγsanと な って い る(Rintchen　 l959:60)。
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51)リン チン の テ キ ス トで はserbeyigsenと な っ て い る(Rintchen　 l　959:60)。 エ ル ケ セ チ ェン

　 はdegegsite　 serbeyilgegsenと し て い る(Erkese6en　 1991:37)。

52)リン チ ン の テ キ ス トで はjalaγu　 bo7da　 stildeと な っ て い る(Rintchen　 l　959:60)。

53)エ ル ケ セ チ ェン はbimadurと し て い る(Erkese6en　 l　991:37)。 　bamadurは オ ル ドス ・モン

　 ゴ ル 語 口 語 発 音 で あ る 。

54)エ ル ケ セ チ ェン は こ のmδrgdimdiを す べ てmb'rgtimdii　 ee統 一 し て い る(Erkese6en　 1991:37

　 他)。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

55)リン チン の テ キ ス トで はturで,エ ル ケ セ チ ェン もturに な お し て い る(Rintchen　 l959:

　 60;Erkese6en　 l991:38)。

56)リン チ ンの テ キ ス トで はtoγorin　 mingyan　 qar-a　 nidtiteiと な っ て い る(Rintchen　 1959:60)。

　 エ ル ケ セ チ ェン はnidti　 tei-yin　 tutadaと し て い る(Erkese6en　 1991:38)。

57)リ ン チ ンはni7uba　 ulus-i　 nigen-berと して い る が,別 の テ キ ス トに はni7uba　 tiiles-i　n　igen-

　 berと あ る こ と を も 指 摘 し て い る(Rintchen　 l959:60)。 エ ル ケ セ チ ェ ン はnigeken-6diと し

　 て い る(Erkese6en　 1991:38)。

58)エ ル ケ セ チ ェ ン は 吻rに な お し て い る(Erkeseるen　 1991:38)。

59)リン チ ン の テ キ ス トで はniγur-taγan　 toγorin　 bimegteiと な っ て い る(Rintchen　 1959:60)。

　 エ ル ケ セ チ ェン はbimeg-ttiに し て い る(Erkese6en　 l　991:38)。

60)リン チ ン の テ キ ス トで はbaγanが な い(Rintchen　 1959:60)。

61)エ ル ケ セ チ ェン はbimadurと し て い る(Erkese6en　 1991:38)。

62)リン チン の テ キ ス トで はktibtiteiで,エ ル ケ セ チ ェン もktibti　 teiと な お し て い る(Rintc-

　 hen　 1959:60;Erkese6en　 1991:38)。

63)リン チン の テ キ ス トで はstimirと な っ て い る(Rintchen　 1959:60)。

64)リン チン はsudarasunの 後 に 属 格uを つ け た うえ,　 sudarasun-u　 eJ'en　qaγan　 qurmusta-yiと

　 な っ て い る(Rintchen　 l　959:60)。 エ ル ケ セ チ ェ ン はqormusta　 tengri-yiと し て い る

　 　 (Erkese6en　 1991:38)。

65)リン チン の テ キ ス トで はbaγanは な い(Rintchen　 l　959:60)。

66)エ ル ケ セ チ ェン はbimadtirと し て い る(Erkese6en　 l991:38)。

67)リン チ ンの テ キ ス トで はfori7tai・-yinと な っ て お り,エ ル ケ セ チ ェン もjo7'γ'α'・ ・yinに な お

　 し て い る(Rintchen　 1959:60;Erkese6en　 1991:38)。

68)リン チン の テ キ ス トで はsangsar-turと な っ て い る(Rintchen　 1959:60)。 エ ル ケ セ チ ェン

　 はsansar-turと して い る(Erkese6en　 l　991:38)。

69)リン チン の テ キ ス トで はyabuqu　 amitanと な?て い る(Rintchen　 1959:60)。 エ ル ケ セ チ

　 ェ ン は 複 数 形a〃iitan　 nuγudに し て い る(Erkese6en　 1991:38)。

70)エ ル ケ セ チ ェ ンはyeke-yinと し て い る(Erkeseるen　 1991:38)。

71)リン チ ン の テ キ ス トで はsakituγaiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:61)。

72)エ ル ケ セ チ ェ ンはbimadurと し て い る(Erkese乙en　 1991:38)。

73)リン チ ン の テ キ ス トで はsimnusと な っ て い る(Rintchen　 1959:61>。 エ ル ケ セ チ ェ ン は

　 silmabs・tinと して い る(Erkese6en　 l　991:38)。

74)エ ル ケ セ チ ェ ン はolan　 degedrk'と し て い る(Erkese6en　 l　991:38)。

75)リン チン の テ キ ス トで は 一iが な い(Rintchen　 1959:61)。

76)リン チ ン は.　simnusと な っ て い る(Rintchen　 1959=61)。 エ ル ケ ゼ チ ェ ンはsilmabsと し て い
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　 　 る(Erkese6en　 1991:38)。

77)リ ン チン の テ キ ス トで はdineker　 sayitur　 butartal-a　 kiduγbiと な っ て い る(Rintchen　 1959:

　 　61)。 エ ル ケ セ チ ェ ン はdinen　 sayitur　 butartal-a　 kituγbiと して い る(Erkese6en　 1991:38)。

78)リ ン チ ンの テ キ ス トで はbaγanは な し{(Rintchen　 1959:61)
。

79)こ こ でtakin〃1δrgdimtiiと い う一 句 が 欠 如 し て い る 。 エ ル ケ セ チ ェ ン は こ こ でtakin

　 mδrgdimdiiを 補 足 し て い る(Erkese6en　 l991:38)。

80)リ ン チン の テ キ ス トで は 〃iitalと な っ て お り,エ ル ケ セ チ ェ ン も 〃iita1と な お し て い る

　 　 (Rintchen　 1959:61;Erkese6en　 l　991:38)。

81)エ ル ケ セ チ ェ ン はioriγtai-yinと し て い る(Erkeseこen　 1991:38)
。

82)エ ル ケ セ チ ェ ン はnidtin-iyerと し て い る(Erkese乙en　 l　991:38)。

83)リ ン チ ン の テ キ ス トで はkitinglenと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

84)リ ン チ ン の テ キ ス トで はsimnus-iと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。 エ ル ケ セ チ ェ ンは

　 5'〃π欝 ・伽 と し て い る(Erkese6en　 1991:38)。

85)リ ン チ ン の テ キ ス トで はmb'lktigab'iengkenと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

86)エ ル ケ セ チ ェン はkiskigsenと し て い る(Erkese6en　 1991:39)。

87)リ ン チ ン の テ キ ス トで はbaγanが な い(Rintchen　 1959:61)。

88)エ ル ケ セ チ ェ ンはbimadurと し て い る(Erkese6en　 1991:39)。

89)リ ン チ ンの テ キ ス トで はdoγSin　 sedkiiteiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:61)
。 エ ル ケ セ チ

　 　 ェン は 繊 砿'θ'と して い る(Erkese6en　 l991:39)。

90)tong7uriγ とは 刀 の 尊 称 で あ る 。 リン チ ン の テ キ ス トで はtongγuraγ と な っ て い る(Rint-

　 chen　 l　959:61)。

91)リ ン チン の テ キ ス トで はiida-banと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

92)リ ン チ ン の テ キ ス トに は κ'〃η81吻 は な く(Rintchen　 l　959:61),エ ル ケ セ チ ェ ンはkil-

　 'πgπ顔 箆 と し て い る(Erkese6en　 l991:39)。

93)エ ル ケ セ チ ェ ン はttimen　 dayisun-uと 補 足 し て い る(Erkese6en　 1991:39)。

94)エ ル ケ セ チ ェ ン はterigdin・i　 oγtulunと して い る(Erkese乙en　 l　991:39)。

.95)エ ル ケ セ チ ェ ン はmanろu71anと して い る(Erkese6en　 1991:39)。 リ ン チ ン の テ キ ス トで は,

　 '"berig-tin　 dayisun-i　 terigtin-'oγtulun　 molbuγ1an　 erike　 bolγan　 iegtigsenと な っ て い る(Rint-

　 chen　 1959:61)。

96)リ ン チ ン の テ キ ス トで はbaγanは な い(Rintchen　 1959:61)。

97)エ ル ケ セ チ ェ ン はbimadurと し て い る(Erkese6en　 l　991:39)。

98)リ ン チ ン の テ キ ス トで はiobalangtuと な っ て お り,エ ル ケ セ チ ェ ン もiobalangtuに な お

　 ・して い る(Rintchen　 l　959:61;Erkese6en　 1991=39)。

99)リ ン チ ン の テ キ ス トで はsakiquと な っ て お り,エ ル ケ セ チ ェ ン もsakiquに な お して い る

　 　 (Rintchen　 l959:61;Erkese6en　 1991:39)。

100)リ ン チ ン の テ キ ス トで はtinen　 degedti　 ridiと な っ て お り,エ ル ケ セ チ ェン はolan　 degeddi

　 ridiに な お し て い る(Rintchen　 1959:61;Erkeseこen　 1991:39)。

101)リ ン チ ン の テ キ ス トで はqubilγaiuと な っ て い る(Rintchen　 1959=61)。 エ ル ヶ セ チ ェ ン は

　 γα7γのiμ をqobilγaiuに な お し て い る(Erkeseこen　 1991:39)。

102)リ ン チン の テ キ ス トで はbaγanは な い(Rintchen　 1959:61)
。

103)リ ン チ ン の テ キ ス トで は,bimadurと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)
。 エ ル ヶ セ チ ェ ン
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　 は6imadecrに な お し て い る(Erkese6en　 1991:39)。

104)リン チ ン の テ キ ス トで はjaliqai　 butu7u　 omuγtuと な っ て い る(Rintchen　 l959:61)。

105)リン チン の テ キ ス トで はdoruyitaγulun　 ebab'lgenと な っ て い る 。(Rintchen　 l　959:61)。

106)リン チン の テ キ ス トで はbaγanは な い(Rintchen　 1959=)。

107)エ ル ケ セ チ ェン はbimadurと して い る(Erkese6en　 1991:39)。

108)リン チン の テ キ ス トで はstildeが 欠 け て い る(Rintchen　 1959:61)。

109)リ ン チン の テ キ ス トで はkic'　iyegbiと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

110)エ ル ケ セ チ ェン は.omoγtan-iと し て い る(Erkese6en　 l991:39)。

111)リ ン チ ン の テ キ ス トで はburuγu　 yabudaltan-i　 dorayitaγuiunと な っ て い る(Rintchen

　 1959:61)。

112)リ ン チ ン の テ キ ス トで はbaγanが な い(Rintchen　 1959:61)。

113)　 エ ル ケ セ チ ェ ンはbimadurと して い る(Erkese6en　 1991:39)。

114)リ ン チ ン の テ キ ス トで はedtigeは 欠 け て い る(Rintchen　 l　959:61)。

115)エ ル ケ セ チ ェ ンはSasin　 ttirti-dab'rに な お し て い る(Erkese6en　 1991:39)。

116)リ ン チ ン の テ キ ス トで はma7uが な く,か わ りにburu7uと な っ て い る(Rintchen　 1959:

　 61)。

117)エ ル ケ セ チ ェ ンは 躍1ε認g窃 と して い る(Erkese6en　 1991:39)。

118)エ ル ケ セ チ ェ ンはke〃1tenと し て い る(Erkese6en　 l991:39)。

119)リ ン チン の テ キ ス トで はboluγadと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

120)リ ン チ ン の テ キ ス トで はerde〃ltenと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。 エ ル ケ セ チ ェ ン は

　 erdemtenと し て い る(Erkese6en　 l　991:40)。

121)エ ル ケ セ チ ェ ンはbδgegedtibeと して い る(Erkese配n　 1991:40)。

122)リン チン の テ キ ス ト で はSaSinが 欠 け て い る(Rintchen　 1959:61)。 エ ル ケ セ チ ェン は

　 engke　 Sasin　 niniryiと し て い る(Erkeseこen　 l　991:40)。

123)エ ル ケ セ チ,エ ンはamurliγuluγ ろiと し て い る(Erkese6en　 1991:40)。 、

124)リン チ ン の テ キ ス トで は6aγanが な い(Rintchen　 l　959:61)。

125)エ ル ケ セ チ ェ ンは ろim-a-durと し て い る(Erkese6en　 1991:40)。

126)リ ン チン の テ キ ス トで はqa〃iu7beri8-din　 dの ・isun・・ud-iと な っ て い る(Rintchen　 l959:61)。

　 エ ル ケ セ チ ェ ン はqamuγ 　maγu　 dayisunと し て い る(Erkese6en　 1991:40)。

127)エ ル ケ セ チ ェ ンはtoburaγ と し て い る(Erkese6en　 1991:40)。

128)リン チン の テ キ ス トで もdaruγbiと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。 エ ル ケ セ チ ェン は

　 8ituγbiをdaruγbiに し て い る(Erkeseこen　 l　991:40)。

129)リ ン チン の テ キ ス トで は 〃iasi　doγsinと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

130)リ ン チ ン の テ キ ス トで はbaγanが な い(Rintchen　 1959:61)。

131)エ ル ケ セ チ ェ ン はbimadurと し て い る(Erkese6en　 1991:40)。

132)リ ン チ ン の テ キ ス トで はdiien　 yadaquiと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。 エ ル ケ セ チ ェ

　 　 ンはyadaγuと して い る(Erkeseこen　 1991:40)。

133)エ ル ケ セ チ ェ ン はjiniketenと し て い る(Erkeseこen　 1991:40)。

134)リ ン チ ン の テ キ ス トで はdoruitaγulunが 欠 け て い る(Rintchen　 1959:61)。

135)リン チン の テ キ ス トで はbaγanは な い(Rintchen　 1959:61)。

136)エ ル ケ セ チ ェン は ろimadurと して い る(Erkese6en　 1991:40)。
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137)リ ン チン の テ キ ス トで はtusatu　 sayid-un　 qurimと な っ て い る(Rintchen　 l　959:61)。

138)エ ル ケ セ チ ェ ンはmanduγuluγbiと し て い る(Erkeseeen　 1991:40)。

139)こ こ でbaγan　 stilde　bamadur　 takin〃1δrgtimab'i:と の 語 句 が 欠 落 し て い る と 思 わ れ る 。 エ ル ヶ

　　セ チ ェ ン はtus　 bsiyeten-i　 ebab'lken　 daruγbi,　 boγda　 baγan　 sab'lde　bimadur　 takin　 mδrgdimtiiと つ け

　　加 え て い る(Erkeseこen　 l991:40)。

140)リ ン チ ン の テ キ ス トで はedtir-did・tinと な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

141)エ ル ケ セ チ ェン はnige　 udaγ 一aと して い る(Erkese6en　 l991:40)。

142)リ ン チン の テ キ ス トで はeregdil　 engke　 amuγulang　 iirγalan8-iyarと な っ て い る(Rintchen

　　1959:61)o

l43)リン チ ンの テ キ ス トで は ろaγ　btiktii-i　nδgbiyen　 iud　 tigei　sayinろ αγ覗 〃カ η 〃α御 μ7一かα7ル γ⑳

　　 と な っ て い る(Rintchen　 1959:61)。

144)エ ル ケ セ チ ェン はnige　 udaγ 一aと し て い る(Erkese6en　 l　991:40)。

145)エ ル ケ セ チ ェ ン はdegeremと し て い る(Erkese6en　 1991:40)。

146)エ ル ケ セ チ ェ ン はber-eと し て い る(Erkese6en　 1991:・40)。1beriと は1本 の 法 螺 の 音 が 聞

　　 こ え る 距 離 を 指 す 。

147)リ ン チ ンの テ キ ス トで はaii　 btiri-yin　 aγuraltu　 doγ 　sin　dayisun　 qulaγai　 degerem　 nuγud・i　min9・

　　γan　ber-e　yin　 7ajarba　 doruyitaγutun　 buruγutaγuljuと な っ て い る(Rintchen　 1959:61--62)。 エ

　　ル ケ セ チ ェ ン はburuγulaiuと して い る(Erkeseこen　 1991:40)。

148)エ ル ケ セ チ ェン はsansarと し て い る(Erkese乙en　 1991:40)。

149)リ ン チ ンの テ キ ス トで は γarγaquiと な っ て い る(Rintchen　 1959:62)。 エ ル ケ セ チ ェ ンは

　　γarγaquと し て い る(Erkese6en　 l　991:40)。

150)リ ン チ ン の テ キ ス トで はtoniiγaγbiと な っ て い る(Rintchen　 1959:62)。

151)エ ル ケ セ チ ェン は γのyiqamsiγtuと し て い る(Erkese6en　 1991:41)。

152)リ ン チ ンの テ キ ス トで はsidetdi.ろa7anが な い(Rintchen　 1959:62)。

153)エ ル ケ セ チ ェン はbimadurと して い る(Erkese6en　 1991:41)。

154)リ ン チ ン の テ キ ス トで はkimuraldunと な っ て い る(Rintchen　 l　959=62)。 エ ル ケ セ チ ェ ン

　　はkimuraquと して い る(Erkese6en　 1991:41)。

155)リ ン チ ンの テ キ ス トで はtemebeldektiiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:62)。 エ ル ケ セ チ ェ

　　ン はtemebelddikdi-yiと し て い る(Erkese6en　 1991:41)。

156)リン チ ン の テ キ ス トで はenelgeniと な っ て い る(Rintchen　 l　959:62)。 エ ル ケ セ チ ェ ン は

　　kinal-　tuと し て い る(Erkese6en　 1991:41)。

157)リン チ ン の テ キ ス トで はsilegeと な っ て い る(Rintchen　 l　959:62)。 エ ル ケ セ チ ェン は

　　silegenと し て い る(Erkese6en　 l　991:　 41)。

158)リ ンチ ン の テ キ ス トで はbar　 kitel・eと な っ て い る(Rintchen　 1959:62)。 エ ル ケ セ チ ェン は

　　bigeretel-eと して い る(Erkese6en　 l　991:41)。

159)リン チ ン の テ キ ス トで はbaγanが な い(Rintchen　 l　959:62)。

160)エ ル ケ セ チ ェン はbimadurと し て い る(Erkeseこen　 l　991:41)。

161)リ ンチ ン の テ キ ス トで はeyimdiと な っ て い る(Rintchen　 1959:62)。 エ ル ケ セ チ ェン は ※

　　※ ※ 記 号 で 表 記 し て い る(Erkese6en　 l991:41)。

162)リ ンチ ン の テ キ ス トで はnereteiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:62)。

163)リン チ ン の テ キ ス トで はnusu-banと な っ て い る(Rintchen　 l　959:62)。 エ ル ケ セ チ ェ ン は
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　 nasu・banと し て い る(Erkese乙en　 l991:41)。

164)エ ル ケ セ チ ェ ン はialbiramuiと し て い る(Erkese6en　 1991:41)。

165)エ ル ケ セ チ ェ ンはeiinを のθη に 統 一 して い る(Erkese6en　 1991:41)。 　eiinは オ ル ドス ・モ

　　ン ゴ ル 語 口語 発 音 で あ る 。

166)エ ル ケ セ チ ェン は こ こ でyertin8kei　 amitan-u　 sitdigen　 boluγsan,　 yirtin6ti-yin　 deger-e

　 sakiγulsun　 boluγsan,　 stir-tin　yekettiと し て い るIErkese6en　 l　991:41)。

167)エ ル ケ セ チ ェン はqaγanと し て い る(Erkese6en　 1991:41)。

168)エ ル ケ セ チ ェン の 報 告 書 に は こ の 一 句 が 欠 け て い る(Erkese6en　 l991:50)。

169)エ ル ケ セ チ ェン はqong　 kiy-aと し て い る(Erkese6en　 1991:50)。

170)エ ル ケ セ チ ェン はtengri　 debeと して い る(Erkese6en　 1991:50)。

171)リ ン チ ン の テ キ ス トで はdeger-e　 yeren　 yisabn　 tngri-debe　 sedtikabi-ddiと な っ て い る(Rintc-

　　hen　 1959:73)。

172)エ ル ケ セ チ ェ ンはyisdigeiと して い る(Erkese6en　 1991:50)。

173)リン チン の テ キ ス トで は アe3倣e∫baγatur・aろa　 egtidkdii-dtiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:

　　73)。 エ ル ケ セ チ ェ ン はttiをdtiに し て い る(Erkese6en　 l　991:50)。

174)エ ル ケ セ チ ェ ンはsuu　 ja'liと し て い る(Erkese6en　 1991=50)。

175)リ ン チン の テ キ ス トでe:　 yeke　 suu　 iali-yin　 iJ'aγur-tuと な っ て い る(Rintchen　 l959:73)。

176)エ ル ケ セ チ ェ ンはyirtinbdiと し て い る(Erkeseこen　 1991:50)。

177)エ ル ケ セ チ ェ ン はsutuと して い る(Erkese6en　 1991:50)。

178)エ ル ケ セ チ ェ ン はdebisgerと し て い る(Erkese乙en　 1991:50)。

179)エ ル ケ セ チ ェ ンはsaγ1aγarと し て い る(Erkese6en　 1991:50)。 リン チ ン の テ キ ス トで は

　　 TungγalaγTuγularyinγurban　 utqun-a　 debsekdi　 saγ1aγar　 modun-u加 γ〃-abaと な っ て い る

　　 　(Rintchen　 1959:73)。 『モンゴル 秘 史 』 第57節 に お い て,　 saγiaγar〃modunは,ハ ー ン の 即 位

　　 と 結 び つ く形 で 現 れ る(Eldengtei&Ardajab　 l986:104)。 オ ル ドス に あ る 八 白宮 の 祭 祀 者 ダ

　　 ル ハ ドの 伝 承 で は,saγ1aγar〃iodunは,チン ギ ス ・ハ ー ンが 帝 釈 天 よ り授 か っ た 「黒 い ス ゥ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ン

　　 ル デ 」 を 受 け 取 っ た 聖 な る 樹 と な っ て い る(Sayinjirγal&Sara監dai　 1983:281-282,299)。

180)リン チ ン の テ キ ス トで はtdirdildtigsenと な っ て い る(Rintchen　 1959:74)。

181)エ ル ケ セ チ ェ ン はdegtiti　 nerと し て い る(Erkese6en　 1991:50)。

182)リ ン チ ン の テ キ ス トで はdδbin　 ttimen-degen　 stilde　 bolugsan,　 dδrben　 kdiltti　yeke　 qara　 stilde

　　 と な っ て い る(Rintchen　 l　959:74)。

183)エ ル ケ セ チ ェ ン はyirtinbabと して い る(Erkese6en　 l　991:50)。

184)リ ンチン の テ キ ス トで はsuutu　 boγda-yinア`5伽 δrldig一伽 と な っ て い る(Rintchen　 1959:

　　 74)。 エ ル ケ セ チ ェ ン はyistinδr痂g-tidと,し て い る(Erkese6en　 1991:50)。

185)エ ル ケ セ チ ェ ンはyertingkeiと し て い る(Erkese6en　 l　991:51)。

186)リ ンチ ン の テ キ ス トで はstildeをsittigenと し て い る(Rintchen　 1959:74)。

187)エ ル ケ セ チ ェ ンはyisdin　 kδ1-tdiと し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

188)リ ン チ ン の テ キ ス トで は 同 じ くbaγan　 tuγ と な っ て い る(Rintchen　 l　959:74)。

189)エ ル ケ セ チ ェ ン の 報 告 書 に は こ の 一 句 が 欠 け て い る(Erkese6en　 1991:51)。

190)エ ル ケ セ チ ェ ン は わo伽 と し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

191)エ ル ケ セ チ ェ ン はerdenisと して い る(Erkese6en　 l991:51)。

192)エ ル ケ セ チ ェン はmuquli　 gtii　vang　 6ingsan8-barと し て い る(Erkese6en　 l　991:51)。

203



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

193)リン チ ンの テ キ ス トで はMuquli　 goi　ong　 6ingsang-durと な っ て い る(Rintchen　 l　959:74)
。

194)エ ル ケ セ チ ェ ン はalamanに し て い る(Erkese6en　 l　991:51)。

195)エ ル ケ セ チ ェ ン はtuに し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

196)リ ンチ ン の テ キ ス トで はalmas　 erdeni　 metab　J'iriZketti,　altan〃zδnggdin　 erdenis-iyer　 bi〃legteiと

　　 な っ て い る(Rintchen　 l959:74)。

197)リ ンチ ン の テ キ ス トで は_dtir　 takin　 mδrgdimtiは な い(Rintchen　 l　959:74)
。

198)エ ル ケ セ チ ェ ン はnamur-unと し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

199)エ ル ケ セ チ ェ ン はnaran　 saran吻 θ漉 と して い る(Erkese6en　 1991:51)。

200)リ ンチ ン の テ キ ス トで はnarmai　 ulus・un　 eien　 boluγsanと な っ て い る(Rintchen　 l　959:74)
。

201)エ ル ケ セ チ ェ ンはddiと して い る(Erkese乙en　 1991:51)。

202)エ ル ケ セ チ ェ ンはdoroyitaγulu7biと し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

203)エ ル ケ セ チ ェン はnarmaiと し て い る(Erkeseこen　 1991:51)。

204)リ ン チ ン の テ キ ス トで は1>tZsu　 btiri　dayisun-i　 daruγbi,　 nam　 iy-a　yeketti　 boγda　 sdild8と な っ て

　　 お り,takin〃zδrgtimtiは な い 　(Rintchen　 l　959:74)。

205)エ ル ケ セ チ ェ ンは δrdigeと し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

206)エ ル ケ セ チ ェ ンはyekettiと し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

207)エ ル ケ セ チ ェン はmuquliと し て い る(Erkese6en　 1991:51)。

208)リ ン チ ン の テ キ ス トで はqoyarは 欠 け て い る(Rintchen　 1959:74)
。

209)エ ル ケ セ チ ェ ンはnδkdir　 tab'と し て い る(Erkese6en　 1991:51)
。

210)エ ル ケ セ チ ェ ンはiayaγabarに し て い る(Erkese6en　 l　991:51)。

211)リ ン チン の テ キ ス トで はqotad　 balγadと な っ て い る(Rintchen　 1959:74)。

212)エ ル ケ セ チ ェ ン はduに し て い る(Erkese乙en　 1991:51)。

213)エ ル ケ セ チ ェ ン はb'lieγiutと して い る(Erkese6en　 1991:52)。

214)エ ル ケ セ チ ェ ン はboγdaの 後 ろ にeien-diと の こ と ぽ を つ け 加 え て い る(Erkese6en　 l991:

　　52)。

215)リ ン チ ン の テ キ ス トで は_dtir　 takin〃2鋤g伽 躍 は 欠 け て い る(Rintchen　 1959;　 74)。

216)リ ン チ ン の テ キ ス トで はodutan　 tngri-debeと な っ て い る(Rintchen　 1959:74)。

217)エ ル ケ セ チ ェ ン は、　iayaγabarと し て い る(Erkese6en　 1991:52)。

218)リ ン チ ンの テ キ ス トで はtδblenは 欠 け て い る(Rintchen　 l959:74)。

219)エ ル ケ セ チ ェ ン はomoγtanと して い る(Erkese6en　 l991:52)。

220)エ ル ケ セ チ ェ ン はbim-a・durと して い ・る(Erkese6en　 1991:52)。

221)リン チン の テ キ ス トで はbamadur　 takin　 mδrgtimtiiは 欠 け て い る(Rintchen　 1959=74)
。

222)エ ル ケ セ チ ェン は 対 格iを 省 略 し て い る(Erkese6en　 1991:52)。

223)リン チ ン の テ キ ス トで はulus-un　 eien　 binggis　 qaγan-durと な っ て い る(Rintchen　 l　959=

　　74)。

224)リン チ ン の テ キ ス トで はolun籟 γ萌 γμ4と な っ て い る(Rintchen　 1959:74)。

225)リン チ ン の テ キ ス トで はbaγanが な く,わoγ 面 諏1dε と な っ て い る(Rintchen　 1959:74)。

226)エ ル ケ セ チ ェ ンはbim-a-durと し て い る(Erkese6en　 1991=52)。

227)リ ン チ ン の テ キ ス トで はbamadur　 takin　 mδrgtimab'iは な い(Rintchen　 1959:74)。

228)リ ン チ ン の テ キ ス トで はBtirte　 disin・iと な っ て い る(Rintchen　 1959:74)
。 エ ル ヶ セ チ ェ ン

　　は 対 格iを つ け 加 え て い る(Erkese6en　 l991=52)。
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229)エ ル ケ セチ ェン は この対 格iを 削除 して い る(Erkese6en　 1991:52)。

230)リ ンチ ンの テ キ ス トで はdaγuliγsan-durと な って い る(Rintchen　 l　959:74)。 エ ル ケセ チ

　 　ェ ンはdaγuliγsanと して い る(Erkese6en　 1991:52)。

231)rモ ンゴ ル秘 史 』 第105節 と109節 に おい て,ブ ー ラ ・ケ ー レ とい う地 名 は チ ンギ ス ・ハ ー

　 　ンの夫 人 ボ ル テが メ ルケ ト部 に さ らわ れ,ま た チン ギ ス ・ハ ーン ら に よって 奪還 され る と こ

　 ろ に表 れ る(Eldengtei&Ardajab　 1986:256;271)。 この点 か ら,祭 史(δbig)と い うテ キス

　 　トは,多 くの 祭祀 者 ダル ハ トが 語 る よ うに,「 歴 史 」 に基 づ い て書 か れ て い る こ とが わ か る。

232)リ ンチ ンの テ キ ス トで はbultaraγulutと な って い る(Rintchen　 1959:74)。

233)エ ル ケ セチ ェ ンはtiiletu'gbiと して い る(Erkese6en　 l　991:52)。

234)リン チ ンの テ キ ス トではboγda　 eien-u　yeke　sdildeと な って い る(Rintchen　 1959:74)。

235)エ ル ケ セチ ェ ンはsanduraγulunと して い る(Erkese6en　 l　991:52)。

236)エ ル ケ セチ ェ ンはon・uと して い る(Erkeseこen　 1991:52)。

237)エ ル ケ セ チ ェ ンはturをdur　 V:し てい る(Erkese6en　 1991:52)。 リンチ ンの テ キス トで は

　 sayibar　iaruγsan　iaγun　elbis-iyen　sarta7ul-un　 J'alaliin　sultan　qaγan-a　ab'ktigdilti8sen　dtir,　saγaral

　 tigei　doluγan　on　ayalan　yabuqui-durと な って い る(Rintchen　 l　959:74)。 な お,こ の い わ ゆ

　 る 「七 年 戦 争 」 とは,1219年 か ら1225年 ま で のチ ンギ ス ・ハ ーン に よる 中央 ア ジ ア遠 征 を 指

　 す もの で あ る。 『モ ン ゴル秘 史 』 第264節 では,sartaγul　 irgen-dtir　doluγan　od　yabUJ'uと あ る

　 　 (Eldengtei&Ardajab　 l　986:877)。 また,『モンゴル 秘 史 』 で はialalding　 suitanと な って い る

　 　 (Eldengtei&Ardajab　 1986:856-857他)。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

238)リ ンチン の テキ ス トで はsanduγulunと な って い る(Rintchen　 l　959:75)。

239)リ ンチン の テキ ス トで はtakin　 mδrgdimab'iは な い(Rintchen　 1959:75)。

240)リン チ ンの テ キ ス トで はqar-a　 Tang7ud-turと な って い る(Rintchen　 1959:75)。 オ ル ドス

　 　・モ ン ゴルは 今 で もTangγudとTObedを 全 く同 じ意 味 で使 用 す る。

241)エ ル ケ セ チ ェ ンはmordaqui-dur　 qarγamと して い る(Erkese6en　 1991:53)。

242)エ ル ケ セ チ ェ ンはaduγunと して い る(Erkeseこen　 1991:53)。

243)エ ル ケ セ チ ェンはabquγuluγsanと して い る(Erkese6en　 1991:53)。

244)エ ル ケ セ チ ェ ンはbδgdide-yiと して い る(Erkese6en　 l991:53)。

245)リ ンチン のテ キ,ス トで はqar-a　 sUtdeと な って い る(Rintchen　 1959:75)。

246)リン チン の テ キス トで はtakin　 mδrgtimtiiは な い(Rintchen　 1959:75)。

247)エ ル ケ セ チ ェン はoyiradと して い る(Erkese6en　 l　991:53)。 ハ ス ビ リク トとエ ル ケ セチ ェ

　 　ンに よる と,オ ル ドス の古 い文 献 で は オ イ ラ トをorudと 書 く こ とが 多 い とい う。

248)リ ンチン の テ キス トで はttiridkel　digeiと な って い る(Rintchen　 1959=75)。

249)エ ル ケ セ チ ェ ンはdiggabg6iと してい る(Erkeseこen　 1991:53)。

250)原 文 で は これ を 消 して い る。

251)エ ル ケ セ チ ェンはltigeに な お して い る(ErkeSeこen　 1991:53)。

252)リ ンチン の テキ ス トで はddiろin　ttimen-degen　 kdibtin　nemeji'と な って い る(Rintchen　 l　959:

　 75)。

253)エ ル ケ セ チ ェンは 対 格iを 属 格tiに して い る(Erkese6en　 1991:53)。

254)エ ル ケセ チ ェ ンはterigdinと してい る(Erkese乙en　 1991:53)。

255)リ ンチン の テ キス トで は 醒8酬 切επ・ti　terigdin　bolu7sanと な って い る(Rintchen　 1959:75)。

256)'リ ンチン の テ キス トで はbaγanとtakin　 mdirgtimdii　etな い(Rintchen　 l　959:75)。
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257)リ ン チン の テ キ ス トで はqar-a　 aγula-7i　 i　inu　 gaiilan　 yabu4uj-durと な6て い る(Rintchen

　　 1959:75)。

258)エ ル ケ セ チ ェ ンはtδgerenと し て い る(Erkese乙en　 l　991=53)。

259)リ ン チ ン の テ キ ス トで はqatan　 berig-i　 c'in　u　tukirzin　 yabuγbiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:

　　75)。

260)エ ル ケ セ チ.エ ンはiを ア'に な お し て い る(Erkese6en　 1991:53)。 ・リン チン の テ キ ス トで は

　　qar-a　 stildeと な っ て い る(Rintchen　 1959:75)。

261)リ ン チ ン の テ キ ス トで はeke　 qadaγatuは な い(Rintche　 1959:75)。 エ ル ケ セ チ ェン は

　　γadayatuと して い る(Erkese6en　 l　991:53)。

262)エ ル ケ セ チ ェ ンは δbtine〃1を す べ てbbine〃1に 統 一 し て い る(Erkese6en　 1991:53,54)。

263)エ ル ケ セ チ ェン はaγula-yiと し て い る(Erkese6en　 1991:53)。

264)リン チン の テ キ ス トで は δnddir　aγula-yi　 c'　in　u　Olgelen　 yabuqui-durと な っ て い る(Rintchen

　　 1959:75)。

265)エ ル ケ セ チ ェ ンはb'mbi-tと し て い る(Erkese6en　 1991:53)。

266)エ ル ケ セ チ ェン はabi-narと し て い る(Erkese6en　 1991:53)。

267)リン チン の テ キ ス トで は δndtir　 sdilde一ア'qadaγalan　 yabuγbi,δmbitti　 aγul　abi-nar　 binu

　　1〃δ㎏ 伽 δbinemと な っ て い る(Rintchen　 1959:75)。

268)エ ル ケ セ チ ェ ンはsirγ 一aと し て い る(Erkese6en　 l　991:53)。

269) .エル ケ セ チ ェ ンはaiir7-aと し て い る(Erkese6en　 1991:53)。

270)エ ル ケ セ チ ェ ンはbolγaγsanと し て い る(Erkese6en　 1991:53)。

271)リン チ ン の テ キ ス トで はkeger一 θげrγ 一αヲ'η κδ繊1-iyer　 kelki]-e　 boluγsan,　 gelkdi　 bdigtide-yin

　　eien　 boluγsanと な っ て い る(Rintchen　 1959:75)。

272)エ ル ケ セ チ ェ ンは 々〃η8躍 に し て い る(Erkese6en　 1991:54)。

273)エ ル ケ セ チ ェン は δ99ti8biと し て い る(Erkese6en　 1991:54)。

274)リン チン の テ キ ス トで は ろaγanとtakin　 mδrgab'〃ntiカ ミな い(Rintchen　 I　959:75)。

275)エ ル ケ セ チ ェ ン はaiirγ 一aと し て い る(Erkese6en　 l　991:54)。

276)エ ル ケ セ チ ェ ンはbolγaγsanと し て い る(Erkese6en　 1991:54)。 リン チ ン の テ キ ス トで は

　　σα匹8婦1γ 一a-yin　kδkdil-iyer　 qolbuγ 一a　boluγsanと な っ て い る(Rintchen　 1959:75)。

277)エ ル ケ セ チ ェ ン はqaramaqaiと し て い る(Erkese6en　 1991:54)p

278)リ ン チ ン の テ キ ス トで はqaskiruγ 一α アeκθ醇qatan　 utaγan　 btiriy-e,　 qaralmai　 btigtide　 uriy-a

　　bolaγsanと な っ て い る(Rintchen　 l　959:75)。

279)エ ル ケ セ チ ェ ン はdorayitaγutuγ6iと して い る(Erkese6en　 1991:54)。

280)リン チン の テ キ ス トで はqariy-a　 yeketdi　 qar-a　 stilde-yin・iori7　 '〃iedettigeiと な っ て い る(Rint-

　　chen　 1959:75)。 以 下,両 テ キ ス トの 文 の 順 番 は 不 同 で あ る 。

28 .1)エ ル ケ セ チ ェン はebdilkenと して い る(Erkese6en　 l　991:54)。

282)エ ル ケ セ チ ェン はiを ッ'に し て い る(Erkese6en　 l991:54)。

283)エ ル ケ セ チ ェ ン はbindamuniと し て い る(Erkeseこen　 1991:54)。

284)リン チ ン の テ キ ス トで はqatud　 kδbegaldと な っ て い る(Rintchen　 l959:75)。 『モ ン ゴル 秘

　　史 』 で は,κ δ加9伽 は 王 子 を 指 す 言 葉 と し て 現 れ る(Eldengtei&Ardajab　 l　986:902-903)。

285)エ ル ケ セ チ ェン は 属 格ab'に して い る(Erkese6en　 l991:54)。

286)エ ル ケ セ チ ェン はbotγaγbiと し て い る(Erkese6en　 l　991:54)。
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287)エ ル ケ セ チ ェン は γabiyatuと して い る(Erkese6en　 1991:54)。

288)エ ル ケ セ チ ェン はbolγaγ6iと し て い る(Erkese6en　 1991:54)。 リ ン チ ン の テ キ ス トで は

　 　qam　 uγulus-taγanγabiy-a-tu　 boluγbiと な っ て い る(Rintchen　 l　959=75)。

289)エ ル ケ セ チ ェン はyinを 省 略 し て い る(Erkese6en　 1991:54)。

290)エ ル ケ セ チ ェン は ンiを 省 略 し て い る(Erkese6en　 1991:54)。

291)エ ル ケ セ チ ェ ン はdobdolaquiと して い る(Erkese6en　 1991:54)。 リ ン チ ン の テ キ ス トで

　 　は δndtir　aγula・lyin　emtin-e　 dyimen　 dobtulquiと な っ て い る(Rintchen　 1959:75)。

292)リ ン チン の テ キ ス トで は δkid　kδbegdidの よ う に 複 数 形 と な っ て い る(Rintchen　 1959:75)。

293)エ ル ケ セ チ ェン は 対 格'を 属 格diに な お し て い る(Erkeseこen　 1991:54)。

294)エ ル ケ セ チ ェン はbolγa4uと し て い る(Erkese6en　 l　991:54)。

295)エ ル ケ セ チ ェン はabi　 narと し て い る(Erkese6en　 1991:54)。

296)リ ン チン の テ キ ス トで は δber-tin　 bin　u　aγut　abi　u"res　inu　 ergdin　 Oろine.　mと な っ て い る(Rint-

　 　chen　 1959:75)。

297)エ ル ケ セ チ ェン は δ塊ン'飯 と して い る(Erkese6en　 l991:54)。

298)リン チン の テ キ ス トで はboγda　 sdilde-yin　 joriγmedettigeiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:

　 　75)。

299)エ ル ケ セ チ ェ ンはa6i　 narと し て い る(Erkese6en　 l991:54)。

300)リ ン チン の テ キ ス トで はqan　 aγul　abi-nar　 binu,　 qarabu　 u'us　 irgen　 binu〃2δrgdin　 Obinemと な

　 　 っ て い る(Rintchen　 1959:75)。

301)エ ル ケ セ チ ェン は γarγalanと し て い る(Erkese6en　 1991:54)。

302)エ ル ケ セ チ ェ ン はyabuqui-duと し て い る(Erkese6en　 l991:54)。

303)エ ル ケ セ チ ェ ン はttiと し て い る(Erkese6en　 1991:54)。

304)エ ル ケ セ チ ェン はkdinestiと し て い る(Erkese6en　 l　991:54)。 　kab'nisdiは オ ル ドス ・モ ン ゴ

　 　 ル 語 口 語 発 音 で あ る 。

305)エ ル ケ セ チ ェン はiayaγaγbiと し て い る(Erkese6en　 l　991:54)。 　 　 　 　 　 ・

306)リン チン の テ キ ス トで はqの,ir　 obuγ 一a-yi　niγun　 yabuqui-dur　 genedkegtilJ'u",　 qaγarqai　 aman-

　 　dur　 ktinesab'n,　 qalturiqai　 kδ1-dtir　 kδlge　 iayaγaqui-yi　 qariy-a　 yeketti　 qar-a　 sdilde-yin

　 　jor～γmedettigeiと な っ て い る(Rintchen　 l　959:75)。

307)エ ル ケ セ チ ェン は こ の 一 句 を 省 略 して い る(Erkese6en　 1991:54)。 リ ン チ ンの テ キ ス トで

　 　 は さ ら に40行 ほ ど の 文 が 続 く(Rintchen　 l　959:75-76)。

308)エ ル ケ セ チ ェン はbodisduu-aと し て い る(Erkese6en　 1991;42)。

309)エ ル ケ セ チ ェン はaγarと し て い る(Erkese6en　 1991:42)。

310)エ ル ケ セ チ ェ ン はtegtisabgsenと し て い る(Erkese己en　 1991:42)。

311)エ ル ケ セ チ ェン はsakiγutsunと して い る(Erkese6en　 1991:42)。

312)エ ル ケ セ チ ェン はnδktid・nerと し て い る(Erkese6en　 1991:42)。

313)エ ル ケ セ チ ェン はdurと して い る(Erkese乙en　 1991:42)。

314)エ ル ケ セ チ ェン はoγuuと し て い る(Erkese6en　 1991:42)。

315)エ ル ケ セ チ ェ ン は こ こ でtaleii'と つ け 加 え て い る(Erkese6en　 l　991:42)。

316)エ ル ケ セ チ ェン はiのyaγanと して い る(Erkese6en　 l　991:42)。

317)エ ル ケ セ チ ェ ンは こ こ でabi-barを つ け 加 え て い る(Erkeseζen　 l　991:42)。

318)エ ル ケ セ チ ェ ンはiedgtir-ab'nと し て い る(Eτkese乙en　 l991:42)。
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319)エ ル ケセ チ ェ ンはiをyiに して い る(Erkeseこen　 1991:42)。

320)エ ル ケセ チ ェ ンはami　 nasu-7iと して い る(Erkese6en　 1991:42)。

321)エ ル ケ セチ ェ ンはurtudq-aと してい る(Erkese6en　 1991:42)。

322)エ ル ケセ チ ェ ンは こ こで対 格'を つ け加 え て い る(Erkese6en　 1991:42)。

323)エ ル ケ セチ ェ ンの報 告書 には こ こか ら さ らに40行 ほ ど別 の内 容 が あ る。 ハ ス ビ リ ク トの 文

　 書 に はな い(Erkese6en　 1991:43・-45)。

324)エ ル ケ セチ ェン はama-yiと して い る(Erkese6en　 1991:45)。

325)エ ル ケ セチ ェ・ンはqaramと して い る(Erkeseこen　 1991:45)。

326)エ ル ケセ チ ェ ンはsitege-yiと してい る(Erkese6en　 1991:45)。

327)エ ル ケセ チ ェ ンはaγbiと して い る(Erkese6en　 1991:45)。

328)エ ル ケセ チ ェ ンはbolγaγbiと して い る(Erkese6en　 l991:45)。

329)エ ル ケセ チ ェン はtakiiuと して い る(Erkese6en　 1991:45)。

330)エ ル ケ セチ ェ ンは た〃用伽 イδ㌍'と して い る(Erkese6en　 l991:45)。

331)エ ル ケ セチ ェ ンはmendtiと して い る(Erkese6en　 1991:45)。

332)以 下4行 は,毛 筆 で塗 りつ ぶ して あ り,大 半 は 判 読 不 明 で あ る 。Bandzarと い う,人 名 ら

　　しき もの の み確 認 す る こ とが で き る。
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